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　闇の中で、痛みだけが体を襲う。その痛みに誘われるように、呻いた真ま白しろは、震える瞼を上げた。

　日差しに包まれた天井を見つめる。

　緩慢に首を動かし、室内を見れば、周りを几帳が囲んでいた。

　──見た事のある景色だ。

　だが、調度品に見覚えはない。ここは何処なのか。記憶を辿った真白は、気を失う前の事を思い出し、起き上がろうとした。

　が、痛みが体を襲い撃沈する。

「──っ、く」

　体中が痛むが、特にふくらはぎが引き攣るように痛む。

　体を丸め痛みに耐えていた真白は、手を伸ばし膨ら脛に触れた。

　晒しが巻かれているのが分かる。怪我をしたのだろう。だが、自分の怪我よりも、東とう羅らの事が気になる。

　真白を庇った東羅は、真白よりも深傷を負っている筈だ。痛みが引くのを待たずに、歯を食い縛って体を起こす。体勢が変わればまた痛みが増した。

　茵しとねに顔を伏せ、小さく悲鳴を上げる。

　痛みと戦いながら、それでも、気になるのは東羅の安否だ。炎を纏った天井板を受け止めたのだ。ただでは済まないだろう。

「……と、うら様」

　無事だろうか？

　──無事でいてほしい。

　痛みなのか、感情からなのか涙が溢れる。零れないよう堪え、這うように几帳へ向かう。

　何とか几帳に着き、寄りかかりながら立ち上がる。随分と時間をかけて立ち上がり、真白は妻戸へ足を踏み出した。その時。

　妻戸が開き、頭を占めていた鬼が入って来る。

「…………何をしてるんだ、お前」

　見開いた黄金の瞳に、真白は支える力をなくして座り込んだ。掴んでいた几帳が倒れる。

「おい」

　歩み寄って来た東羅は、真白の目の前で片膝を着く。

「……東羅様」

「傷が開く、寝ていろ」

　単衣から覗く足を見て、東羅は真白を抱き起こそうとする。

　腕に触れた手に、真白は慌てて東羅を見上げた。

「東羅様、傷は!?　大丈夫なのですか!?」

　見た限り、怪我はなさそうだが。だが、あの落下物の下で無傷で終わらないだろう。

　今にも泣き出しそうな真白に、東羅が手を下ろした。溜め息を吐いた唇が動く。

「人間のように軟弱な体はしていない。……寝ていなくても、治る」

　という事は、怪我を負っているのだ。それは見えない場所にだろう。

　確かに闘いで負った傷も、小さい物は消え、他の傷痕も消えかけている。

　真白は東羅にしがみつき、胸に額を押し付けた。

「……東羅様、どうして私を庇ったのですかっ」

「…………一番にそれか」

「だって、間に合わなくても、仕方のない距離だったではないですか。雷らい鬼きや死し鬼きを取り逃がしてまで、私を庇うなんて」

「……命令だ。必ず守れと、王にいわれていたのを聞いただろ」

「私は、東羅様が死んでしまったらと考えるだけで、自分を呪いましたっ！」

　東羅の気持ちが痛い程に分かった。

　自分の命を守る為に、大切な人が死ぬのがこんなにも辛い。力のなさが悔しい。後悔ばかりだ。

　ぼろぼろ涙を零す真白を、東羅は手を伸ばし背中を撫でる。

「泣くな、鬱陶しい。……お前は気を失ったから知らないだろうが、南なん羅ら達が見てるだけで終わる筈がないだろう」

「そういう事をいっているのではありません！　南羅様や北ほく羅ら様達が助けて下さる事も分かってますっ……私は、東羅様が庇って怪我を負った事をいっているんです」

　泣きじゃくる真白に、東羅が息を吐き、頬の涙を拭った。そのまま、手が頬を包み顔を上げさせられる。

「泣き止め。何をいいたいのか簡潔にいえ」

「……勝手だと、分かっています」

「ああ」

「けれど、お願いです。……最後の日まで、何があっても、もう私を庇わないで下さい」

　庇って、怪我をするのを見るのは嫌だ。

　自分を大切にして。そう涙ながらに訴える真白に、東羅は口許を歪めた。

「……お前が自分を犠牲にすることを周りが悲しむと分かっても、犠牲になることを選ぶのだろう」

「…………私は」

　周りの気持ちが、考えられない訳でもない。

　こんなにも辛く、歯痒く、苦しい。傷付くのなら、自分だけでいい。

　──こんな気持ちなのだ。

「……それでも、変わらないんだろう？」

　聞いていながら、確信を持っている問いかけに、真白は小さく頷いた。

　きっと、変わらない。自分で決めたからではなく、目の前で傷付くのを見て、平気ではいられないのだ。

　やはり、東羅は怒るだろうか？

　俯いた真白に、東羅は驚く程に優しく頭を撫でた。だが、びくりと肩が跳ねる。

「救いようのない馬鹿だな」

「……それで誰かが幸せでいてくれるなら、私も幸せに思えるのです。損はないでしょう？」

「阿呆」

「馬鹿とか阿呆とか、どちらかにして下さい」

「誰かの犠牲の上に成り立つ幸せは、壊れるのも簡単だ」

「……それでも。幸せは、誰かの犠牲をなくして築けない物です」

「だったら、自分が犠牲になればいいか。……救いようのない」

　また同じ事をいわれれば、怒る気にもなれずに苦笑を漏らした。

「……東羅様、傷の具合は」

「軽い火傷と骨が折れただけだ。直ぐに治る」

「治る物なのですか？」

　鬼の治癒力は人間とは違う。

　だからといって、痛みはある。安静にしていなければならないだろう。

　最低限、それを果たした上で、治癒力は発揮されるのだから。

「東羅様」

　つい、責めるように見つめた真白に、東羅は背に回していた手を離した。

「雷鬼と死鬼は逃げた」

「……っ、そうですか」

「門を破った陰陽師が、お前の兄なら。潜伏する場所は人間の都だろう」

「……お師匠様の案配は」

「一時は危険だったが、持ち直した」

「そうですか。よかったぁ……。お師匠様が、いって下さったのです。物事は視野を広くして見ろと。……手を貸した陰陽師が、兄上である可能性が高くても。私自身が信じる兄上を信じろとも」

　優しく、強く、大好きな兄。

　それに変わりはないのだから。

「……人間の都に戻るのは、怖いです。けど、何とかなりますよ」

　陰陽師がいる。昌まさ隆たかや行ゆき成なりもいる。全く、頼る物がない訳ではないのだ。何とかなるだろう。

　だが、後、片手で数えるしか鬼の都に居られないのだ。

　今度、雷鬼や死鬼と対峙する時、果たして自分はどうなるのだろう──？

　漠然とした恐怖が胸を苛む。それに堪えようと身を震わせた真白は、次の瞬間、広い腕の中に包まれ目を見開いた。

　伽きゃ羅らの香が鼻を擽くすぐる。強張った体はしかし、温もりに弛緩を始める。

「……東羅様」

「何だ」

「東羅様は、おかしな方ですね。嫌いな私を、気にかけて下さるなんて。……これも命令ですか？」

　笑い声を含んだ声で訊ねた真白は、腕の力が増した事に瞬きをした。

　顔を上げても、東羅の顔は見えない。表情を窺うのは諦めて、真白は視線を東羅の肩越しにある几帳に定めた。

　温もりに包まれるだけで、安心する。

「……私を痛め付けた本人を庇うのかと、死鬼にいわれた時。私、怒りを覚えました」

　第一、何をされても、真白が構わないといったのだ。

　それを、揚げ足を取るように横から口を挟まなくてもいいだろう。

「あんな言葉で、私は東羅様を死鬼達に差し出しません」

　──どんな言葉でも、もう、東羅を裏切らないと決めたのだ。

　目を閉じると、膨ら脛の引き攣るような痛みが大きくなる。

　安堵すれば、痛みや熱が体を苛み始めるのだ。意識が朦朧とする。

　……嗚呼。だけど、意識を失いたくない。

　この腕の中から出るのが勿体なく思うのだ。まだ、ここにいたい。

　恐る恐る擦り寄り、寄りかかる。突き放されないか緊張したが、その様子はなく、自然に篭っていた力を抜いた。

　不思議な物だ。数日前の自分は、東羅に触れる事さえ想像出来なかった。こうして話をする事も、奇跡のように感じる。

「東羅様」

　名前を呼んで、そっと腕にしがみつけば、一瞬だけ力が篭ったのが分かった。

　それは拒絶ではなく、ただの反応。

「……東羅様やお師匠様、皆様無事で、何よりです」

　笑みを浮かべた真白は、睡魔に誘われるように瞼を閉じた。

　まだ、意識を保っていたい。ともすれば失いそうな意識を、必死になって引き止める。

「これでやられよう物なら、死んでも死に切れない」

　間近で耳孔に入った言葉は、東羅らしい。

「それならば。黄泉の国から這い出て来れば、また、会えますね」

「……」

「今、私に会うのなら出て来る気も失せると思ったのでしょう？」

　分かりやすい。くすくすと喉を震わせて、真白は瞼を上げた。

　それでも、また、会えるのなら。

　その時は、もっと東羅と話をしたい。笑って過ごしたい。叶う事のない願いだとしても、抱く事くらいは、許してほしい。

　しがみつく手に、力が篭った。

「……俺達の心配はいい。人間の方が脆いんだ、大人しく寝ていろ」

　温もりが離れる気配に、真白は更に手に力を込めた。東羅が止まる。

「もう少し、このままでいて下さいませんか」

　まだ、離れたくない。

　そういう真白に、東羅は溜め息を吐いて腰を下ろした。

「…………足が痛むだろ」

「私の足は、どうなっているのですか？」

　晒しが巻かれているが、傷は見ていない。

　動かせなくなったという事ではないが、不便に変わりはないのだ。

　東羅の手が、真白の膨ら脛に触れる。傷を労るような触れ方に、擽ったくなった。

「……木片で切ったんだ。他にも、小さいが火傷の痕もある。安静にすれば治る物だ」

　暫く、不自由になる。

　真白は、膨ら脛にある東羅の手に、自分の手を重ねた。

「これだけの傷で済んだのは、東羅様のお陰ですね」

「当たり前だ」

　東羅の手が離れる。真白も、そのまま手を下げようとして……握り締められた事に目を見張った。

　顔を上げれば、目の前には東羅の顔がある。

「……東羅様」

「傷を負わせる気はなかった」

「…………命があったのだから、それでよいではありませんか」

　怪我をしたのは、力を尽くしての結果だ。仕方のない事であり、それは王も分かっているだろう。東羅が自分を責める事ではない。

東羅の指が、真白の指に絡む。

　──どうして、こんなに触れてくれるのだろうか？

　疑問はあれど、その温もりや感触が心地よく、ずっとこうしていたいと願ってしまう。

「……東羅様。不服でしょうが、雷鬼や死鬼の事は、私に任せて下さいね。私は力不足ですが、きっと、雷鬼達を封じます。東羅様は、新しい花嫁を気遣ってやって下さい。やはり、不安は付き物ですから」

　このまま、寄りかかっていたい。そんな願望もある。

　けれど、それを許されるのは真白ではない。寄り添い、何よりも自分が支えでありたい。せめて、この地に居られる時間だけでも。

　支えてもらう事とは別なのだ。

　……せめて、今だけでも。

　多くを望まないから、今だけでも、こうしていたい。それを許してほしかった。

　東羅の腕に力が加わる。痛いくらいの力が嬉しいと思っても、それは胸の内に仕舞い込んだ。

　重なり合う掌が熱い。握り締められた指が痛い。

「…………お前は、本当に」

　低く、唸るように呟いた東羅は、背中に回していた手を後頭部へ移して真白を引き寄せた。

　密着する体に、東羅にかかる負担に気付き、真白が慌てる。離れようとするが、東羅の拘束は緩む事がなかった。

　暫く努力はした物の、真白は折れて力を抜いた。

　暴れる方が体に障るのだ。それなら、本人の好きにさせた方がまだいい。

　視線を逸らし、御簾の外を見る。久しぶりの快晴で、小鳥の鳴き声も聞こえた。死闘があった事が嘘のように、穏やかな空気が漂っている。

　面子がどうのいうかもしれないが、これでよかったのかもしれない。

　雷鬼が脅威を奮わせるには、この都は狭く、そして負担が大きい。だからといって、人間の都を差し出す気はない。

　雷鬼や死鬼は、必ず、封じなくてはならない。お互いの為にも。

　帰る前に、金かな代しろや王にも会わなくてはならない。

　安心する事は出来なくとも、人間を、陰陽師を信じて頼ってほしいと伝えたいのだ。

　憎み合うだけではなく、手を取り合い、決して交わらなくても反目し合わないよう。

　鬼や人間が分かり合える時が来てほしいと、切に願った。

　今生は厳しくとも、分かり合える時代が来たら、また東羅に会えるかもしれないのだ。

　…………また、会いたいから。

　肩に顔を埋めて、真白は下唇を噛み締めた。

　嫌われてもいい。側にいれなくてもいい。幸せに暮らし、永く生きてほしい。

　その先に、また会える日があるのなら。

　──また、会いたい。

　他にも問題はあるのに。そんな願いばかりが、頭を占める。

　別れる日まで幾何もないのだ。

　だけれど、もし、願いが叶うなら……。

「……もっと、もっともっと、話して……夫婦らしくいたかった」

　震える声に気が付いているのか、東羅は、僅かに指に力を込めたのだった。





質話　真実と裏切りと別離







　出会いからして、間違っていたのかもしれない。

　体を包む、高めの温もり。息を吸う度に香る伽羅の香。

　瞼を震わせ、真白は目を開いた。

　暗闇の中、直ぐ側にある顔に瞬きをする。状況を理解するのに時間がかかった。

　どうして、東羅がここにいるのだろう。真白の体を包むように腕を回していて。何故か、東羅も寝ている。

　──どうして一緒に寝ているのだ？

　今にも零れ落ちそうな程に目を見開く。薄暗いとはっきりとは見えないのだが、相手が起きた気配はしなかった。

　あの後の記憶がないのだから、努力も虚しく眠ってしまったのだろう。東羅が茵に入れてくれたという事は分かる。だからといって、何故、一緒に横になっているのだ。

　起こして聞きたいが、東羅も怪我をしているのを思い出して止める。

　東羅も、休める時間がなかったのだ。

　体を労る為にも、睡眠を妨げる理由はない。真白も瞼を下ろす。朝までもう一眠りしよう。

　東羅の事だ、自分も寝てしまった事を真白に知られたくないだろう。ここは知らないふりをする事が賢明だ。

　だが、口許が歪んでしまってなかなか、直らなかった。

　寝るという行為は不思議で、自分が安心出来ないと眠れないのだ。東羅は、真白の側を安心出来ると判断したのだろうか。

　それとも、無意識にそう感じてくれたのか。

　どちらにせよ、嬉しいという事に変わりはない。
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　真白から健やかな寝息が上がる。それを聞いてから、東羅は目を開いた。

　鬼は五感が優れていて、闇の中でも視覚は昼間のようにはっきりと捉えられる。

　安心しきったように眠る顔を見つめ、息を吐いて体を起こす。寝ている真白を起こさないよう、注意する事も忘れない。

　疲れが出たのだろう。傷の熱も手伝い、真白が眠ってしまったのは昼前。直ぐに茵に寝かせ、出ていこうとしたのだ。だが。

「……何故、まだ掴んでるんだ」

　唸るように呟いた東羅は、袖を掴む小さな手に眉根を寄せた。

　昼間もそうだが、掴んだ手は離れない。これのせいで、半日は寝て過ごしたのだ。

　本当は、真白が起きた時にも目は覚めていたのだが、起きられなかった。──それも、気に障るのだが。

「…………危機感も何もないんだな」

　自分は一度、感情任せに真白を傷付けたというのに。

　後悔するな。東羅は悪くない。そういわれた所で、事実に変わりはない。

　それなのに、信頼を寄せた寝顔を見せられては堪らない。

　横になり、自由な方の手で真白の顔にかかる髪を払う。

　熱は落ち着いたか、指先で触れた肌は冷たさも感じた。冷え過ぎないように大打掛を肩まで上げる。その時。真白が寝返りを打ちながら、東羅の胸に擦り寄って来た。

　見事に固まった東羅は、時間をかけてやっと、目的を果たした。

　先程よりも近付いた距離に、熱が篭る。それが不快には思わなかった。

　起きたら薬を用意しなくてはならない。師の様子も気になるのだが、今夜は手を離せないだろう。朝一番で伺えばいいか。

　真白が気にしないなら、東羅が気にしても仕方がない事だ。半ば思考を放置した東羅は、自分ももう一眠りにつこうと目を閉じる。

　身衣を脱げばいいと気が付くのは朝になってからだった。
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「……え。それじゃあ、昨日から東羅はここにいるの」

「朝、俺が起きて出て行ったら、探そうとしたんだぞ。この馬鹿は」

　驚きを隠さない北羅に、東羅が舌打ちをして忌々しそうに吐き捨てながら真白を指差す。

「東羅様。あんまりではありませんか。何もいわずに姿が消えたのです、何かあったかと心配したんですよ」

「お前に心配される謂いわれはない！」

「人の気遣いを……」

　嘆かわしいと溜め息を吐いた真白を睨み、東羅は自分の分の薬湯を飲み干した。

　器を北羅に返せば、あどけない顔立ちの鬼はけたけたと笑った。

「以前の二人に戻ったみたいだ」

「そうですか？」

「うん。……こんな時だから、前のような光景を見れて安心する」

　現実は、真白が思う以上に悪い方向へ転がっているのだ。

「追っ手が、雷鬼と死鬼は人間の都に入ったと報告したんだ。ただ、今は潜伏期間らしくて、何の行動も起こしてない」

「帝や民はどうなっている。死鬼に唆され、禁術が行われたんだろう？」

「何も変化はないらしいよ。負の気は蔓延して、荒んでる」

　北羅や東羅は聞くだけで終わるが、真白はそうもいかない。

　日を待たずに、そこへ帰るのだし、何よりも生まれ育った故郷なのだ。昌隆だけではなく、京の都には母や家族同然の使用人達もいる。

　彼等の安否が入って来ない今、北羅からの報告は真白を苛さいなんだ。

「……禁術を解くには、術者が行うか、その術者を殺すしか方法はありません。術者が解いたのだとしても、主上への反逆で捕まり、重い罰を科せられます」

「…………術者が真白の兄だとしたら」

「……っ、そうでない事を願います」

　袴をきつく握り締めているせいで、肩が震える。

　昌隆が罰を科せられれば、梶かじ原わら家は衰退し消えてなくなるだろう。それだけならまだしも、一族全員が極刑を科せられる事も考えられる。

　真白が望んでも、昌隆や母を救えないのだ。

「……まだ正確な事は分からないんだ。この世の終わりみたいな顔をするな」

　宥めるような言葉に、真白は顔を上げて東羅を見た。

「東羅は、真白の兄上が手を貸してると思わないの？」

「その可能性が高いだけだ。こいつの兄が手を貸してると思い込むと、痛い目を見るかもしれない」

「お、お師匠様もいっていました。視野を広く持つべきだと。……兄上以外にも手を貸してる人がいる、と考えるべきですね」

　そうなると、新たな問題も生じる。

「…………手を貸したのが誰か確定しないのに、真白を帰すのは……雷鬼や死鬼がいる場所にだよ？　それは幾ら何でも」

　危険なのは真白なのだ。折角、命懸けで守ってくれた命を、敵の手中に放り出す。それは、あんまりではないだろうか。

「……仕方がない事もあるんです」

「そんなんで片付く問題じゃないだろう!?」

「大丈夫ですよ。何とかなるかもしれないし。……花嫁が来た時に私がいては、邪魔でしょう？　行成様が約束を果たしたのに、こちらが破っては、名折れですよ？」

　自分に陰陽師の力があれば、北羅も心配をしなかっただろうか？

　雷鬼や死鬼の手中に飛び込んでも、無事に過ごせるだろうか？

　──現実は、何処にいても、守られる事に変わりはないのだ。

　その守ってくれる存在があやふやだからと、ここに居座る事は出来ない。

　約束をしたのだから、守らなくてはならない。

　それでも。ここにいられたらと願ってしまう自分もいて、真白はそれを押し殺した。

「……真白」

　北羅の眉が下がる。余程、心配なのだろう。有り難いが、その心配をしてほしい相手は北羅ではない。

　真白は、隣を盗み見た。

　東羅は変わらずに渋面を浮かべていて、何を考えているかまでは分からない。

　それを見ていた真白は、鼻で笑う気配に振り向く。そこでは、西羅が開けられた妻戸から入って来ていた。

「その人間の出戻りは決まっていた事だろ。今更、変更をした所で大きな問題でもない」

「真白の命に関わる事だろ!?」

「では何だ？　命に関われば、価値のない人間を匿うのか？　花嫁が来れば、何の役にも立たないだろ、そいつは」

「西羅！」

　固い声に、西羅は北羅を睨み付ける。

　西羅のいう事は尤もで、鬼にとって花嫁は真白でなくてもいいのだ。誰でもいいから、花嫁さえ来れば真白はお役御免。鬼の都に置く必要はない。

　北羅が庇う方がおかしいのだ。

　取りあえず、争いは止めるよう口を開く。それより早く、割り込む声があった。

「西羅のいい分は正しいが。娶るのは、俺だ」

　感情の乏しい声質に、西羅達が睨み合いを止める。

「……そうだけど。なら、東羅は、花嫁なら誰でもいいの？」

　心臓の音がやけに耳に付く。

　東羅は何と答えるのだろうか？　答えを待つ真白は、東羅の目と視線が絡んだ事に、体に力を込めた。

　緊張して待つ真白を裏切る様に、東羅ははっきりとは答えをいわなかった。

「……こいつが帰る事に変わりがないのなら、出来る事はないだろう」

「それじゃあ、王がいいとさえいえば、真白を死なせに帰すような物じゃないか！」

「…………命令ならば仕方がない事だろう」

　東羅から発せられる言葉に、胸が塞がれる。

　王の匙加減一つで、東羅は真白を見捨てる事も厭わないといっているのだ。

　分かっていた事でも、辛かった。

　死ぬのは恐ろしいし、死が待つ場所へいくのも怖い。自分から「帰る」といったからには、抱える覚悟もそれなりの物だ。

　けれど、北羅のように、引き止めて欲しいという思いもどこかにあった。

　微苦笑を浮かべる真白に構わず、北羅は東羅に詰め寄る。その相手をするのは西羅の方だった。

「本心からいってるの!?　命令さえあれば、真白を見捨てるの!?　何の為に命を懸けて守ったんだよ!!」

「人間一人の命を、生涯守り続ける義理はないだろう。しかも、花嫁ではなくなるのだ。結局は死ぬのだとしても、私達には関係がない話だ」

「そうやって、見て見ぬふりをするんだね。西羅はともかく、東羅は自分の花嫁なのに！」

「……北羅様、大丈夫ですよ。東羅様を責めないで下さい」

　世の中には、仕方がないで片付けなければいけない問題もあるのだ。

　真白自身の命がかかった問題でも、東羅達が介入出来ない事もある。

「……っ、何で真白まで諦めるの!?」

「諦めた訳ではありませんよ。心配しなくても、きっと、何とかなりますから。……それに、どんなに抗おうが、来る物は来るんです」

　別れは近い。拒んでも、その日は来るのだ。

　何かをいおうとして止めた北羅は、顔を歪めて立ち上がった。

「…………師匠の様子を見にいく」

　そう言い置いて、北羅は逃げる様に部屋を飛び出した。それに続き西羅も部屋を出る。

「……北羅様は優しい方ですね」

「……あれは、仲間内では一番、慈悲に溢れてるからな。だが、ここまで拘るのも珍しい」

「そうですか」

　北羅の必死な様子は、見ていて嬉しく思う。真白を庇う為に、説得まで試みてくれたのだから。

　けれど、それは東羅にいってほしかった。

　ほんの一言でもいい。庇ってほしかった。

　それだけで、人間の都に戻っても幸せでいられる。支えにして、雷鬼達とも対峙出来るだろう。

「……北羅様には、何とかなるといいましたが。到底、そうは思えません」

「そうだろう。陰陽師が束になっても敵わないだろうな」

　雷鬼や死鬼の強さは、真白も知っている。ただの陰陽師が集まっただけでは、相手にもされないだろう。

「骨のある陰陽師がいるのだとしても、同時に相手をするには命を捨てる覚悟をしなくてはならないだろうな」

　鬼の王が、雷鬼を仕留められなかったのだ。

　幾ら有能な陰陽師とて、雷鬼を相手に勝てるとはいえない。何より、今度は死鬼も一緒なのだ。

　簡単にはいかない云々ではなく、相手にすると生きて終われないのだ。

「……東羅様と別れたら、本当にもう二度と会えないのでしょうね」

　こうやって話す事も叶わなくなる。それも、覚悟をしているのに。

「……寂しいです」

　つい、本音が出てしまう。

　寂しい。悲しい。悔しい。もっと一緒にいたい。また会いたい。

　封印をしていても、簡単に出て来てしまうのだ。

　いった所で何も変わらないし、東羅は真白と離れる事を何とも思っていない。寧むしろ、いなくなれば清々するだろう。

「……急に申し訳ありませんでした」

　嫌いな人間が別れを惜しんでいると知れば、この先、東羅は近付かないかもしれない。

　残り少ない時間を、なるべく多く共にしたいのだ。

　慌てて謝った真白は、俯いて手を握り締めた。東羅の視線を感じる。それが逸れるまで待つが、その時が訪れない。

　恐る恐る様子を窺えば、東羅は真剣な表情で真白を見ていた。心臓が跳ねる。

　奥が深い黄金の瞳。出会った時から、この瞳を見て来た。この瞳に見られていた。

　──綺麗な瞳だと思う。

「……東羅様」

　震える声で名前を呼べば、東羅は「何だ」とぶっきらぼうに返す。

「呼んだだけです」

　笑みを浮かべれば、東羅は渋面を浮かべた。

「暇なのか」

「何かやる事があるとお思いですか？」

「絶対安静なんだ、動くな」

「ならば聞かないで下さい」

「……ああいえばこう」

「いわなくては会話になりません」

　口を押さえてころころと笑った真白は、東羅が表情を和らげた事に目を見開いた。

　怒るか、溜め息を吐くか。真白が予想していた反応は、ろくな物ではなかったのだ。

「……と、東羅様？」

　驚く真白を、東羅は不思議な物を見るような目で見て来る。

　自分で気が付いていないのだろうか？　最近の東羅は険しい顔ばかり浮かべていたので、いい物を見た。

「何だ」

　口を押さえて笑みを隠そうとする真白は、近付いた顔に首を振る。

　嬉しい筈なのに、首を振った拍子に涙が零れた。東羅が息を飲む。

「……っ、ご、めんなさい……私、どうしてでしょう」

　泣くなと念じても、涙が止まらないのだ。

　このままでは、東羅が怪しむ。離れたくないと思っているのを、知られてはならない。

　必死になって泣き止もうとしていた真白は、頬を包んだ温もりに東羅を見た。

　親指が、頬に伝う涙を拭う。

　目と鼻の先まで迫る顔は近く、息がかかりそうな程だ。

「東羅様」

「お前はよく泣くな。枯れないのか？」

「それは……」

　温もりが心地よい。

　頬に添えられた手に、自分の手も添えてみる。目を閉じれば、また、涙が流れた。

　やはり、いってはいけない。最後のその日まで、側にいて。少しでも、この温もりを感じていたい。

　手の温もりも、感触も、忘れないように。覚えていられるように、触れていてほしい。

　この伽羅の香も。紅い髪も。気のせいか優しくなった黄金の瞳も。

　擦り寄るように手に頬を押し付ける。それを見た東羅の手が背に回った。

　当然の流れで抱き締められれば、真白は抵抗をせずに体の力を抜いた。東羅の胸に頭を預ける。

　あやすように背を撫ぜる手は温かい。

「…………東羅様」

「何だ」

「あのまま、賭けを続けていたら、きっと東羅様の勝ちでした」

「何を急に」

「もう、間に合わないですが。私は、貴方に殺された方が幸せだと思っています」

　別れるなら、その手でこの命を絶ってほしい。

　それが、東羅に枷を着せる事にならなければいい。ならないだろうが。

　勝算があったのは真白の方だったのに。どんな事があっても、決して心を奪わせない筈だったのに。

　背に手を回して抱きつく。東羅が振り払わないのを知っているから、強く衣を握り締めた。

　目を開けて、ゆっくりと視線を上げる。

　そこには、冴えない表情の東羅の顔があった。後頭部に添えられた手が、優しく髪を撫でる。

「……大好きな兄の元に戻れなくていいのか」

「兄上や母上には、最期に一目、会いたいですが……叶えて下さいますか？」

「考慮する」

「ふふ。東羅様は優しい方ですね」

「何処を見てそういえるんだ。どちらにせよ、お前の願いは叶えられないんだぞ」

「優しいですよ、とても。貴方は、私には勿体ない旦那様でした」

　裏切ったにもかかわらず、こうして気を遣ってくれる。

　東羅の本質が優しくなければ、こんな幸せは味わえなかっただろう。

「……東羅様、やはり、人間は嫌いですか？」

「……」

「私は、東羅様に憎しみ以外にも何かを残せたでしょうか」

　答えはないのだろう。何かを残せればいい。それが、東羅の心に残るものなら、どんなにいい事だろう。

　多くは望まないから、せめて、自分を忘れてしまわないように何かを残せたら。遠い先の事でもいい。その時に東羅がこんな奴もいたと思い出してくれたら。

　それだけで十分なのだ。

　不意に、東羅の腕の力が強くなった。息が詰まるような力の強さに、真白は瞬きをした。

「東羅、様？」

　どうかしたのだろうか？

　顔を見ようと動くと、それを拒むかのように胸に顔を押し付けられる。

　暗くなった視界に困惑する真白は、訳も分からずにただしがみ付く手を緩めて背を撫ぜた。

　何か不安に思う事があるのなら、その不安がなくなればいい。

「東羅様、何か気に障る事をいいましたか？」

「…………いいから、少し黙っていろ」

　抑揚のない声は、真白を責めている訳ではない。だからこそ、真白は困るのだが。

　東羅の腕に包まれる事に抵抗はなく、大人しく従う事にした。

　それからはお互い無言で、同じ体勢のまま刻を過ごした。

　衣擦れ一つでも、響くような静寂が辺りを包んだ。

　こうしていれば何も変わらないのに。鬼も人も、体があり、温もりがあり、心がある。

　何も変わらないからこそ、自分達の出会いは間違っていたのだろう。

　目を閉じて、東羅の存在を体全部で感じながら、真白は出会った事を後悔した。

　自分がやった事に後悔はなくとも、運命は呪いたくなる。

　別れなくてはならない出会いなら、出会わなければよかったのに。

　別れのない出会いはないとか、そんな綺麗事はいらない。身も心も引き裂かれそうなこんな悲しみ、抱きたくなかった。その日を想像するだけで、胸が締め付けられるのだ。

　後、三日だ。行成が真白の送った文を見ているのなら、その内容を実行して迎えに来るだろう。

　そうしたら、東羅は今度こそ生涯をその花嫁と添い遂げられる。幸せになれる。

　胸に頬を寄せて耳を澄ませば、微かに心音が聞こえる。

　そんなに密着して傷は開かないかと心配になったが、東羅自身がこうしているのだからいいのだろう。

　心地よい静寂と、安心する温もりの中、この時が永遠に続くような錯覚と、思い出してしまう現実に胸中が混乱した。

　身動ぎ気を晴らそうとする。と、不意に、東羅が腕を解いた。

　顔を上げて東羅を見上げる。真白を見る黄金の瞳が、揺らいでいるように見えた。

「……もっと、自分を大切にしろ」

「東羅様？」

　大きな手が頬を包み、指が軽く撫でる。

「お前が俺の前に出て来た時に、心の臓が凍ると思った」

　吐露するようにいう東羅に、それが凶刃から庇おうとした時だと気が付き、真白は微笑を浮かべた。

「……東羅様、私、思うのです。自己犠牲は、見ている方は身も心も引き裂かれる思いをするんだって。けれど、自分を犠牲にしても、助かってほしい存在は誰にもあるんです。私にとって、あの瞬間はその思いしかなかった」

　東羅に助かってほしい。自己犠牲に愛はないと信じるのもいいだろう。自分を守る為には、そうやって殻に閉じ篭るのも一つの手段だ。

「私の事は信じられないでしょうが、もう、貴方に嘘は吐かないと誓ったんです。だから……いえ、やっぱり何でもありません」

　頬に添えられた手に手を重ねて、笑みを浮かべる。

　ゆっくりとその手を掴んだまま下ろし、胸元で握り締める。

「……何なんだ」

「いえ、またの機会にいいます」

　その機会がないのを、東羅も知っているだろう。

　一度だけ口を開いて、そのまま閉じてしまう。その動きを見つめ、真白は東羅の手を離した。

「……自分を大切にするよう、善処します」

　約束は出来ないけれど、東羅の願いはなるべくなら叶えたい。

　それが、真白に出来る最後の事だから。

「…………お師匠様や、東羅様達が守って下さった命ですから」

　きっと、今まで以上に大切にしようと思うだろう。この命は、皆が繋いでくれたのだから。

　東羅を見つめてそういえば、目の前の端正な顔は、何処か安心したような表情を浮かべる。守られる約束ではない事が、真白の胸を痛めた。

「東羅様、どんな事があってもご自分を責めないで下さい。……私も東羅様の願いを叶えるよう善処しますから。東羅様も約束して下さい」

「……善処する」

　同じ答えに、真白は破顔した。

「お互いに善処しましょうね」

　都に帰った後の自分に何があっても、東羅の耳に入る事はないだろう。

　……だから、この先に何があっても、東羅が自分を責めるような事は起きない筈だ。

　もし、何かあっても東羅なら大丈夫だろう。東羅は一人ではないのだから。







　時が流れるのがこんなにも早い物とは思わなかった。

　足の怪我は介抱のお陰で、二日もあれば自力で立つ事も可能になった。

　宮中は何処か物々しいものの、雷鬼や死鬼がいなくなった事に鬼達の緊張が解けたらしい。今は人間の都に見張りを置き様子を見ているが、動きがない事に安堵しているようだ。

　そして翌日はいよいよ約束の日となった。

「何も出来ませんで、申し訳ありません」

「いいえ、お師匠様。お師匠様にはいい尽くせない程、よくして頂きました」

　茵に伏せる金代に、真白は緩く首を振った。

　真白とは違い、金代は重傷だ。一命は取り留めていた物の、危ない状態だった。その分、回復も遅くなるようで、暫くは絶対安静らしい。

　それを知った真白は、東羅に頼み金代を見舞いに来たのだ。

　この日は日和もよく、上げられた御簾からは日差しや風が入って来ている。

「お師匠様が庇って下さらなければ、どうなっていたか知れません。本当に、ありがとうございます」

「……何か助けになれればと飛び込んだ瞬間、貴方が東羅を庇い前に出たのを見ました。あの瞬間は、頭の中が白くなった。……私の妻が死んだのは、私を庇ったからなのです」

「……お師匠様」

「あの時、雷鬼を倒していれば……」

「……お師匠様、これからはもっとご自愛下さい。東羅様達が道を逸れないよう導けるのは、お師匠様しかいませんから」

「ええ、もっと鍛えてやらねばなりません。……私が起きた時、西羅は泣いたのですよ？　可愛い弟子の成長を見届けずにあの世にいけません」

「そうですよ」

「東羅は、真白殿が目覚めない事を気に病んでいましたよ？」

「……本当ですか？」

　それは、申し訳ないと思うよりも、喜びの方が勝ってしまう。

「……東羅様は、優しい方ですね。私が嫌いなら、放っておけばよいのに」

「真白殿」

「何度も、励ましてくれるのですよ。傷が痛んで寝れない夜も、側で看病してくれるんです。自分だって、傷を負って辛い筈なのに。お師匠様か王の命令ではないのでしょう？」

「私も聞いていました。自発的に看病していたと」

　何の心変わりがあったのだろうか。

　苦笑した金代に、真白は同じような笑みを浮かべた。

「私が西羅様や他の方の花嫁だったら、もっと違っていたでしょうね」

「ええ。真白殿が東羅の元に嫁いで下さった事に感謝しています」

「……お師匠様、落ち着いたらでいいので、東羅様に使用人を一人でも雇うようにいって下さいませんか？　新しい花嫁の身の回りのお世話をしてくれる誰かが必要だと思うのです」

　自分は男だったが、やはり一人で全てをやるのは大変だった。

　日常でも、何かと不便な事があるのだ。その時に誰かが手を貸してくれたらどれだけ楽になるか。

「それから。食事中にじっと見られるのも困ります。後、入る前には声もかけて頂かないと。時には書物のひとつでも贈って下されば退屈はしないと思います」

「ええ、伝えておきましょう」

「お酒も、程々に。一回に多くの量を飲めば体を壊してしまいます。忙しい身でも、ちゃんと体は休めて下さい」

　金代から伝えてくれたら、東羅は従うしかないだろう。

　体は大切にしてほしい。花嫁も大切にしてほしい。

　幸せにすれば幸せになれる筈だから。けれど、何よりも、体は大切にしてくれと願う。

「お師匠様、東羅様の事を……」

　よろしく頼む。そういいたかったのに、込み上げてくる物が頬を伝い落ちたせいで叶わない。

　しとどに流れる涙に、真白は自分の頬に触れた。

「……っ、あ、私」

　泣くなと涙を抑えようとしても、体はいう事を聞かない。

　そんな真白の膝に触れて、金代が宥める。

「泣いてもいいのです」

「……っ、く……ごめんなさい」

「何も、謝る事はないのですよ。別れを惜しみ涙を流す事に、恥じる事はありません」

　触れる手の優しさも、温もりも。泣く事を止める所か、もっと泣けとばかりに促す。

　それに甘えて泣きながら、真白は嗚咽を漏らした。みっともない所を見られたくなくて、せめてもと手で顔を押さえる。

「ごめんなさい、今だけっ」

　今だけは泣くのも許してほしい。

　明日は笑って別れをいうから、その分の涙を流したい。金代は黙って、優しく膝を撫で続けてくれた。

　どれだけ泣いても、悲しみは癒えない。代わりに、心を支配するのは諦め。もう、仕方のない事なのだ。

　明日にはもう全てが終わる。真白に残されるのは、問題ばかりだ。これからは、支え、守ってくれる存在はいないと考えていいだろう。

　人間の都では、誰が敵で味方か分からなくなるのだ。その不安も今までより大きい。

　それよりも、胸を占拠するのは、離れたくない。側にいたいという自己中心な気持ち。

　口にしてはいけない。誰も困らせてはいけない。自分が我慢すればいいのだから。

　それで、東羅が幸せになれるのなら、努力も惜しまないだろう。

　大丈夫。思い出やこの気持ちさえあれば生きていけるから。

　小さく笑みを浮かべた真白は、東羅の迎えがあるまで泣き続けた。
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　一体、どれだけ、涙を流せば枯れるのだろう。

　濡れた手拭いで目許を冷やしていた真白は、夜風に手を下ろした。

　簀子に座り込み見上げた夜空には、満ちるには日が足りない月が輝いていた。

　あの月が恨めしい。満ちなければいいのに、それは決して叶わない。始まりがあれば終わりがあるように。風が吹けば止むように、時は止まりはしないのだ。

「……早かったな」

　正体が知れてから十二日。

　沢山の事があり過ぎて、もっと長くこの地にいたような気もする。

「体に障るぞ」

　振り向くと、様子を見に来たのか、東羅が立っていた。

　真白は笑みを浮かべて迎える。こんな時間に不躾だとか思わない。東羅が側にいる事に、抵抗も何もないのだから。

「東羅様、私の願いを叶えて下さいますか？」

「何をいい出すんだ」

「……鬼の都にいる最後の夜は、東羅様のお屋敷で過ごしたく思うのです」

　思い出があるとしたら、東羅の屋敷が多い。

　東羅は渋りはしたが、真白の願いを叶えてくれるらしい。

　打掛を被かずいた真白を連れて、こっそりと宮殿から出て、屋敷まで帰る。暫く主のいなかった屋敷は少し埃っぽかった。

　東羅の眉根が寄る。

「……東羅様」

「何だ」

「……その、私はお部屋で勝手に休ませて頂きますから、東羅様は宮殿にお戻り下さい」

　東羅の綺麗好きは真白も知っている。

　夜中に掃除をする訳にもいかないし、離れるのは惜しいが一夜なら一人で過ごせる。

　大丈夫だ。このままここで記憶を思い出せばいいのだから。

　真白は打掛を肩から下ろす。だがしかし、東羅は動かなかった。

「東羅様？　心配しなくても、荒らしたりしませんよ」

　物の整理はするだろうが。

　見上げた先、随分と明るい月光に照らされた東羅は、真白を見つめていた。

　それを見つめていたら、東羅と初めて会った夜の事を思い出した。

　初めて見る鬼の容貌には驚いた物だ。想像していたよりも遥かに見目麗しく、神々しささえ感じた。

　その性質は少々荒くても、人間とさして変わらない。こうして、共に存在する事も出来るのだ。

「東羅様、明日、私を送って下さいますか？　門の前まででいいんです」

　ここに来た時は、東羅に連れられてだった。故に、ここを出る時は、見送られていきたい。

「お願いします」

「……お前の願い事は多いな」

「これ限りです」

　にっこりと笑みを浮かべた真白に、東羅は嘆息した。

「頼まれなくても、その役目は王からいい渡されている」

「それはよかった」

　東羅が嫌がっても、明日は一緒にいられる。

「それではまた明日。お休みなさいませ」

　軽く頭を下げて対屋に向かおうとした真白は、背後から腕を引かれて振り向く。

　目と鼻の先には見慣れた顔。

　東羅は、真白が何かいうより先に、腕を引いて寝殿へ向かう。その手の力は強いが、歩調は真白に合わせてくれていた。

「東羅様？」

　声をかければ、手に力が篭る。

　東羅は自分の部屋に真白を放り込むと、茵を敷いた。そのまま几帳を引っ張り出して周りを囲む。

　唖然と見ていた真白は、東羅が打掛に手をかけた事に慌てて下がった。東羅が固まる。

「……あ、あの、東羅様の部屋を使ってよろしいのですか？」

「だから支度をしているんだ」

「そ、その、ありがとうございます。後は自分でやりますから」

「ならば早くしろ、寝ないつもりか」

「は、はい」

　分かってはいるのだが、動かない東羅に真白も動けずにいた。

　見つめ合ったまま、時間が過ぎる。

「……おい」

　痺れを切らしたのは東羅の方で、低い声を出した。

「東羅様がいるから」

「お前は乙女か」

「っ！」

　それもそうなのだが。真白は視線をさ迷わせた後に、打掛を脱いで茵の中に入り込む。と、東羅も中に入って来た。

「東羅様!?」

　跳ねるように飛び起きた真白を睨み、東羅は背中を向けた。

「あああの、東羅様、ここでお休みになられるのですか？　ですが掃除をしていませんし……あ、あの、茵が一つでは狭いですし、私は自分の対屋へ移りますので」

　あわあわと茵から抜け出そうとした真白は、胴に腕が回り引き戻された。

　息を飲んで振り向けば、東羅の肩に顔がぶつかった。

「むぐ」

「いいから寝ていろ。時間が惜しい」

　今から寝るのだとしても時間がないのは確かだ。だからといって、ここで寝ればいいという考えには及ばないのだが。

　真白は当惑して、東羅を見上げた。

「……このままでは寝れません」

「なら、起きていればいいだろう」

「……部屋の整理も、何もしていません」

「…………後でやっておく」

「そんな……私の物ですから」

「元をいえば俺が贈った物だろう。殆ど使っていないがな」

「東羅様が贈って下さった物は、全てが使える物とは限りませんから」

　反物も、着物に仕立てる事もなく唐から櫃びつの中に眠っているのだ。勿体ない事をした。

「……全ては無理でしょうが、少しだけでも持って帰れないでしょうか？」

　向こうで使用出来る物だけでも。思い出の品になるだろうから。

　そういえば、「勝手にしろ」と東羅が返す。

　真白は身動ぎ、東羅の腕の中で落ち着く場所を探した。このまま休む事は緊張するが、嫌ではない。

　真白を手伝うように、東羅が腕の力を緩めた。

　篭る温もりに、鼻腔を擽る伽羅の香。真白はゆっくりと瞼を閉じた。

　あまり近過ぎると、心臓の音が相手に聞こえてしまいそうだ。

　そんな事を心配する真白は、長い指が髪を弄び始めた事に肩に力を込めた。

　見れば、暗闇の中でも東羅が見ている事が分かる。

「東羅様は、本当に分からない方ですね。私に触れるのは楽しいですか？」

「……そうでもない」

　ならば、何故、動きが止まらないのだ。苦笑した真白は、東羅の指の動きを楽しむ事にする。規則的な動きは、何処か懐かしく感じた。

「……そういえば、東羅様は私の名前を呼んで下さいましたよね」

「そうか？」

「ええ」

　天井が落ちて来る時に、東羅は名前を呼んでくれたではないか。

　すっかり忘れていたが、ちゃんと名前を呼んでくれていた記憶はあるのだ。

「嬉しかったのですよ」

　存在を認識してくれているのだから。

　出来たら、もう一回、呼んでほしいのだが。東羅は嫌がるだろう。

「思い出になったからいいんですけど」

　くすくすと笑ってから、真白は東羅を見つめる。外では風が吹き、木々を揺する音がここまで聞こえて来た。

　真白の視線から視線を逸らさずに、東羅は正面から見つめ返す。黄金の瞳が見えた気がした。

　髪を弄んでいた東羅の手が、真白の耳から顎の線を伝う。

　擽ったさに目を細めた真白は、寄って来た顔に思わず瞼を閉じてしまう。

　柔らかな感触がこめかみに触れた。それは直ぐに離れたが、熱はそのままの位置から動かない。

「……どうされました？」

　口付けられた場所が気になる。

　そこを押さえた真白の手を、東羅が掴む。

　予想外の行動の連続に、真白は驚いて東羅を見た。暗闇に目が慣れてしまえば、東羅の顔を確認出来る。

「東羅様」

　後、少し顔をずらせば、唇同士が触れ合うだろう。

　下手に動けない真白は、せめてもと近い顔を直視しないように目を伏せた。

　そうしていても視線は感じて、先程よりも心臓の音がうるさくなる。

　東羅が何を考えて触れているのか分からない。自分で真白の事を嫌いといっていたのに、その相手の体に触れるだけではなく、こうやって茵を共にするなんて。

　余程の物好きなのか、考えがあるのか。

　前者なら考え物だが、後者ならば警戒する事もないだろう。東羅の考えは分からないが、その内飽きて離れるだろう。

「……酔狂な方ですね」

　小さく笑い、少しだけ、肩の力を抜いた。

　もう、思い出にしてしまおうと切り替えた真白は、背中に回った腕に体を引かれて瞠目した。

　優しく労わるように抱き締めてくれる腕に、最初は強張っていた体は弛緩した。そう慣らされた。

　何を考えているかは分からないが、ここで寝るのは二回目だ。

　一回目は状況が状況なだけに緊張をしていたが、今はこんなにも安心する。

　不思議な物だ。東羅と一緒にいる事に変わりはないのに。

　東羅は、飽きる事なく真白の髪を撫でる。その愛撫を堪能して、真白は瞳を細めた。

　もし、願いが叶うならば。このまま時が止まればいい。それが叶わないならば、せめて時が流れるのが遅くなればいい。

　少しでも長く東羅といたい。

　少しでも多くの思い出が残ればいい。

　それだけで、これから待ち受けるだろう全ての物に立ち向かえる。そんな気がした。

　真白は、手を動かして髪を撫でる手を掴んだ。

　東羅の動きが止まる。けれど、真白の好きなようにさせる気らしく、手から力を抜いてくれた。

　掴んだ手に指を絡める。

　──こうしていると、本当の夫婦のようだ。

　くすくすと笑った真白は、指に力を込めて握り締めた。

　東羅が空いている手でまた髪を撫で始める。

　……時間がかかっても、東羅は新しい花嫁にも同じ事をするだろうか。

　仲睦まじくしてくれるのは願ってもない事なのに、この胸のもやもやは何だろうか。

　真白は口を噤むと俯いた。

「東羅様」

　名前を呼べば、手の動きが止まる。

「……東羅様は、雛ひな菊ぎく様が嫌いだとおっしゃいましたね。人間の血が混ざってるからだと」

　そういったのは東羅本人だ。

　東羅は嘆息すると、真白の髪から手を離した。

「お前を責める訳ではない。……確かにあれは二十年は共にいたが受け入れられなかった。だが、それを抜きにして、不憫な生い立ちには同情していた。あのまま人間の下で幸せに過ごせるなら、正直、それでよかったんだ」

「……雛菊様との婚約も、王からの命令ですか？」

「何の恨みがあって俺にばかり」

「恨みは何一つ、ないと思いますよ」

　東羅は口で何といおうが、面倒見がいいのだ。

「私がいっても信じて下さらないでしょうが。東羅様は優しくて、門番の中でも安心して任せられるのでしょう」

「そうでなければ、私は東羅様を恨んで終わりでした」そう続けた真白は、東羅の瞳を見て口を閉じた。

　真意を探るように見つめて来る東羅の目は、奥が深い。

「…………会った時から、綺麗な瞳だと思っていました」

　そっと頬に触れれば、一瞬だけ、東羅が目を閉じた。

　鬼は皆が同じ黄金の瞳を持っているが、東羅の瞳は最初から綺麗だと思っていたのだ。

　奥が深く、けれど澄んでいて。底の見えない湖のようだ。

「東羅様なら、分かり合える事も出来る筈です。……東羅様、花嫁様を労わってやって下さいね。私のような者は来ませんから、どうか、疑わないでやって下さい」

　慈しみを持って接してやってほしい。

　時間をかけてもいいから、手を繋いで人生を歩んでほしい。それを願って止まない。

　真白の願いに、東羅は静かに口を開いた。

「俺は、お前を傷付けただろう」

「ですから。私は後悔をしていません。……お互いに方法を間違えただけの夫婦喧嘩という事にしておきましょう？　だから、東羅様は自分を責める事はありません」

「大きな夫婦喧嘩だな」

「ですね。私にはいい思い出です」

　もう、二度と経験出来ないだろう。

「これだけは信じて下さい」

　口だけでもいい。信じるといってほしい。

　真白は東羅の手を自分の頬に添えた。

「私は、東羅様だからこの身を差し出したんです」

　東羅でなければこの身を犠牲にしてまでも、怒りを鎮めようとは思わなかっただろう。

　そう、思うのだ。

「お前は、本当にお粗末な頭をしているな」

「そうですか？」

　喉を鳴らした真白は、東羅に頭を引かれて胸に顔を埋めた。

「……このまま」

「はい？」

　続きをいわない東羅に小首を傾げた真白は、体勢を変えられて自分より大きな体の下に入れらる。

　見上げた先、東羅は真白を縫い付けるように顔の横に手を押し付けた。

　月光が照らす東羅は、薄暗くても先程よりはっきりと見えた。

　不意に、その光景と以前に辱しめを受けた夜の光景と重なる。

　あの夜、意識が途切れる前に、東羅は真白の頬に触れた。

　その瞬間の目は、何処か泣きそうだったではないか？

　努力をしても、口許が緩んでしまう。それを不審がる東羅に構わず、真白は微笑を浮かべた。

「東羅様。逃げませんから、手を離して下さい」

　頼めば、逡巡した後に手を解放してくれた。

　それを待ち、自分から東羅の首に腕を回すと抱き締める。

「東羅様、ありがとうございます」

　今までの事、全ての事を含めて、感謝したい。

　幸せな記憶ばかりではないけれど。ここで過ごせた日々は、東羅がいて初めて成り立つのだから。

「本当に、ありがとうございました」

　沢山の思いを込めて礼をいい、腕を解く。重さで茵に落ちた真白に、東羅は小さく息を吐いた。そのまま覆い被さり、首許に顔を埋める。

「ん。東羅様？」

「少し黙っていろ」

　低い声が耳の直ぐ側で囁かれる。それは背筋を震わせた。

　首筋に触れる吐息にもぞわぞわとした物が込み上げて、声が出そうになる。

　それに下唇を噛んで堪えた真白を、東羅は頭部に手を添えて固定した。

　きつく目を閉じていた真白は、唇が触れた箇所に走った痛みに思わず小さな悲鳴を漏らしてしまった。

「……った、東羅様？」

　肩に手を添えて押し返そうとすると、拒むように手を頭の横に縫い付けられた。

　痛みが走った箇所を舌が舐める。

「っ、ん……東羅様、擽ったい」

　ふっと笑う気配がする。

　真白は目を開いて、横にある顔を見た。

　どくんと胸が鳴る。

　その瞳に射竦められれば動けなくて。近付く顔に大人しく瞼を閉じた。眦まなじりを東羅の唇が掠める。

　その感触に瞼に力を込めれば、前髪を弄っていた手が目許に移り優しく撫でた。

「……そのまま寝てしまえ」

「……東羅様？」

　目を開けようとすると、大きな手が覆い隠してそれを防ぐ。

「忘れろ。これは夢だ」

「東羅様」

　手が離れる。慌てて目を開けて隣を見れば、東羅はこちらに背中を向けて寝ようとしていた。

　夢にしろとは、無理な話だ。真白は体をずらして東羅の背中に額を押し付けた。

「私には、そんな事は出来ません」

　触れた首筋を押さえて、目を閉じる。

「絶対に忘れません。……けれど、東羅様は忘れて下さい」

　今夜の事は忘れたまま思い出さなくていい。

　真白にはいい思い出になっても、東羅は後悔する日が来るだろう。そうならないように、どうか、このまま記憶から消してほしい。

　その方が、真白も有り難いのだから。

「東羅様、お休みなさい」

　夜風の悲しそうな音を聞きながら、真白は驚く程に穏やかな気持ちでいられた。

　どんなに幸せな時間にも終わりはやって来て、夜は明けて朝が来る。

　日が射して来ると、真白は体を起こした。結局、一晩中起きていたのだが、何故かすっきりとしていた。

「……行成様は何い時つ、来るのでしょう」

「午の刻と聞いている」

　同じように体を起こした東羅は、そのまま立ち上がった。

「一度、宮殿に戻る。お前は休んでろ」

「いえ。今の内に物の整理をしますので。東羅様、お気を付けて」

　小さく頷いた東羅が部屋を出ていく。

　今頃、宮殿では真白の不在がちょっとした騒ぎになっているだろう。

　ぎりぎりまでこの屋敷にいたい。その願いを叶えてくれる東羅には頭の下がる思いだ。

「……荷物を処分しなくては」

　真白も立ち上がると、茵と几帳を片付けて対屋に向かう。

　そこは、真白が最後に使った時からなんら変わっていなかった。

　一旦、御簾を上げて風を通す。

「反物や調度品の中で使えそうな物は持っていこう」

　鬼の手が作った物は人間の物よりも手が込んでいる。

　何か、母への土産になればと物を広げるが、その手が止まった。

「……駄目だな。東羅様に頂いた物を、母上に渡す訳にはいかない」

　何よりも、それを嫌だと思ってしまったのだ。苦笑した真白は、反物を幾つか包むと、後は唐櫃の中に戻した。化粧品も幾つか頂く。

　置いていく物は唐櫃に一つに纏めてしまい、簡単に掃除まですれば、日はすっかり天に昇ってしまった。

　真白は来た時の着物を引っ張り出すと、それを纏う。

　大切に仕舞われていた髢かもじを手に、何気なく外を見る。

「……着けていこうか」

　なるべくなら、来た時と同じ姿で帰りたい。

　真白は鏡台を前に、慣れた手付きで髢を着ける。

　それも終われば、御簾を下ろした。出ていく前に、もう一度、室内を見る。もう、二度と拝む事はないだろう。

「短かったな」

　微苦笑を浮かべ、振り切るように部屋を出る。

　東羅は、真白が出歩く事をよしとしなかった。だから、屋敷全体は把握していない。

　こんな広い場所に、東羅は一人で住んでいたのだ。寂しいという感情があったかどうかは知らないが、これからはそんな感情は抱かないよう願うしかなかった。

「真白！」

　声をかけられて顔を上げれば、北羅と南羅がいた。

「おはよう。そろそろ出るけど、準備はいい？」

「おはようございます。私は大丈夫ですが、東羅様は」

「外。王が見送るからって牛車にいらっしゃっているんだ。出来れば急いでほしいんだけど」

「は、はい」

　わざわざ、王まで見送りに来てくれるなんて。

　頷いた真白は、促されるまま外へ向かう。お忍びなのか、質素な牛車に、東羅や西羅だけが待っていた。

「お待たせしました」

「もういいのか」

「はい」

　手に持つ荷物を、東羅が受け取る。

　北羅の手を借りて牛車に乗り込めば、そこには見た事のない年老いた鬼がいた。

「……あの？」

　確か、王が待っていたのではないのか？

　きょとんとする真白に笑いかけて、鬼は真白に手を伸ばした。

「そこにおったら危ないじゃろう。もっとこちらに寄らんか」

「その声は……」

　王なのか？

　瞬きをすれば、王はきょほきょほと笑う。

「儂は金代より歳を食っとる上に、この姿は醜くて嫌いなんじゃ。故に、何時もは若くなって誤魔化しとるんじゃが、今回は真の姿の方がいいじゃろう？」

「……醜いなんてとんでもない」

　老いた姿も威厳はあり、優しさも感じさせるではないか。

　王は真白の言葉に破顔した。

「お主は本当に愛いのう。ほれ、もう牛車が動くんじゃ、こっちに寄れ」

「は、はい。失礼します」

　差し出された手を借りて奥に寄る。

　真白が座ると、王は拍手を一つ打った。牛車が動き始める。

　物見窓から外を見れば、鬼の都は今日も穏やかな日和に包まれていた。

　だが、門が開いていないからか、何処かしら不憫そうな雰囲気が漂っている。それも今日までだろう。

　明日からは普段のように門も開ける筈だ。外を眺めていた真白に、王が口を開く。

「……昨夜は、よく寝れたかの？」

「……いえ、一睡もしていません。それでも、辛くは感じません」

「そうかそうか。どうじゃ、東羅といた時間は」

　扇で口許を隠しながら笑う王に、真白は微笑を浮かべた。

「とても、よい時間でした。私は、東羅様と一緒にいられた時間を自慢に思います」

　帰って、その話を酒の肴にされるのだとしても。誰もが笑い、自分を迫害するのだとしても。

「鬼だから、人だからと、そんな物関係はありません。種族の違いを気にする事は、勿体ないと思いませんか？」

　お互いに、学べる事もあるのだ。

　だから、胸を張って帰れる。

「私の旦那様は……それは問題はあるでしょうが、立派な方でした」

　うんうんと頷いた王は、扇を置いた。

「お主が東羅の花嫁になった事、結果としてはよかったのかもしれんな」

「王には感謝しています。私が東羅様の花嫁になれたのは、王のお執り成しがあったからです」

「何にも出来んかったがな」

「いいえ、王やお師匠様達にはとてもよくして頂きました」

「……まだ若いというのに、お主はしっかりしておるのう。お主なら、きっと大丈夫じゃ。そうじゃな。何か困ったら、この数珠を水に入れなさい」

　懐から取り出された数珠は、鮮やかな瑠璃色をしていて、一見して高価な物だと分かった。

　受け取ると、不思議な事に重さを感じなかった。

「後で東羅にも渡すが、これは儂の北が遺した物での」

「そんな大切な物を頂けません！」

　慌てて返そうとすると、その手をやんわりと押し戻される。

「これはの。離れても何時でも会えるようにというまじないがかけられた物じゃ。水に落とせば対を持つ者を呼んでくれるように。儂も沢山、世話になった。……だが、もう使わん物じゃ。それなら、この老いぼれの所にあるよりは、お主達に持っていてもらいたいんじゃ」

「…………本当に、よろしいのですか？　北の方様との大切な思い出の品なのに？」

「本当に大切な思い出は、胸の中に残っておるからな」

　そういいながら、自分の胸に手を当てて目を閉じる。そんな王の様子を見つめて、真白も自分の胸を押さえる。

　形がある物が残る事は、一番、いいのかもしれない。けれど、記憶に残る物こそが、本当の思い出なのではないだろうか？

「……この数珠、有り難く頂きます。ありがとうございます、王」

　細い手首に通した数珠は、白い肌に美しく映えた。

「うむ。似合うのう。やはり、同じ人間だからかのう」

「え」

「知らんのか。儂の家内は人間の陰陽師だったんじゃよ」

「え、あ、そうなのですか？」

　昔の人間も、こうやって鬼に嫁いだ事があったのか。

　人知れずに鬼と交わり子を成した者ならば、話は聞いた事はあったのだが。

「うむ。……お主達は末永く幸せになれると思ったんだがのう」

「ふふ。私は幸せでしたよ」

　小さな笑みを浮かべた王が、視線を前方へ移す。

　その視線を追えば、東門が直ぐそこまで迫っていた。

　真白は息を吸い込む。いよいよ、この時がやって来たのだ。

「お主は、死鬼達にどうやって立ち向かう気かの？　一応は、都の周りには監視を置いている。何か動きがあり次第、こちらも対処に出るが」

「取りあえずは、味方を探します。皆が皆、死鬼に手を貸している訳ではありませんから」

「……うむ。それがいい」

　牛車が止まる。

　御簾が上がり、先に王が下りる。その後に、東羅の手を借りて真白も下りた。

　東門の門戸が、音を立てて開けられる。

「さて、いこうかの」

　王が扇で手を叩く。

　真白は、無意識に東羅の手に添えていた手を握り締めてしまった。それを握り返される。

　体の中の息を全て吐き出して、真白は東羅を見上げた。

「……それでは、いきましょうか」

「…………ああ」

「だから、僕達もいるんだって」

　北羅が吐いた言葉に、真白は牛車の前に控えている門番の鬼達を見た。

　ここに門番が揃ったという事は、何かあった際に東門を守る為だろう。

「では、皆様も」

「ついでっていうのもな」

「北羅様、本当にありがとうございました。北羅様と話していた時間はとても楽しかった」

「……真白」

「南羅様とも、もっとお話をしてみたかった」

「そう？」

「はい。琴の音がとても美しかったです。ご教授頂きたかった」

「そういえば、笛を嗜むとか聞いてたわね」

「未熟者ですが。西羅様は……まぁ、ありがとうございました」

　額に青筋が走ったのは気のせいではなく、北羅と南羅が吹き出した。

　離れたくなくても、離れなくてはならないなら、長くいては駄目だ。

　笑い出した北羅達を促して、真白は足を踏み出した。

　門を潜り、敷居を越える。空気が変わったような気がした。

　何処から香る花や、土の匂い。鳥や猿の鳴き声。そして。

「真白」

　聞く者には、清涼さを感じさせる声。

　顔を上げれば、向こうも牛車を控えさせて立つ男がいた。

　烏帽子の下には纏められた色素の薄い髪。黒墨の直衣を着た男は、二歩、こちらに近付いた。

「行成様」

　賀か茂も行成。その人を目の前に、真白は東羅の手をもう一度、強く握った。

「真白、こちらに。私に顔を見せてくれないか」

　にっこりと笑みを浮かべて、行成が手を伸ばす。

　だが、それを拒むように王が扇を広げた。

「まずは、そちらの花嫁を見せぬか」

「貴方が鬼の王か。成程、そこにいる鬼とは比べ物にならない力の差だ」

「当たり前じゃろう」

　行成が警戒をしているのは分かる。

　真白を一瞥した後に、行成は牛車に向かう。周りが警戒をする中、真白だけは緊張をしていた。

　東羅の手を握る手に汗が滲む。緊張をし過ぎて口の中も乾いた。

　御簾が上がり、行成が中に入り込む。直ぐに出て来た行成の腕は、小柄な体を支えていた。

　息を飲む気配の後に、東羅が手を離す。

「雛菊」

　顔を上げた女鬼は、青白い顔で涙を流していた。

　──全てが元に戻ればいい。

　そう思ったのだ。雛菊がこの都にいて、真白が都に戻れば、もう東羅達が気にしなくて済むだろうと。

　だから、真白は行成に文を出したのだ。

　新しい花嫁には雛菊を連れて来てほしいと。

「もう、人間の都にいて苦しむ事はない。さあ、いきなさい」

　背中を押されて、雛菊が数歩、前に出る。その足が縺れて倒れ込んだ。

　北羅が飛び出して、支えながら起こす。直ぐに南羅も手伝いにいった。

　注意は雛菊に移る。傍らにいる東羅でさえも、雛菊を見ている。

「東羅様」

　小さく呼べば、東羅がこちらを見た。

　その瞳に笑みを浮かべる。

「お世話になりました」

　これでお別れだ。北羅達が雛菊を連れて戻る。

　幸せが約束された筈なのに。可哀相なまでに痩せ細り、今にも死んでしまいそうな儚ささえ思わせる。

「雛菊様」

　残りの距離を、真白が縮める。

　目を見開いた雛菊に、真白は目を伏せた。

「……申し訳ありませんでした」

「…………貴方は」

「兄……昌隆の弟です」

「貴方が」

「もう、大丈夫です」

　今度こそ、幸せになれる筈だから。

　後ろは振り向かない。振り向いたら泣いてしまうから。泣きながら、離れたくないといってしまうから。

　雛菊の側を通り過ぎる。

「大丈夫じゃない……っ」

　搾り出された雛菊にしかし、真白は足を止めない。

　勝手な事だとは分かっている。自分の意思で出た雛菊を、結局は昌隆から引き離してしまった。

　どんなに落ちても、雛菊には昌隆の存在は大きかった筈。本人の意思も聞かずに引き離したからには、恨まれても仕方がない。

　心の中で何度も謝りながら、真白は行成に近付いていく。

「真白、元気そうで何よりだ」

「行成様、雛菊様の事、ありがとうございました」

　手を伸ばせば届く距離になって、真白は足を止める。

「さあ、牛車に。帰ろう」

「……都の様子は」

「残念だが変わらないね。だが、安心しなさい。私が何とかしよう」

「はい」

　差し出された手は断って、真白は牛車に近付く。その時。

　鼻腔を擽った嗅ぎ覚えのある香に、真白は陰に隠れて見えなかった牛飼い童を見た。

　身形は違うが、この香の香は間違える筈がない。

「……貴方は、っ」

　声を上げようとすると、背後から口を手で塞がれた。

「静かに、そのまま乗りなさい」

　身震いしてしまう程の冷たい声。

　真白の口を塞いだ行成の顔は、不気味な笑みを浮かべていた。

　死鬼に手を貸して禁術を行ったのも、雛菊の血で雷鬼を解放したのも、昌隆だと思っていた。

　全ては真白を取り戻す為に──。

　それを止める為に、行成が動いていたと、そう思っていたのに。

「さあ、帰ろうか。真白」

「……っ」

「嬉しくて声も出ないのかな？」

　それが違うとしたら？

　くすくすと笑う行成に寒気が走る。怯える目で視線を逸らし、まだ近くにいる鬼達を見た。

　──そこには、雛菊の帰京に驚きながらも、迎える一同がいた。

　意識を手放してしまったのか、ぐったりとする小さな体。それを抱き抱えた王が、西羅や南羅に促されて門の向こうへ消える。

　全員が都の方へ敷居を潜ったのか、門戸は閉まろうとしていた。

　真白は紅い髪の背中に手を伸ばす。

（東羅様────っ）

　当然の事ながら、手は届かない。

　口が封じられている真白は、目の前で閉まろうとする門戸に声にならない悲鳴を上げた。

「残念だけど、代わりが来ればそれでいいのが鬼なんだ。真白、諦めて帰るよ」

「……ふ、ぅ」

　頭の中で呼ぶのは一人の名前なのに、届かない。

　目に涙が浮かんだその時、門戸が閉まる直前に、東羅が振り向いた。

　見開いた黄金の瞳と視線が絡む。それと同時に、門戸が音を立てて閉まった。

　手から力が抜けて落ちた。

「さぁ、諦めて帰れるね？」

　口から手が離れると、真白は小さく東羅の名前を呼んだ。

「早く乗りなさい。こんな異界の地の空気を何時まで吸ってる気だい？」

「東羅様」

「何時まで縋っている気なんだ？」

　二歩、門に近付く。それを引き戻されて、そのまま牛車まで連れていかれる。

「行成様、もう少し、私……」

「駄目だよ」

　ぽろぽろと涙が流れる。それを拭った行成は乱暴に真白を牛車に押し込んだ。

「では、帰りは頼んだよ、死鬼」

「はいはい」

　立ち上がった牛飼い童──死鬼は、首を振る牛を引いた。

　行成が中に入り込む。真白は物見にしがみつき門を見つめる。

「真白、危ないよ」

「……っ」

「もう諦めなさい。そこにいては危ないよ」

　腕に触れる行成の手を払う。

「触らないで下さい!!」

「……真白」

「死鬼に手を貸していたのは行成様だったのですね!!」

「それが何だっていうんだい？」

「──っ何で、だって、行成様ともあろう方が」

　どうして死鬼に手を貸したのだ？

　何の代償もなく終わる筈がない。それを覚悟で手を貸す理由が、真白には分からなかった。

　行成は優しくて、聡明で。尊敬出来る男だった。昌隆と切磋琢磨し合いながらも仲はよくて。真白の面倒をよく見てくれた。

　今回も、昌隆を止めようとしてくれていると思ったのに。

　行成の目の色が変わる。あっという間に手首を引かれて、組み敷かれた。

「行成様っ」

　抵抗して暴れるが、それは全て力で捻じ伏せられる。

「離して下さい!!」

「悪い子だ。真白は何時から私に反抗する子になったんだい？」

「やだ」

「私が手に入れたかったのに。昌隆が鬼の血を引く輩と婚礼をする為に、真白は鬼の元に嫁いだ。私の悲しみが分からないだろう？」

「何を」

　信じられない者を見る目で、行成を見つめる。

　何をいっているのだろう？　手に入れたかった？　悲しい？

「行成様」

「綺麗だよ、真白。お前は母親似だからね、姫君の格好はよく似合う」

「行成様！」

「あんな奴等の為ではなく、私の為に着飾ってほしかった」

　刹那、乾いた音が響いた。

　力を緩めた瞬間を狙って拘束から抜け出した真白が、行成の頬を叩いたからだ。

「行成様といえど、東羅様達を貶める言葉を使うのは許しません！」

　余韻を残して言葉が消える。

　叩かれた頬を押さえた行成が、次の瞬間には真白の頬を叩いた。走った痛みに、真白が唸る。その肩を床に押し付けて、行成は前髪を乱暴に掴んだ。

「うっ」

「悪い子だ、鬼に毒されたんだね」

　痛みに目を閉じていた真白は、冷たい手が衿にかかった事に抵抗をした。

「やだ！　止めて下さい!!」

「痕跡がないかを調べてあげるんだよ。何か毒されている原因が……」

　衿が裂かれる。

　冷たい空気に晒されて、肌が粟立つ。その不快感より、無言になった行成の方が気になった。口を引き結んで、真白の首筋を凝視している。

　何かあるのだろうか？

　真白からは位置的に見れないそれに、行成は目を怒りに染めた。

「これは、何だ」

「え？」

「この鬱血痕……あの鬼か!!」

　激昂した行成が一点を指差した。

　そこを押されて、昨夜の事を思い出してしまう。その箇所は、東羅が顔を埋めた箇所で、確かに痛みがあったのを覚えている。

　顔を赤くして首筋を押さえた真白に、何があったかは分かったのだろう。

「鬼に抱かれたのか」

「……っそれは」

「抱かれたのだな!!　鬼め、殺してくれる……！　死鬼、牛車を止めろ!!」

「行成様!!」

　飛び下りようとする行成を止める。だが、その努力も虚しく、牛車は命令通りに止まってしまった。

「このまま鬼の都に戻れ!!」

「行成様!!」

「お前は黙っていなさい!!」

　何とかいかせまいとする真白はしかし。

「残念。行成の旦那、向こうから来ましたよ」

　その言葉に、行成を押し退けるように御簾に近付いた。

　進行方向に立つ東羅に、真白は牛車から飛び出そうとする。それを行成に止められる。

「行成様、離して下さい!!」

「あの一瞬で気付いてくれたんだね。だけど、残念だ。……真白、あの鬼に自分から別れの言葉をいいなさい」

「も、ういいました」

「もう一度だ。お別れをするなら、もう二度と、現れないよう注意もしなさい。……そうしないと、お前の目の前であの鬼を殺してやる」

「──っ」

「私の強さはお前が一番、よく分かっている筈だ」

　行成は強い。東羅も十分に強いが、今は傷を負っているのだ。敵うとは自信を持っていえない。

　東羅が目の前で傷付くのは、もう見たくなかった。

　行成は、真白の肩に手を添え、耳許で囁く。

「追いかけて来ないようにいうんだよ。名案だと思わないか？　ただ殺されるよりも、裏切られた方が堪える」

　裏切りたくない。もう、嘘はいいたくない。それなのに。

　立ち上がった真白は、覚束ない足取りで牛車を出た。

　──嫌なのに。

　──裏切りたくないのに。

　今、この場に東羅以外にもいたらよかったのだろうか？

　それなら、僅かな可能性に賭けてもよかっただろうか。

　分からない。どんな事も、考えても詮のない事だ。現実は変わらない。

　目の前には東羅一人がいて、背後では勝ち誇った顔の行成と面白そうに笑っている死鬼がいる。

「……東羅様」

　助けてくれといえば、助けてくれるだろう。

「どうして、追って来たのですか？」

「……様子がおかしかったからな。それに、死鬼を見たら来るだろう。いいから下がっていろ」

　東羅は助けに来てくれたのだ。

　真白の体を後ろに回そうとした手を、掴んで止める。

　──助けて。そう、いえたらいいのに。

「真白」

　耳朶を打つ硬い声に、真白は、下唇を噛み締めた。

　早くしなくては、行成が動き出す。

　けれど、いいたくなくて。

「……おい」

　頭の上の声に、真白は震えながら息を吐き出した。

　いわなくてはならない。東羅を守りたい。このまま、都に帰って、雛菊と添い遂げて。

　……無事でいてくれれば、それでよいではないか。

　東羅が明日を生きてくれるなら、それでよいではないか。

「……東羅様」

　ごめんなさい。許して下さい。

　真白は、一度、強く東羅の手を握り締めてから離した。

「東羅様、帰って下さい。貴方にいられたら迷惑ですから」

　感情を押し殺した声が出る。

　突き放すように、決して本心が出て来ないように。

　東羅が目を見開いた。

「何をいっているんだ」

「分からないのですか。東羅様と私はもう何の関係もないのです。それなのにこんな都から離れた場所まで追って来て。……私に未練でもあったのですか？」

　言葉を並べて渡り合うのは得意だ。このまま相手を怒らせてしまえばいい。そうすれば、怒って帰ってくれるだろう。

　何事もなく終わればいい。

　東羅が無傷で帰るなら、それでいい。

「……何をいっている。未練云々ではなく、死鬼がいるだろ」

　尚も真白を助けようとする東羅は、細い肩に手を添える。それを払い、真白は東羅を睨んだ。

「余計な事だといったでしょう。……死鬼は私を迎えに来たのです」

「何だと」

「分かりませんか。私は、死鬼と手を組んだのです。文を出した時に、都に入れるよう行成様に頼みましたし。雛菊様を寄越すよう頼んだのは、身近に弱い鬼を置きたくなかったから。人間に勝らない鬼などいらないのですから」

　目を見張った東羅は、それを剣呑に細めた。

　後、少しだ。

「東羅様も付いて来ますか？　一緒に、雷鬼とも手を組み、王を蹴落として都を乗っ取りましょう？」

　嘘だと見抜かれないよう。

　東羅が怒りで頭に血が昇るよう。

　このまま、帰ってほしい。真白を軽蔑してもいい。恨んでもいい。

　これしか、方法はないのだ。

「……お前、何をいっているんだ」

「まだ分からないんですか？　それとも、私が本当に鬼の花嫁になった事をよしとしていると思ったのですか？　それなら、お門違いですよ？　本当は、鬼と関わった事も、貴方に嫁いだ事も嫌でしょうがなかった。……けれど、嫁いだら私は主上から褒美をもらえると聞いたので、仕方がなく嫁いだのです」

　その嘘をいう度に、胸が痛む。

　頭の中が真っ白になって、何も考えられない。ただ、口が動く。

「私は聖人のようだったでしょう？」

　東羅の目が益々、剣呑になる。

「騙されるなんて。東羅様は頭が弱いのですね」

「……貴様」

「ああ。お師匠様も王も情けない。だって、私がいい子を演じれば、簡単に心を許してくれたんですから」

　怒気に染まる雰囲気。殺意を抱いた瞳。

　──嗚呼。ここで、東羅に殺されてしまえば。

　それならば、どれ程、いい事か。

　歪みそうになる顔に、真白は力を込める。もう少しだから。後、少しだから。だから、耐えなくてはならない。

「東羅様は行成様には勝てません。分かっているでしょう？　都に逃げ帰ったらどうです？」

　お願いだから帰って。

　視線を逸らして地面を見る。

　東羅が動く気配に、体に力を込めた。

「……幻滅だな。利用されるなりなんなりされればいい」

「──っ」

「俺とお前は何の関係もない。……人間は下等な生き物に変わりはなかったんだな」

「……鬼には敵いませんが」

　土を踏み、東羅は踵を返した。

「あれ？　もういっちゃうんだ？」

　意外そうな死鬼の声に、東羅は足を止めて顔だけ振り向いた。

「都から出てしまえば、命を賭けてまでお前等の相手をする意味はない」

「ふぅん。つまんない男だな」

　東羅は眉根を寄せる。が、それだけで、都の方向へ帰ってしまった。

　広い背中が木立の合間に消える。見えなくなった瞬間、真白はその場にへたり込んだ。

　堪えていた涙が、次から次へと頬を伝い落ちる。

「……っ、う、東羅、様」

　自分は上手く、出来ただろうか？

　東羅の消えた方向を見つめる。

「東羅様ぁっ」

　最後の最後に、嘘を吐いてしまった。

　怒らせ、幻滅させてしまった。生涯、許してくれないだろう。自分は、酷い言葉を使ったのだから。

　行成が、傍らに膝を着いて、真白の肩を抱く。

「よく、頑張ったね」

「──ヒック、……うわあああっ」

　体を丸めて大声で泣きじゃくる真白は、手首で冷たい音を立てた数珠を握り締めた。

　心の中で、ここにはいない東羅に謝り続ける。許しは得られなくても。

「……ふ、くぅ」

　──ごめんなさい。

　──ごめんなさい、東羅様。

　嘘は吐きたくなかった。先の結果が別れるしかないのなら、尚更。

　それが叶わないなら。

　──貴方の記憶に最低な人間で残るのなら。

（……もう、泣くのは止めよう）

　最低な人間なら、涙はいらない。自分の為に流す涙はもう、いらない。
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　都は、暗い雰囲気に包まれていた。

　笑顔はなく、活気もなく。道をいくのは野良犬ばかり。

　真白は、そのまま行成の屋敷に連れてかれた。

「おかえり、真白。これから、お前は私の屋敷で暮らすのだよ？　鬼の都とは比べ物にならない程に、贅沢をさせてあげよう」

「…………母上や兄上は」

「心配はいらない。真白がいい子にしていたら、会わせてあげよう」

「……いい子に」

「そう。ああ、先に湯を浴びておいで。体を清めなさい」

　鬼の痕跡を消しておいで。そう、促す行成に小さく頷いて、真白は女房に誘われるまま湯殿へ向かった。

　湯殿では女房の手によって体を洗われて、また、女物の着物で飾られる。

　次に通されたのは北対屋だった。整えられた室内は、今からでも使える様子で、真白は円座の上に座らされた。

「主様がいらっしゃるまでお待ち下さい」

　感情のない声でいい、女房達は控えてしまう。

　真白は懐から数珠を出すと、掌の瑠璃色を見つめた。

　また、会えるまじないがかかっていても、きっと会えない。それでも、これを捨てる事は出来なかった。

「東羅様」

　緩く数珠を握り締め、口許に笑みを浮かべる。

　真白は、視線を上げて雲に覆われた空を見た。

「それでも私は、貴方に嫁いだ事を幸せに思います」

　貴方が幸せになれますように。祈るのは、それだけだった。







　真白がいなくなった後に、行成は、死鬼と会ったらしい。

　死鬼から教わった通りに動き、その罪を昌隆に着せたのだ。

「可愛い真白を犠牲にしただけではなく、鬼の血が混ざった奴と婚礼を挙げる等と、許す筈がないだろう？」

　昌隆は、牢に捕らえられている。

　その解放は、真白次第。大人しくしていれば、直ぐに解放してくれると、行成にいわれた。

　行成は華やかな布地を真白に宛がう。

「ああ、真白は華やかな物の方が似合うね」

　もう、二日目。

　行成は、こうやって真白を着飾らせたり触ったりして愛でる以外に何もしなかった。

　柱に寄りかかって座る雷鬼は、最初こそ物珍し気に見ていたが、直ぐに飽きて死鬼と酒を酌み交わしている。

「よくやるな。人形がほしかったのかよ」

「お前達には真白の可愛さは分からないだろうさ」

「そんな無表情な物、見ててつまらないだろ」

「まぁまぁ、旦那。好きにやらせてやりなよ」

　会話を何処か遠くに聞きながら、真白は微動だにせずに虚空を見つめる。

　ここに来てから、水以外は受け付けないせいで、体に力が入らないのもそうだが、喋る気にもなれないのだ。

　このまま、死んでしまえればいい。

　昌隆や母を助けたいと思う心だけが、今の真白を支えていて。それが崩れた時、平静ではいられなくなる。

　そんな思いをするくらいなら、死んでしまいたい。

「主様、失礼致します」

「何だ」

　女房の声に、行成が不機嫌そうな声を出した。

「左大臣様からの使者がいらっしゃいました」

「そんな事か。死鬼、代わりに受けて来い。どうせ、内容は例の件だ」

「はいはい。行成の旦那はごゆっくり人形遊びを楽しんで下さい」

　重い腰を上げた死鬼は、面倒臭そうに出ていく。

「行成。オレ達はお前の使用人じゃないんだぞ」

「ふん。誰のお陰で出て来れたと思ってるんだ？　これくらい、やって当然だろう」

　舌打ちをした雷鬼は、視線を真白に投げた。

「……人間の虚実も見破れないとはな。東羅もたかが知れる」

「真白は頑張って嘘を吐いたんだ。鬼も騙せるさ」

「ふぅん。元とはいえ、嫁だったのにな。分からない物なんだな」

「雷鬼！　その事を二度と口にするな。滅するぞ」

「は。やれる物ならやってみろ」

　剣呑になる空気の中でも、真白は無言を貫く。

　行成も雷鬼も強いのなら、ここで争われては自分だけではなく使用人も危ないだろう。

　だが、わざわざ止める気にもなれなかった。

　真白は、視線を動かして遠い空を見る。

　晴れる事のない灰色の空。太陽の輝きを忘れたような世界。

　自分は結局、何を守る為に嫁いだのだろう。主上は病に倒れ、禁術のせいで人々は苦しみ、兄は幸せを手に入れられずに雛菊と離れ離れになった。

　──それもこれも、真白を取り戻そうとした男の企みによって。

　真白が嫁ぐといわなければ、こうはならなかった筈だ。

　これは、自業自得な結果なのだ。

　目の前には崩れた理想。叩き付けられるのは、消え去った信頼関係。

（……元から、そんな物なかったか）

　そんな高尚な物、築ける筈がなかった。最初に東羅を裏切ったのは真白の方だ。

　東羅は優しかったから、真白がいた残りの期間を幸せな思い出にしてくれただけ。その優しさを裏切ったのは真白の方。

（東羅様に、私は最悪な思い出ばかり残したのか）

　何か残せたらいい。そう思っていたのに、残せた物は最低な物ばかり。

　嫌われても仕方がない。恨まれても当然だ。

（嗚呼。……このまま消えてしまいたい）

　そう願っても、叶う事はないけれど。消えてしまう事が一番の幸せだと思うのだ。

　居たい場所に居られないのなら。帰りたい場所に帰れないのなら。

　──側に居たい人に疎まれるのなら。

　このまま、全てを道連れに消えてしまいたかった。
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　幾日が過ぎても、真白は人形のように扱われていた。

　行成は真白を飾る事に夢中になっているようで、それ以外の事はまだ求めて来ていない。

　未だ、昌隆が解放されたという報せは聞かない。まだ、時間はかかるらしい。

「ほら。これは赤珊瑚の髪飾りだ。とても珍しいんだよ。……ああ、とてもよく似合う」

　三日目には、雷鬼も来なくなり、真白と接触するのは行成か食事を持って来る女房くらいになった。

「最近、何も口にしないらしいね。真白はそこまで悪い子になったのかな？」

　かさついた唇に、行成は紅を塗る。

「何か食べたい物があるのかな？」

　食べたい物ならあるけれど、行成には用意出来ないだろう。

　真白は無視で返した。それが気に障ったらしい。行成は真白の前髪を掴むと顔を上げさせた。

「……っぅ」

「何かいいなさい」

　冷たい瞳を見返す。それでも無言で返せば、行成は手の甲で真白の頬を叩いた。

　踏ん張る力もない体は、簡単に床に倒れ込む。

「……ああ、真白。お前は可愛いね」

　真白を引っくり返して、行成は衿を肌蹴させた。

「痕も薄くなってきたし、そろそろいいかな」

　にんまりと笑い、行成は薄くなって殆ど分からない鬱血の痕に口付ける。

　熱い舌が舐めて直ぐ、痛みが走る。

「これでお前は私の物だ。安心しなさい。全てが終わった後に、優しく抱いてあげるから」

　優しく前髪を撫でて、行成は真白の衿を直す。

「可愛い真白。痛い思いは嫌だろう？　大人しくしているんだよ？　ご飯もちゃんと食べなさい。そうすれば、直ぐに昌隆も解放してあげるし、優しくしてあげるからね」

　行成は用事があるのか、真白の髪に口付けて出て行った。

　倒れたまま、真白は目を閉じる。重い腕を動かして、首筋に触れる。

　こうやって、東羅の残した痕が消されていく。

　精一杯の力を振り絞って、痛みが走った箇所を衣の上から擦る。それでも、不快感は消えなかった。

「……と……ら、様」

　思う資格もないけれど、会いたい。

　もう一度、その姿を見たい。そんな事を願うのが、不相応なのだ。

　手首に着けていた数珠が音を立てる。肌身離さず着けているのに、数珠は冷たいままだ。

「東羅様」

　会いたい。会いたいよ。

　思ってしまえば、頭の中を占めるのはその願いだけ。

　せめて一目。姿を見られればそれでいい。それが最期になってもいい。

　その手段は手首にあるのに、使うには躊躇してしまう。

　それをするには、また、あの冷たい瞳を見る事になるから。

「……東羅様」

　ならば、願うだけでも。それだけでも許してほしい。

　意気地なしと笑われてもいいのだ。突き放しておいて、突き放されるのは嫌だから。

　それだけは、嫌だから。なら、見なければいい。見なくていい。

「ごめんなさい」

　手で顔を覆う。そんな様子を見ている者がいた事に、真白は気が付かなかった。
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　紅の着物に亀甲紋。黒髪を飾る赤珊瑚の髪飾り。白粉を塗った顔に紅を差し、真白は行成の前にいた。

「其はなよ竹の姫か。このまま月に帰ってしまいそうだね。……それなら、二度と、月など見れなくていい」

　上機嫌な行成は、真白の体を引っ張り、自分の膝の上に乗せた。

「なあ、死鬼。真白は愛らしいと思わないか」

　話しかける相手は、簀子で酒を飲んでいた。

　顔だけ振り向いて、死鬼はにっこりと笑みを浮かべる。

「さぁ？　その姫様に興味はないから何とも」

「お前はよくやってくれたからな。何か褒美をやりたいんだが。……何になら興味がある？」

「はは。まるで帝気取りだな」

「主上も院も私のいいなりになった。間違いではないだろ？」

「勘違いしないでよ？　あんたの願い通りに目の前で太政大臣を殺したから、皆、あんたに頭を垂れてるんだ。俺がいなかったら、相手にもされなかっただろう？」

「ふん。変わりはない。……さあ、真白。お前も酒を飲みなさい」

　口許にお猪口を当てられても、真白は口を開かない。

　と、行成は、もう片方の手で無理矢理口をこじ開けて酒を流し込んだ。

　噎せた真白は、咥内に入ったそれを吐き出した。

「旦那、大切に扱わないと壊れますよ？」

「大丈夫だ。私が真白を守るからな。で？　褒美が欲しいのならば、聞いてやるのは今の内だぞ」

　肩を竦めた死鬼は、真白を一瞥する。

「……じゃあ、褒美に向こうの都の鬼、全員の命で」

「それなら、もう少し待っていろ。主上の説得が終わったからな。次の望月に強襲をする」

「──っ!?」

　咳き込む口を押さえて、真白は行成を見た。

「……鬼、の都、を」

　襲うと、そういったのか。

　揺れる真白の瞳に、顔を輝かせた行成が映る。

「死鬼！　真白がやっと喋ったぞ！」

「ああ、よかったね」

　興味が無さそうに、死鬼は口先だけ祝う。それでも行成には嬉しいらしい。

「真白、さあ、もっと何か喋ってくれ」

「行成様、鬼の都を襲うとは本当なんですか？」

「ああ、本当だとも。いいかい？　鬼は存在しては民が安心して暮らせないだろう？」

「行成様、それは違います……っ」

　声を荒げたせいで、目の前が暗転する。

　倒れそうになると、行成が抱き留めた。

「真白、無理してはいけないよ」

「……っ、何で鬼の都を」

「鬼がいては、何かと不便だからね。このまま滅んでもらわないといけないんだ」

「止めて下さい、お願いですっ……私に出来る事は何でもしますから、だから」

　縋り付いて頼み込めば、行成は、優しく真白の頭を撫でた。

「可愛い真白。お前の願いなら喜んで叶えてやりたいが、残念だ。もう、決まった事だからね」

「……っ」








○　●　○









　後、少しで築つい地じ塀へいに手をかけられるのに、見えない壁に弾かれる。

　地面に倒れた真白は、上から肩を踏まれて小さな悲鳴を上げた。

「姫さん、諦めろ」

　喉を鳴らしながら投げかけられた声。睨めば、そこには雷鬼と死鬼がいた。真白の肩を踏んでいるのは雷鬼だ。

　行成から襲撃の事を聞いた翌日から、真白はこの屋敷を抜け出そうと挑戦しては、こうやって防がれている。

　行成の指示で真白を見張る死鬼達により連れ戻されては、行成に叩かれてを繰り返してもう三日。無理矢理に胃に物を入れて活力にはしているが、その方法で体力が付く筈がなく。

「はい。戻ろうか」

　捕まってしまえば、抗う事は出来ない。

「離して下さい！　早く知らせないと」

　急襲されれば、鬼の都はどうなることか分からない訳ではない。

　戦えない鬼もいるのだ。逃げる暇さえ与えられず、どれ程の鬼が犠牲になるか。

「離して下さい!!」

　知らせなくては。一刻も早く。

　真白を担いだ雷鬼が、細い腰を叩いた。

「どうやっていくんだよ。それに、姫さんの忠告を東羅は聞かないだろうな」

「……っ」

「諦めて行成に飼われればいいだろ」

　行成に飼われるのだとしても、鬼の都への襲撃を無視は出来ない。

　真白は顔を上げた。最後まで諦められない。何としても伝えなくてはならないのだ。

　行成は襲撃に関して支度があるらしく、朝早くから夕方まで屋敷に不在だ。

　その隙を狙って何度も脱出を図るが、やはり上手くいかない。ならば、時刻を変えて抜け出そうと、真白は行成が寝たのを見計らい茵を抜け出した。

　真白と一緒に寝るのを好み、行成は毎夜、北対屋で過ごす。

　それを真白は利用した。少なくとも、行成の警戒が緩んだのは分かる。

　真白は単衣のまま忍び出て、築地に向かう。門は見張りがいるから駄目だ。

　月光の下、築地塀まで辿り着くと、周りを確認し、少し塀と距離を開けた。

　そのまま助走を付けて壁を攀じ登ろうとしたのだが。

「ああ、頭が弱いんだ」

　直前で、塀との間に割り込んだ体に止められる。

「っ、離して下さい!!」

「馬鹿の一つ覚えに、意味のない事をいわないの」

　暴れる真白を羽交い絞めにした死鬼は、こちらに向かって来る男に顔を向けさせた。

　顎を掴まれて息が詰まる。

「真白、悲しいな。何故、逃げようとするんだい？」

　苦笑を漏らす行成に、真白は奥歯を噛み締めた。

「後、少しなんだ。大人しく待っていなさい」

「鬼の都への襲撃を止めてくれるなら、私は大人しくしています！」

「それは出来ない相談だな」

「何故！　鬼が行成様に何をしたのですか！　東羅様には、いわれた通りに私が酷い事をいって帰って頂いたのに！」

　叫ぶ真白の頬に手を添えて、行成は満面の笑みを浮かべた。

　その笑顔の不気味な事。体が震えた。

「……どうすれば、止めて下さるのですか？　私に出来る事なら何でもします。行成様がいうのなら、それに従います。だから、鬼の都は見逃して下さい……お願いします」

　お願いだから鬼を襲わないで。

　そう頼む真白に、行成は溜め息を吐くと、頬に添えた手に力を込めた。爪が肌を裂く。

「──ぅっ」

「何故、そこまで必死になり鬼を庇う？　真白。二度と、鬼の話題をするな」

「……行成様」

「腹立たしい。お前は私の物なのだ」

　行成は、裂けた肌から流れる血を撫で、指に付いたそれをあろう事か舐めた。

「行成様っ」

「この血も、お前の髪の毛一本全て、私の物なのだ！　他に現を抜かすな!!」

　怒鳴った行成は、次の瞬間には甘い笑顔を浮かべて真白の頬に両手を添えた。

「ああ、驚かせてしまったね。さあ、冷えるからもう寝よう」

　死鬼が手を離す。自由になった真白を引っ張っていこうとした行成に、慌てて手を振り払った。

「真白？」

　真白の抵抗に瞬きをしていた行成は、その顔に作った笑みを浮かべる。

　このまま行成のいいなりになっては駄目だ。明日から警備が厳重になるのだろう。

　もう今夜しかないのだ。真白は、行成から数歩、距離を置いた。

「真白、聞き分けのない子だ。お前が何をしようと、無駄な事だと分かりなさい」

「……私は、東羅様に酷い事をいったし、もう信じてももらえない。でも、だからって、東羅様が……皆様が傷付く事を無視は出来ません」

　真白に出来る事なら何でもしたい。それで彼等が助かるなら尚の事。

　真白は手首を握り締めると、行成から更に距離を取った。

「何で、行成様は簡単に滅ぼす等といえるのですか？　鬼は、見目や力は人間と違いますが、人間と同じ生活を送っているのです！　朝が来たら起きて、働いて、夕方になったら帰って、寝る。食べて笑って話して、怒って泣いて……そうやって人間と同じように生きているのに！　何で滅ぼそうとするのですか!?」

　鬼が今の都にいる理由は、人間が追いやったからだ。

　迫害を受け、人間を恨み、憎んで。それもこれも、人間が招いた結果なのだ。

　静かに暮らしている鬼を、また苦しめるのは許せない。

「行成様は、そんな方ではないと思っていたのに」

「……お前の中の私がどんな人間だったかは知らないが」

　伸びて来た手が、真白の空けた距離を埋めて髪を掴んだ。

「お前を手放す訳にはいかないな。お前の口から鬼の事が出る度に、鬼を殲滅したくなる。……私から離れるというのなら、お前を殺したくなる」

「……行成様」

「お前は私の物なんだ。全て、私の物……鬼に一つもやる気はない」

　もう片方の手が首にかかる。

　狂気に満ちた瞳に、体が動かなくなる。行成の激情に呑まれ、呼吸さえ忘れてしまいそうだった。

　こんなにも思ってくれているのにしかし、真白は嬉しいとは思えずに、逆に悲しく思った。

　こんなに思ってくれても、嬉しくない。正気じゃないのだ。たった一人の人間を独占したいが為に、数多の命を消したいと思うなんて。

「……行成様が、望むのなら。私は鬼の事をいいません。貴方が望むように体も差し出します。だから、鬼の都を襲うのを止めて下さい。お願いです」

　膝を折り、頭を下げる。

　行成を追い詰めたのが自分の存在なら、こんなに悲しい事はない。

　だけど、自分が関わっているのなら、止められるのも真白だ。

「お願いします」

　目を閉じれば、そこには美しい鬼の都が浮かぶ。

　そこに住む鬼達が浮かび上がる。その中には、恋しい姿もあるのだ。

「真白」

　膝を着いた行成は、真白を起こすと抱き締めた。

「お前は私の物だ。これからも、ずっとずっと私の物なんだ。いいかい？　それを忘れるんじゃないよ？」

　望んだ温もりでも、腕の感触でもない。

　もう、彼に触れる事は叶わないのだ。

　瞼の裏で、遠ざかる恋しい背中を見る。

（…………東羅様）

　守れるのだろうか？

　あの都を。あの鬼を。それなら嬉しい。呆れられるかもしれないが、こんなにも嬉しい事はないのだ。

　真白は緩い笑みを顔に貼り付けると、行成の腕にしがみついた。







　翌日から、行成の真白に対する扱いは常識を逸したものとなっていく。

「真白。ほら、これは皇后様から頂いた物だ。真白に似合うと思ったんだ」

　取り出された物は、猫を縛っておく為の紐だ。薄紅色のそれは、見事な染物。

　行成は、その紐で真白の首を緩く縛ると、もう片方を几帳の脚に結びつけた。

「ほら。とても可愛い」

　まるで犬猫のような扱いだ。だが、それをして喜んでいて。満足してくれるなら、それでいい。

　真白は笑みを貼り付けた顔で行成に礼をいう。

「行成様、ありがとうございます。似合いますか？」

「ああ、勿論。真白は何をしてもよく似合うし可愛いよ」

「嬉しい」

「さあ、こちらにおいで」

　腕を広げた行成に促されて、真白は胸の中に体を入れる。

　愛でるように髪を撫でる指。もう片方の手は背中を撫でる。

「真白、何かほしい物はないのか？　お前が望むのなら何でも手に入れてやろう」

「……何もいりません。行成様がいるのなら、それでいいです」

「可愛い事をいってくれるな」

「愛い奴だ」といいながら、行成は真白のこめかみに口付ける。そのまま頬や耳許を伝い下りて、首筋に噛み付く。

　行成は真白の後頭部に手を添えて、優しく押し倒した。

「行成様？」

「真白、お前は私の物だ」

　今度は乱暴に衿を暴き、白い肌に痕を残し始める。

　その度に走る痛みや、上書きするように舐める舌の動きに、真白は目を閉じた。

「お前は私の物なんだ。忘れては駄目だからね」

「…………はい」

　真白にというよりも、自分にいい聞かせるように、行成はいう。

　それに耳を傾けていた真白は、硬い物が擦れる音に瞼を上げた。視界には瑠璃色の数珠が入る。

　大丈夫だ。行成のいう通りにしていれば鬼の都は守られる。

　──だから、使う理由はなくなったのだ。

「真白」と譫言のように名前を繰り返して呼ぶ行成は、真白の手首を掴む。

「私を見ていなさい」

　背中に回った手が、行成の動きと共に、真白を起こした。

「そもそも、この数珠は何なんだ？　私がやった物じゃないな」

　行成の手は、数珠にかかる。

　外そうとする動きに、真白は慌ててその手を止めた。

「行成様、これは……っ」

「何でだい？」

　行成の目の色が変わる。何もいえなくなる真白の目の前で、行成は数珠を取り上げた。

「……この数珠は誰から貰ったのかな？」

「……それは」

「微かだがまじないがかけられているね。陰陽師か？　……まさか鬼から貰った物ではないだろうね」

　答えに窮する真白に、行成の目は眇められる。

「真白、何故、これを持ってる？」

「……それは」

「何故、外さないんだ」

　行成は余程、お気に召さないのか、手の中で弄んでいた数珠を真白の目の前で引き千切った。

「あっ」

　硬い音を立てて、球は転がって散り散りになる。

　唖然とそれを見ていた真白を組み敷いて、行成は肌蹴たままの着物から覗く胸部に唇を寄せる。

「もうないだろうね？　鬼の都を助けたいのなら、あの地と繋がる物を持つんじゃない。いいね？」

　頭の直ぐ側に転がる球。数珠に力があるのなら、もう、これで鬼の都と真白を繋ぐ物はなくなった。

　残っているのは、記憶しかないのだ。

　真白は手を伸ばして、その球を取る。綺麗な瑠璃色。深いその色に、口許が歪んだ。

「……はい。行成様、もう何もありません」

　この思い出だけは、決して壊せない。壊させない。

　球を握り締めて、額に着けて強く目を閉じた。

『自己犠牲に愛はない』

　──本当にそうなら、何て悲しい事だろう。

　真白が傷付いて、苦しむ人は必ずいる。それは分かっている。

　けれど、真白にも傷付いてほしくない人もいて。その人の為なら、たとえ自分を犠牲にしてでも守りたい。

　燭台の灯りを見つめる真白の膝では、頭を預けて行成が眠っていた。

　散々、弄び、満足したのか、寝顔は安らかな物だった。揺らめく灯りは温かみがあるのに、遠く感じる。

　握り締めた手の中には、真白が隠し持った球の感触があった。これ以外は、女房に捨てるよう行成が命じたばかりだ。

　これ一つでは、何の力もないかもしれない。それでも、ないよりはましだ。懐から匂袋を取り出して球を入れて隠す。

　握り締めた時の硬い感触に安堵する。

「……まだ、大丈夫。大丈夫だ」

　衣の上からそれを押さえて、小さく呟く。その声を聞く者はおらず、宙に消えた。

　真白は、視線を外へ移す。御簾を下ろしているだけではなく、雲のせいで景色は見難い。その光景は、鬼の都でも見た事のある物で。

「……東羅様。今、幸せですか？」

　答えはない問い。

　幸せならいい。雛菊はそろそろ回復しているだろう。

　今度こそ幸せになってくれたら、それでいい。

　胸に手を当てて願う。何処からか、伽羅の香の香りがしたような気がした。

　翌朝からは、遂に雨が降り始めた。そんな空模様とは裏腹に、真白には嬉しい知らせがあった。

「本当に、母上に会えるのですか？」

「ああ。真白も会いたいだろう？」

「ありがとうございます！」

　顔を輝かせた真白に笑いかけ、行成は出仕の為に早く屋敷を出た。

　真白の母が来たのは午の刻を少し過ぎた時間で、久方ぶりの再会に手を取り合い喜んだ。

「母上、お元気そうで何よりにございます！」

「真白も。苦労をしましたね」

　慈しむように手を摩ってくれる母に、涙腺が緩む。それを、奥歯を噛み締めて耐えた。

　労う言葉に首を振り、真白は母の顔を正面から見つめる。

「私は何の苦労もしていません。母上こそ、大変な思いをしたでしょう？　何の報告もせずにいなくなったりして、申し訳ありませんでした」

　そういえば、母は悲しそうな顔をした。

「真白。確かに、突然いなくなった事はとても悲しかった。けれど、雛菊様が全てを教えて下さったんですよ。お前は優しい子だから、兄のことも主上だけではなく民の平安も自分一人の身で解決しようとしたのでしょう。よく、頑張りましたね」

「……母上」

「鬼といっても、とても、素敵な出会いもしたのでしょう？」

「はい。東羅様……私が嫁いだ鬼の方なのですが。とても、鬼としての矜持の高い方で。けれど、その分だけ優しい方なのです。他にも、あの地で出会った方々は個性的な素晴らしい方達でした」

「それは楽しかったでしょうね」

　頷いてくれる母に、視界が揺らぐ。

「……どうして、人と鬼は分かり合えないのでしょう」

「真白」

「私は、裏切りたくなかったのです。けれど、結果的には東羅様を裏切って、傷付けて、幻滅をされて……」

　泣かないと決めていたのに。涙が溢れて手に落ちる。

「東羅様を裏切ったのは、初めてではないのです。女子と偽っていた事が判明した時に、東羅様はとても怒って、もう私を信じないとおっしゃいました。……けれど、優しい方だから。私に情を抱いてしまったのです。最後の数日はとても優しくて、幸せで。……そんなによくして頂いた東羅様に私は、何て事をっ」

　顔に手を付けて泣きじゃくる真白を、母は優しく見つめる。

　片方の手を抜き、真白の背中を撫でた。

「お前は、その東羅様をお慕いしていたんですね」

「……はい……はい、母上。私は、東羅様をお慕いしていました。あの方が大切だったのです」

　種族の違いもある。同性という背徳的な問題もある。

　それでも、もう、なかった事には出来ないのだ。

　本当は優しくて、傷付きやすくて。それを隠して生きている。誰にも悟られないように、自分の師匠にさえも、傷を見せずに。

　側で支えられるのが自分ならよかった。それだけで、幸せなのに。

「私は、もう、東羅様に会う資格もないのです」

　名前を呼んで、手を伸ばす事も出来ない。

　それもこれも、自分が招いた事の結果だから……。

「真白。母は、お前にも昌隆にも幸せになってほしい。その為なら、お家断絶も構わないのです。それは、使用人達には申し訳なく思いますが、有能な者達だから、次の働き口は見付かるでしょう。……けれど、お前がここにいて辛いというのなら、行成殿にいって戻っておいで。昌隆や母を気遣い、いいなりになる必要はありません」

「母上……」

　それが出来たら、どれ程よい事か。

　真白がここを出れば、行成は昌隆や母だけではなく、鬼の都にも害を齎もたらすだろう。

　自分よりも遥かに大切な存在がいる場所を守るには、ここを出る訳にはいかないのだ。

「私は、ここにいる事も幸せに思っています。行成様はよくして下さるのですよ。　大丈夫、私はまだ帰りません」

「……真白」

「母上。兄上が出て来たら、謝っておいて下さい。雛菊様の事」

　何となくでも分かっていた。行成は、生涯、真白を昌隆と会わせない事も。この対屋から出さない事も。母とも、これ限りかもしれない。

「母上、どうかお元気で。お体には気を付けて、永く生きて下さいね」

「……真白」

　母も分かっているのだろう。

　握り締める手に力が篭った。








○　●　○









「真白、今日は顔色がいいね。やはり、母君と会えたのはよかったかい？」

　髪を撫でながら問われて、真白は笑みを浮かべて頷く。

「ありがとうございました」

「いいんだよ。さあ、おいで」

　毎回のように両手を広げられて、真白は行成の膝の間に入った。

　行成は真白を抱き締めると、そこが落ち着くのか首筋に顔を埋める。

「真白」

「はい」

「お前は私の物だ。可愛い真白」

「はい。私は貴方の物です。……ですから」

「ああ、分かっているとも。鬼の都には手を出さない」

「……ありがとうございます」

　それが守られる事を祈るばかりだ。

　行成は、真白の体を抱き包めたまま、横になった。

「真白、私は今とても、幸せだよ。権力も愛しい者も手に入った。この世の栄華は今や私にある。……主上も院も左大臣でさえも、私のいいなりだ」

「そのせいで、どれ程の民が泣いているのでしょう？」

「そんな者達は放っておけ。弱者が何をいおうが私には関係ない。真白も、昌隆と同じで民の事を考えろというのか？」

　力がある者が守らなくて、誰が力のない者を守り救うのだ？

　行成はこんなにも変わってしまった。尊敬出来る所等、なくなってしまったのだろうか？

　真白は、悲しそうな眼差しで行成を見つめた。

「……何だい？　その目は。私は間違っているかい？」

「…………いいえ」

　間違っている。そういっても、行成には通じないだろう。

　目を伏せた真白は、乱暴に顎を掴まれて呻きながら行成を見た。

「真白、私を見ろ」

「……っう」

　真白の瞳に映れば満足なのか、行成は手を離すと更にきつく抱き締めた。

　肩越しに壁代を見つめた。

「真白、私を呼んでくれ」

「……行成様」

「もっとだ」

「行成様」と何回も続けて呼ぶ。その度に名前を呼び返す行成の顔が見たくなくて、真白はまた瞼を閉じた。

「可愛い真白。これからもその声で私を呼んでくれ」

「……行成様が望むなら」

「真白」

　真白は、行成との胸の間にある手を動かして、匂袋を握り締めた。

　大丈夫だと、胸の中でいい聞かせる。そうでなければ、心の中から死んでしまいそうな気がした。

「行成様」

　自分を守る為の方法は、真白は少ししか持っていない。

　手の中の匂袋。その中の球の感触に頼りながら、何時からか、頭の中で呼ぶのは別の存在だった。

（東羅様）

　もう、諦めなくてはならないのに。

　忘れられないなら、この想いは断ち切らなくてはならないのに。

（東羅様、助けて……）

　この地獄から助けてほしい。瞼裏に浮かぶ背中に訴えながら、口からは呼びたくもない名前が出て行った。

　望月まで後、四日。

　心配はいらない筈なのに、最近の行成は忙しそうだ。本人が近々、大きな祭事があるといっているのだが、不安が胸に巣を作って消えない。

　真白は匂袋を強く握り締めた。

　何かあれば、見張りを置いているから鬼も動くだろう。が、それに安心は出来ない。

「……大丈夫。行成様は、鬼の都を襲わないって約束してくれたから」

　大丈夫。大丈夫でなければいけない。そうでなければ、真白は何の為にここにいるのだ？

「……大丈夫」

「お人形さんの予想は当たってるよ」

　そんな脆い希望を、壊す者がいる。

　顔を上げれば、妻戸に寄りかかる死鬼がいた。

「……行成様は、鬼の都を襲わないと約束して下さいました。今回の事は、ただ、迫った祭事の支度で忙しいだけだと」

「その言葉を信じるの？　何処からか話を聞いたお偉方は、鬼の角に不死の力があると思い込んでいてね。その角を所望しているんだ」

「そんな……っ」

　全くの出鱈目ではないか。驚愕する真白に、死鬼は笑顔で頷く。

「そうだ。だけどね、そんな出鱈目、信じちゃってるんだ。可笑しいよね、ちょっとした小話として教えてあげたら信じちゃうなんて」

「──っ貴方が……」

「俺はね。人間も鬼も、誰でもいいから死を齎すのが生きがいなんだよ？」

　死を齎す。故に死鬼と呼ばれているのだ。

「可哀相に。行成の旦那は、最初から鬼の都を狙うつもりだったんだよ」

　近付いて来た死鬼は、真白の前にしゃがみ込むと、その頬に手を添えた。

「君が東羅の匂いを纏ってるから、許せないんだね。その事も教えちゃった」

　東羅を消せば、匂いは消えるとそう思っているのだろうか。

　真白は乾いた笑いを漏らした。何て滑稽な事だろう。行成も、真白も、馬鹿らしくて笑うしかない。

「……ねぇ？　君はどうするの？」

　そんな事、決まっているではないか。

「……輪廻があって、本当に生まれ変わる事が可能なら、また東羅様と会えるのでしょうか？」

「そんな事は知らない」

「また、会えたらいいですね」

　幾星霜幾千の時が流れても、また会えたらいい。

　道端で擦れ違うだけでもいいから、また会いたい。それが叶うなら、怖い事は何もないのだ。

「私がここにいるのは、鬼の都を守る為なのです」

　その為にここにいるのだ。守る為なら何でもすると決めている。

「…………教えて下さった事に感謝します。ありがとうございました」

　もう一度、強く匂袋を握り締める。

「……東羅様の為ならば、私は死も厭わない」

　人から見れば笑える人生かもしれない。

　だが。真白は強い意思を持ってここにいた。それに笑われる謂いわれも、恥ずべき事もないのだ。

　匂袋を握る手に力が篭る。

（大丈夫。大丈夫だ）

　何をするかなど決まっている。

　もう、逃げている時間はないのだ。

　真白は、腰を上げると、匂袋から球を取り出した。

　使えるかは分からない。それでも、やらないよりはましだ。

　死鬼が興味深そうに見つめる前で、真白は女房に水を頼んだ。

　直ぐに持って来られたそれは、杯一杯分の水しかなかった。その水に球を落とす。

　王の言葉を思い出す。本当に水に落とせば対を持つ者を呼んでくれるというのならば、もうこれしか方法は思い浮かばない。

「それって」

　死鬼が目を丸める。

　それに構わず水面を見つめていると、透明だったそれが白みを帯びた。ただ、光景は酷く不鮮明で、見難い。

　真白は指を組むと、強く願う。

「東羅様……っ」

　どうか、会わせて下さい。

　神や王の北の方に祈る。会いたい、その一心で念じていれば、会えるような気がしたのだ。

　その願いが通じたのか、程なくして白い水面の中に影らしい物が漂うようになった。

「……東羅様っ」

　出てくれと強く願う。後、少しなのだ。早く、東羅に伝えなくてはならない。

「東羅様っ」

「凄いな。全部、捨てたと思ったんだけど？」

　くすくす笑いながら、死鬼が立ち上がる。そのまま出て行ったと同時に、水面が大きく揺らぎ、そこに見慣れた顔を映した。

「東羅様!!」

　久しぶりに見た顔は相変わらず厳しい物で。

「東羅様、行成様が鬼の都に襲撃を行おうとしています！　望月に戦力となる方々を連れて強襲を図っているのです！」

　一気に捲くし立てた真白は、相手の顔が困惑している事に気が付いて口を閉ざす。

「東羅様？」

　まさか、映るだけで言葉は通じていないのか。

　唖然とする真白に追い討ちをかけるように、水面が白みを増して更に不鮮明になる。

「東羅様っ」

　連なってこそ、力を発揮するのだろう。

　たった一つの球では、これが限界なのかもしれない。否、映った事事態が凄いのだ。

　真白は水面を見つめながら、ゆっくりと言葉を紡ぐ。

「東羅様、逃げて下さい」

　本当は、鬼の都を守りたい。

　襲撃の事を話したい。それを信じてもらえないだろう事は、予想出来ていた。

　それでも。真白はいいたかった。

「逃げて下さい。お願いします」

　瞳が歪む。もう、満足に映してくれない水面。その向こうにいる相手に、この声が通じなくても、訴え続ける。

　逃げて、生き恥を晒してもいい。

「死なないで下さい……っ」

　生きてさえいてくれれば、それでいいから。

　一瞬、はっきりと映った東羅の姿に、堪えていた涙が落ちた。水面に落ちて波紋を生む。

「逃げて」

　この言葉は通じただろうか。その直後には、杯の中に泥を入れられて、画像が消えた。

　顔を上げれば、死鬼が笑顔で立っている。

「ごめんね。楽しみを邪魔される訳にはいかないんだ」

　邪気のない笑顔を目にして、真白は小さく笑みを浮かべる。

　相手に何事か悟ってもらえたらいい。そう、願って止まなかった。

　その夜。

「真白！　戻ったぞ」

「……おかえりなさいませ」

　両手を広げて抱きつく行成を、真白はそっと押し返した。

　行成が目を丸くする。

「真白？」

「私は、行成様が約束を守って下さると信じていました。それは間違いなのでしょうか？」

　真っ直ぐ見返した行成の顔は、不気味な程に静かだった。

「……何をいってるのかな？」

「行成様は、鬼の都を襲わないとおっしゃったではないですか」

「ああ。勿論、襲わないよ」

「嘘なのでしょう？　鬼の都を襲う支度をしているのではないですか？」

　ぴくりと、行成のこめかみが反応を示す。

「……私を疑うのかい？」

「どうして、鬼の都への襲撃を止めてくれないのですか。私は止めて下さるなら何でもするといったのに」

　その言葉に嘘偽りはなく、何をされても我慢をしたのに。

「どうして……」

「それが気に入らないのだ。お前は私の物だ。……ならば、私の側にいる事に我慢はいらないだろう。それに、全てを差し出すといいながら、肝心な物を渡さないお前が悪いのだ」

「……行成様」

「全てを差し出すのなら、お前の心を渡せ。それが出来ないのは、その心が鬼の元にあるからだろう？」

「……そんな理由で、鬼の都を襲うというのですか？」

　真白の全てを手に入れる為に、襲撃を実行するというのなら、何て笑える話だろう。

「……鬼の都を襲っても、私の心は手に入りませんよ」

　刹那。視界が大きく反転して、床に押し付けられた。

　上から首を絞め付けられて、呼吸が儘ならなくなる。

「ぐ、ぅっ」

「どうすれば手に入るというのだ。私はお前が幼い頃から想っていたのだぞ。……私の物なんだ。この体も、心も。それを、鬼が持っていったのだ。……許さんぞ、私の物を取り戻すのだ！」

「……っ、う、ぁき、成様……」

　首にかかる手を掴み、涙で滲む視界に行成を映す。

　こんな事の為に、鬼の都が狙われるのが悲しい。悔しい。

「私の物になると誓え！　身も心も！　真白!!」

　懇願しているような悲痛な叫び声にしかし、真白は口からか細い息を吐くだけだった。

　行成は、誓っても鬼の都を襲うのだろう。一度裏切られれば、簡単には信用出来ない。東羅の気持ちが分かった。

（馬鹿だな。こんな簡単な事だったのに）

　裏切られたと感じるのも、怒るのも、まずは信頼があっての事だ。

　それがなければ、どうでもよいではないか。

（東羅様は、信頼をして下さったんだ……）

　苦しいのに、口許が緩む。こんな場面にもかかわらず、嬉しくて堪らないのだ。

　目を閉じれば、暗い闇の中、浮かび上がる背中。その背中に声を張り上げて名を呼んでも振り返ってくれないけれど。

（東羅様、貴方をお慕いしています）

　この心は彼の地に置いて来た。

　きっと、誰も取り戻す事は出来ないだろう。絶対に。

　首を絞める手に添えていた手から力が抜ける。

「真白、真白……っ」

　名前を呼ぶ、嘗て尊敬していた人物の声。

　その向こうで、大好きな人の声を聞いた──。
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　真白のいなくなった鬼の都は、何事もなかったように時が過ぎていた。

　だが、やはり雷鬼の問題もあって、四方の門全てをを開ける事は出来なかった。

「何かつまんないんだよね」

「なら自分の門に戻れ」

「その門を開けられないからこっちに来てるんだろ」

　唇を尖らせる北羅を横目に、東羅は手形に目を通す。

「……よし。門は申の下刻には閉ざす。それまでには出るように」

　許可を出せば、狐の耳を持つ行商人が頭を下げて都に入っていった。

「利用者、減ったよね～」

「あんな事があったばかりだからな」

「……真白、元気かな」

「知るか」

　壁に凭れて座り込んだ北羅から睨まれる。

「それ、本気でいってるの？　そもそも、真白が死鬼に手を貸すってのも納得いかないんだけど」

「本人がそういったんだ」

　実際に聞いたのだ。仏頂面で返した東羅を睨んで、北羅は膝に顎を乗せた。

「……雛菊は目を覚まさないし。人間の都に異常はないし。何かおかしいと思わない？」

「雛菊は重度の過労と衰弱。人間の都は何の問題もないならいいんじゃないのか？」

　おかしいとは、自分も感じている。

　死鬼の目的は何にせよ、動き出さないのは気になる。

　だが、気にしているのも釈然としない物があった。

　助けようとした時に裏切りを告白された事が、頭から離れずにずっと苛々としているのだ。

　舌打ちをした東羅を視界の斜はすで捉えた北羅は、大仰な溜め息を吐いた。

「……何かな。子供だよね、東羅って」

「あ？」

「いいや、別に。後悔するのは東羅なんだから」

「……後悔ならもうしてる。あんな奴、放っておけばよかったんだ」

「まだいってるのかよ」

　北羅を見れば、眉根を寄せた横顔がある。

「本当に子供」

「あ？」

「真白、元気かな……」

「死ぬかもな」

　耳孔に入った声に、東羅と北羅は跳ねるように振り向いて構えた。

　そこには雷鬼が立っていて、腰に手を当てている。

「貴様……っ！」

「何でここにいる！」

　警戒する東羅達に、雷鬼は鼻で笑った。

「おい、東羅。お前達、このままじゃ襲われて滅ぶぞ」

「何を……」

「姫さんも、今頃聞かされてるんじゃないか？　行成は、余程、鬼が嫌いらしいからな。望月の晩に強襲をかける気だぞ？」

「何で……まさか、死鬼の狙いはそれだったのか」

　鬼の都を襲う為に、人間に取り入り雷鬼まで解放して。

「まさか、そんな……あ、真白は大丈夫なの？　死鬼に狙われていたんだ、何かしてないだろうな！」

「ああ、人形にされて愛でられてるな」

「「は？」」

「まあ、あのままじゃ永くはないな。お前等、気を付けろよ？」

　口端を上げる雷鬼に、東羅は一歩、前に出た。

「お前は、何でそれをわざわざいいに来た。その言葉を俺達が信じると思ってるのか」

「信じる信じないはお前等の勝手だ。だが、オレは事実しかいわない」

「何を……」

「そうやって広く物事を見ないから、お前を守る為に沢山の物が犠牲になっていくんだよ。六十年前から何の成長もしないな」

　小馬鹿にした雷鬼に、東羅は飛びかかりそうになって、それを北羅に止められた。

「東羅！　早まらないで、話を聞こう！」

「聞く必要が何処にある！　お前はこいつがいう事が事実だと思ってるのか！」

「信憑性がないっていい切れるの!?」

　北羅に怒鳴り返されて、一瞬だが怯んでしまう。

　その隙に、北羅が東羅の前に出た。

「真白は、死鬼に手を貸してるんじゃないの？」

「ふん。それが本当か嘘か、お前等の元にいる死にかけに聞いてみろ。……死鬼が娯楽の為に人間に手を貸したんだとしても、オレは奴が気に食わないからな。感謝しろ、奴の計画を潰してやってるオレにな」

　雷鬼は踵を返すと、歩き出す。それを追う間もなく、一陣の風が吹いてその姿を掻き消してしまった。

「……死にかけって、雛菊？」

「そうだろうな。知っているのはあいつだけなんだ」

「じゃあ」

「…………門を閉める」

　雛菊は、宮殿で眠っている。

　東羅は門を閉めると、立て札を出して宮殿へ向かった。北羅がその後に付いて来る。

　宮殿はやけに騒然としていた。

　東羅達は、来訪を女房に告げると、その足で雛菊が眠っている対屋へいった。

「失礼します」

　声をかけて入れば、そこには金代と王がいた。

　その間に挟まれて、雛菊が目を開いている。

「起きたんだ、気分は？」

「お主達は何をしとるんだ」

「ちょっと問題がありまして。雷鬼が東門に現れたんです」

　緊張が走ったのは空気で分かる。

　扇で口を押さえた王が、女房達に下がるよう命じる。

「先に話を聞こうかの」

　下座に座った東羅は、雷鬼とのやり取りを要約して話した。

　それを黙って聞いていた王と金代は、難しい顔のまま雛菊を見る。

「王、師匠。如何しますか？」

「……問題は、都への襲撃ではない。真白殿の安否だ」

「師匠は、雷鬼の言葉を真実だというのですか」

　険を孕んだ東羅に答えたのは、弱々しい雛菊の声だった。

　まだ起き上がれないのか、横になったまま言葉を紡ぐ。

「……真の黒幕は、賀茂行成です。私が昌隆様の元にいった数日後、あの方と死鬼が手を組んだのです」

　死鬼と手を組んだ行成が、昌隆を牢に入れた事。

　死鬼の手を借りて、政権を握った事。

　その目的は、真白を奪還する事だった。死鬼は、ただ、雷鬼を救出して尚且つ、自分の娯楽を満たせればいい。

「……昌隆様を解放してくれるというからどんな事だって我慢出来たのに……結局、私はただの道具にされて終わりました」

　自嘲して笑う雛菊は、手を上げる。それを、近くにいた金代が掴む。

「行成の目的が真白殿なら、きっと、自分の元に縛り付ける為に卑怯な事を命じている筈です……っ、お願い、助けて差し上げて……」

「大丈夫、必ず助けます」

「昌隆様もそれを望むと思います。……早く。あの方の弟なのです、きっと、自分を犠牲にしてでも誰かの幸せを願ってしまうでしょう」

　助けて。そう訴える雛菊は、無理をしたせいか噎せた。金代がその背中を優しく撫でる。

　その光景を見ていた東羅は、呼ばれて王に視線を移した。

「今夜。見張りの鬼達を救出に向かわせるが、東羅はどうするんじゃ？」

「……俺は、この地を離れる気はありません」

「よいのじゃな？」

　胸が騒いでいるのは否定出来ない。

　真白が自分を犠牲にしてしまう性格なのは分かっている。呆れるくらい、自分の事を後回しにしてしまう。それで誰かが笑えるのなら、自分も笑える。そういう損な性格をしているのだ。

　最初に裏切られた時に、もう信じないといったのは東羅の方だ。

　その言葉通りにいかなかったのは、あまりにも真白が真っ直ぐにぶつかって来て。その損な性格が不憫で、愛しくて。

　……二度目の裏切りは、東羅だけではない。

　真白自身の過去も裏切ったのだ。それが許せない。真白の自己犠牲から来る虚実の可能性があったとしても、迎えに等いけなかった。

「行成とは、あの時に花嫁を迎えに来た陰陽師だったか。確かに優秀だが、あの子が狙いとなると、何故にここを狙うんじゃろう」

　顎に手を当てて考え込む王に、北羅がそっと手を挙げた。

「推測で許されるなら。……真白を奪還するのが当初からの予定なら、何か、起こったのではないでしょうか？　鬼を殲滅したくなるような何かが」

「……ふむ。だが、その戦力はどうやって集めたのかのう。幾ら権力を手に入れても、難しいじゃろう？」

　人間の政まつりごと等、正直にいえばどうでもいいのだ。

　だが、それが鬼に関わる事であれば無視は出来ない。

　王は拍手を二回、打った。

「卯う月づき、ちょいと調べて来い」

　御簾の向こうに現れた気配は直ぐに消える。それを見送り、王は立ち上がった。

「そうじゃな。東羅がどうでもいいというのなら、儂も無理にとはいわん。だが、これだけは持っておれ。何かの役に立つでの」

　手ずから渡された物は、瑠璃色の数珠。

　不思議な力を感じるそれは、東羅の手の中で淡く発光した。

「ほう。何やら呼んどるの」

　真剣味のある顔に、東羅は立ち上がる。

「水を用意させる、待っとれ」

　出て行った王の背中を見て、北羅も腰を上げる。

「水？　まさか、この数珠って、水に漬けるの？」

「それは。王の北の方がまじないをかけた物だ。離れた地にいても会えるように、対の物の筈なのだが。呼んでいるという事は、王はもう片方を真白殿に渡したのだろうな」

「じゃあ、真白が呼んでるの？」

　東羅は外に出ると、そのまま遣水に近付き数珠を落とす。

　その直後、水面に目を丸くする真白が映った。

「真白！」

　欄干から身を乗り出す北羅の背後には、同じように出て来た金代が辛そうな顔になる。

（痩せたな……）

　出ていく前と変わった姿に、眉根が寄る。

　真白は必死になって何かを訴えている。だが、その声は聞こえない。唇の動きを読もうにも、早過ぎて何をいっているのか分からなかった。

　それは、相手も気が付いたのか、驚愕した顔を青褪めさせていた。

　おまけに向こうの状況が悪いのか、その姿も荒れて見えない事が多い。

　ただ、所々映る姿は必死に何かを訴えて来ている。

「……ゆっくり喋れ」

　何をいっているのか、何一つ伝わらないではないか。

　自分から死鬼の元に向かったのだ。もう、本音さえ分からない。あの時にいった言葉は、何処までが本音だった？

　顔を顰めた東羅は、舌打ちをした。

「自分から裏切っておいて、今更、助けが必要だというのか」

　唸るように吐き捨てた言葉は、ただでさえ聞き難いのだ。もし、言葉が通じたのだとしても、真白には聞こえなかっただろう。

　王が助けにいくといったなら、自分が動かなくても救出されるだろう。

　放っておけばいいのだ。そう内心で自分にいい聞かせながら、胸を押さえる。

　気のせいではない。胸が苦しいのだ。

「……くそ」

　何だというのだ？

　頭と体が別々に動いているようだ。更に顔を顰めた東羅は、次の瞬間、目を見開いた。

　急に鮮明になった水面。そこに映る真白は涙を流して一言。

『逃げて』

　そう唇を動かしたのだ。

　それを最後に水面から真白の姿が消える。

　唖然とした東羅に、駆け寄った北羅が瞬きをして水面と顔を見比べる。

「真白、何て？」

「…………声は、聞こえなかったが、逃げろと」

「それって、今回の襲撃の事？　真白、そんな事をいう為に呼んだの？」

　そんな事に、使ってしまうのだろう。東羅は舌打ちをして、遣水の中の数珠を取る。

　だが、その数珠に美しい輝きはなくなっていた。焦がしたように黒ずんだそれを見て、北羅は息を飲む。

「真白に何かあったんじゃ」

「……」

「東羅！　真白が危険なのに、それが分かってもまだ意地を張るの!?」

　腕を掴まれ、乱暴に揺すられると、手から数珠が落ちてまた遣水に落ちる。それは反応を示さない。

　それを見ていた東羅には、北羅が何かを訴えているが耳に入らなかった。

　──また、泣いていた。

　思えば、記憶の中の真白は泣いている事が多かった気がする。最近では、殆ど、泣いていたのではないだろうか？

　その度に胸が苦しくて、抱き締めるしか出来なかった。そんな自分にしがみ付く手の力はとても弱々しくて。

『東羅様──』

　目を閉じれば、さっきは聞こえなかった声が聞こえた気がした。

「東羅、どうするんじゃ？」

　何時の間に戻ったのか、王が立っていた。

「いくのなら夕刻には向こうと合流しとくんじゃぞ？」

「僕はいきます！」

「北羅はそういうと思っとたが、門番が二人も消えたら問題じゃろ。東羅がいかないならいくがいい」

　──答えは決まっている筈だ。

　東羅は自分の眉間を押さえた。結局は、忘れられない自分が悪いのだ。そう理由付けそうになって首を振る。

　弱い云々ではない。抱いていたのは信頼や情だけでない事を認めた方がよいのかもしれない。

　変わった人間だった。

　鬼相手に、臆面もなく接して来て。

　怖くはなかったのか？　何の力もない人間なら尚の事、力がある者の側にいては萎縮するだろう。

　鬼同士でも、それは仕方がない事なのだ。故に、鬼は情に厚くなるという偏向がある。性に合わなくても、弱者を守れという先祖代々流れる血が動かすのだ。

　稀に、雷鬼のように逆に働いてしまう者も出るのだが。

　それでなくても、あの子には笑っていてほしい。生意気な口を利いては、したり顔になったり、ほんの些細な事にも、嬉しそうに顔を輝かせたり。

　不安そうな顔も見た。泣き顔も見た。思い詰めて、苦しそうな顔も。自分を責める辛そうな顔も。

　その中で、鮮明に残るのは笑顔ただ一つ。

「……俺は」

「東羅。助けを呼ばないから強いのではないのだぞ。助けを呼べないからこそ、強がる事もあるのだぞ？　……もう、分かっているだろう？　早く支度をしなさい」

　手遅れになる前に。真白は強くない。強がって、全てを自分で抱え込んでしまうのだ。

　それでよしとしているのだから質が悪い。

「……くそっ」

　助けを求めて差し出す手は分かり難い。ただ、泣いているのなら。

　助けなくてはいけない。助けたい。そう思ってしまえば、後の事は頭から抜けてしまった。

　このまま見捨てる事は出来ない。空を見上げれば、夕刻まではもう時間がない。

　その薄い空の色に、嫌な予感がした。今、いかなくてはもう二度と会えない。そんな気がした。

「いくのなら卯月と合流せよ。指示は出しておる」

　王はもういくのが決まっているかのように命じる。

　それに小さく頷いて、東羅は落ちた数珠を拾い上げた。滴る水を拭い、手首に嵌める。

「北羅は、花嫁が帰って来た時に迎えてやれる準備を整えてやってあげなさい」

「はい！」

　元気な返事を聞きながら、東羅の足は外へ向かう。

　段々と速くなる足取りは、門を出るなり駆け足に変わった。開いている西門に向かうに連れてその速度が増す。

　利用者が驚き、西羅が何かをいうが、それを全て無視して都を出る。

　時刻が過ぎるに連れて感じる焦燥感。

「……っ」

　こんなにも時が流れるのを早く感じた事はない。

　体を風が包む感覚の後に空気が変わる。一拍後には、目の前が開けて、人間の都が見下ろせる場所に出ていた。傍目からでも分かる負の空気に覆われて、淀んで見える。

「東羅様」

　茂みを掻き分けて、卯月が出て来た。

「王から伺っています。もう直ぐに日が暮れますので、それを待ってから都に入ります」

「あいつの居場所は分かるのか」

「昼間の内に、見張りの者が都に住まう妖に聞いていますので」

　本当は、今直ぐにでも飛び出したい。

　だが、夜にならなくては下手をしたら人間が騒ぐかもしれないのだ。

　東羅は手首を掴んで奥歯を噛み締める。

「……花嫁殿は、賀茂行成の屋敷におります。この地に戻ってから、妖の注目を集めているからか簡単に情報は入りました。随分と不憫な思いをされているようです」

「…………奴が鬼の都を狙う理由は何か分かったか？」

「死鬼が、権力者達に鬼の角には不死の力がある等といい触らしているとかで、それを信じた人間が賀茂行成に鬼の角を所望したようです。……それ以外にも、奴には理由があるようですが」

　いい淀む卯月に、東羅は都から視線を逸らした。卯月が目を伏せる。

「あいつが関わっているのか」

　確信を持った問いに、頷きが返る。

「……花嫁殿が、鬼の都を襲わないよう、賀茂行成に下ったのですが。それだけでは我慢出来ず、花嫁殿を手に入れたいが為の凶行かと」

　それでも、真白は助けを呼ばない。助けを呼べないというのが本当かもしれない。

　不憫に思われる境遇という事は、辛い思いも悔しい思いもした筈だ。

　それなのに東羅に『逃げろ』といった。

　それがあの子の強さであり弱さなのかもしれない。

「妖は花嫁殿を実際には見てはいないとの事ですが。どうやら、賀茂行成が屋敷の奥に隠しているようで。……何より、あの屋敷には雷鬼や死鬼がいるので、簡単には近付けないとの事です」

「……今もいるのか」

「その可能性はあります。我々で可能な限り奴らを抑えます。その間に花嫁殿の救出を願います」

「分かった」

　小さく頷いて、東羅はまた都を見る。その手が、数珠ごと、手首を掴んだ。

　屋敷の形に大差がないのなら、何処に閉じ込めるかは考えれば分かる。誰の目にも触れてほしくないのなら、北の対屋だろう。

　早く日が暮れればいい。退屈な時間は余計な事も考えさせるのか、行成に好きにされていると思えば、腹が立って来た。

「……くそ」

　舌打ち混じりに呟いた言葉に、卯月が驚く。

　門番を任されているだけあり、東羅達の力は強い。それは、卯月よりも上だ。

　力が上の者が不機嫌でいれば、こんな場所でも驚いて萎縮してしまう。

「…………すまない」

「……いえ、東羅様は花嫁殿を助ける事だけを考えていて下さい。後は、私達が引き受けます故」

　束になってかかっても、雷鬼達に敵うとはいえない。

　彼等を一人でも助ける為には、自分が早く救出して鬼の都に帰らなくてはならないのだ。

「無理はするな」

　そういえば、卯月は頭を下げた。

　早く助けてあげたい。今も苦しんでいるかもしれない。何よりも、あの男の元から連れ出したかった。

（泣き顔一つで……）

　こんなにも揺さ振られるのだ。

　渋面を浮かべた東羅は、手首を掴む手に力を込めた。
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　長い時間が流れ、日が暮れる。空が雲に覆われているせいか、暗くなるのが早い。

「いきましょう」

　周りには、見張りに遣わされていた鬼達がいる。

　卯月に促され、東羅は頷いた。

　暗闇のせいか、はたまた、淀んだ空気のせいか。

　胸が騒ぐ。嫌な予感がした。闇に紛れるように都に入る。夜を生きる妖達のざわつく気配が肌を刺した。

「この先です」

　先行する鬼が、周りに気を配りながら角を曲がる。

　その先に見えた屋敷。その門番を、卯月が気絶させた。その隙に忍び込む。

「東羅様、如何しますか」

「北の対屋へいく。死鬼や雷鬼がいるのなら、行く手に現れる筈だ」

　東羅の言葉に従うのが得策と取っているのか、卯月を始め鬼達は付いて来た。

　屋敷は閑散としていて、静まり返っていた。出来るだけ、音を立てないように動いていた東羅達も、異常を感じる。

　一旦、足を止めて直ぐ側の部屋を覗く。

　そこには、女房が一人、倒れていた。卯月が近寄り、女房に触れる。

「……生きてはいるが……これは」

「何だ」

「眠っています」

「……起きないのか？」

　抱き起こされても何の反応を示さない女房に、違和感を感じる。

　卯月は女房を揺すり、静かに頷いた。

「これは、術がかけられているのでは」

「では、陰陽師が」

　何かが起こっている。険しい顔で足を踏み出した東羅は、渡り廊を駆け抜ける。

　慣れ親しんだ気配を感じ香の香りが鼻腔を突く。胸が逸ると同時に、消しても消えない嫌な予感がしていた。

　頭の中で鳴り響く警鐘が、この先にはいかないよう訴えても、足は止まらない。

　見えて来た北対屋。その妻戸を蹴破り飛び込む。

「真白!!」

　無意識の内に出た名前。

　息を弾ませ、几帳に映る影に近付く。

　この先にいる筈なのに。見ない方がよいのだと、本能が危険を知らせる。

　それを無視して几帳をどかす。

　そこには、確かに求めていた姿があった。──信じられない形で。

「やぁ、やはり来たか」

　薄く笑う行成。その胸に凭れているのは、着飾らされた真白。

　灯台に照らされている顔は青白く、閉ざされた瞼は反応を示さなかった。

　力なく胸に頭を預ける首。開けられない瞼。半開きの唇。

「……真白、見なさい。鬼がお前の元に会いに来てくれたんだよ？」

　軽く揺する様子は、起こそうとしているようだ。

　だが、何の反応も示さない真白に、行成は「仕方のない子だ」と呟き頭を撫でる。

「残念だが、真白は起きない。また出直してくれないか」

「……何を」

「おや。分からないのかな？　真白は私の物になったんだ。体も心も、全て私の物になった。永遠に」

　何かいっているが、耳に入らない。

　大きく聞こえる心音。震える体。

　視界に入るのは真白だけだ。化粧まで施されているのに、その様子が、ただ事ではないと知れる。

「だから、帰ってくれないか？　お前がいては邪魔なんだ」

「……にをした」

「ん？」

「そいつに、何をした!!」

　頭に血が昇る。怒鳴った東羅の迫力は凄まじい物で、怯んだ行成の腕から真白の体を奪い取った。

「真白を返せ!!」

　慌てふためき、真白を取り返そうとした行成から離れる。

　そのまま部屋の隅に下がり、東羅は腕の中の真白を見下ろした。

「真白」

　記憶よりも遥かに軽い体。

　最悪な予感に、口許に手をやる。

　微かに触れる吐息。その事に安堵した東羅は、肺の中の息を全部吐き出した。

　小さな頭を抱き寄せて髪に顔を埋める。だが、首にある絞められた痕を目にすると、沈静化しようとした怒りが込み上げて来た。

「真白を返せ！　私の物だ、お前にはやらん!!」

　迫る手を掴み、そのままくるりと返して背に回す。

「ぎゃっ」と悲鳴を上げた行成に構わずに、更に力を込めれば、余程痛いのかもがく力を強くした。その抵抗に、真白を抱え直して背中に膝を乗せた。

「陰陽師なら俺を倒してから物をいえ」

「離せ、離せ！」

「この何処がお前の手に入ったといえる。脅して、縛り付けて……っ」

　今、ここで殺してやりたい。それ程迄に抱いた強い殺意に、怒気が上がり建物が軋む。

　体の自由を奪われているからか、行成が息を飲んで体を震わせた。

「それでも、お前はこいつを手に入れられたと思ってるのか」

　そんなまやかし、長く持つ筈がない。

　このまま、腕を圧し折ってやろうと、手に力を込める。

　優秀な陰陽師なのは分かっている。その力が強い事も。だが、所詮は赤子に毛が生えた程度の存在だ。

「……鬼の足下にも及ばない事を忘れるな」

　ぐっと手に力を込め、折ろうとする。刹那。

「……ぅ……ら、様？」

　腕の中を見れば、瞼が震えて、薄っすらと目が開いた。

　宙をさ迷っていた視線が、東羅の衣を見て、ゆっくりと上がる。

　それを見守っていたら、黒の瞳と視線が絡む。僅かに目を見張った真白は、これが現実とは思わないのだろう。

　ふわりと笑った真白は、手を伸ばして東羅にしがみつくと顔を埋めた。

「……東羅様、会いたかった」

　小さく、今にも消えそうな声。片手では不安定だが、抱き直して支えると、首に腕を回して抱きついて来る。

　その弱々しい力や、肌を擽る微かな呼吸に、胸が焦がれた。

「帰るか」

　そう、耳許でいえば、真白の顔が綻んだのが分かる。

　その小さな頷きに、東羅の口許も緩む。

　直後。手の力が緩んだのを見計らい、行成が下から抜け出した。

　東羅は上の衣を脱ぎ、真白に被せて隅に横たえる。

　真白はまた意識が途切れたか、何の反応もしない。その体を撫でる。

「……少し、待て」

　真白から離れれば、外で様子を見ていた卯月が入って来た。

　それに視線だけを投げて、後は任せる。

「死鬼！　雷鬼!!　何処にいるんだ、早く出て来い!!」

　行成の叫びにしかし、応える者は誰一人としていない。

　それもその筈だ。使用人は昏睡し、死鬼や雷鬼はその気配すら屋敷にない。

「情けないな。お前は陰陽師だろう？　何を異形な物に頼る必要がある」

　足下に転がる几帳を折り、縦木を手にとって構える。

「黙れ黙れ！　私が手を下さなくとも、お前如き鬼は死鬼達にやられればいいんだ！」

「……それが陰陽師の言葉か？　情けない」

「黙れ!!　……お前が悪いんだ、お前がいるから全て狂うんだ!!　真白は私の物なのに……!!」

「まだいうか。あいつはお前の物なんかじゃない」

　行成は、先程のせいで腕を痛めたのか肩を押さえる。

　動きたくとも動けないのは、東羅の迫力に呑まれたからだけではない。背後には、卯月の他にも鬼が集まって来ているのだ。

　死鬼達を探していたのだろう。その結果は、全員が揃った事で分かる。

「死鬼と雷鬼は逃げたか」

　鼻で笑えば、行成の顔色が変わった。

　孤立無援になったのだ、幾ら有能な陰陽師でも、この状態が最悪なのに変わりはない。特に、目の前の男は、正気ではないのだ。

　戦うのが東羅だけでも、これでは戦う前から結果は見えている。

「二度と、真白に手を出さないと誓うのならば、この場は見逃してやる」

　せめてもの慈悲をかけてやれば、行成は鬼に囲まれた真白を見る。

「真白は私の物なのだ。小さい頃から見て来て……私の物になる筈だったんだ……真白もそれを望んでいる」

　よくもいけしゃあしゃあといえるものだ。

「お前さえ近付かなければ、真白は私の物になる筈だったんだ!!」

「何があったんだとしても。真白はお前の物にはならない！」

　怒鳴り返した東羅は、縦木を握り直して構える。

　真白が選んだのなら、その場所をその人をどうこういうつもりはない。それで幸せになれるのなら、文句をいう必要がないからだ。

　それを見守るのが、本当に想ってやれる者ではないのか？

「玩具を取り上げられて癇癪を起こすのは、子供の頃だけにしろ」

　勝敗に時間がかかる事はない。何の抵抗も出来ない人間相手だ、その左の胸にこの縦木を突き刺してやればいいのだ。

　やる事に躊躇いはない。この男は許せない、殺してやりたい程、憎んでいるのだから。

　足を踏み出した東羅の瞳は、残忍な色に染まっている。

　見る者を震わせるその姿は、正しく鬼だ。行成が目を見開く。刹那。

「東羅様!!」

　上がった悲鳴のような声に、動きが止まる。

　後、少しで行成の胸を突くという所で止めたのは、卯月に支えられている真白だ。

　さっきよりも意識がはっきりしているのか、東羅を真っ直ぐに捉えている。

「……どうか、慈悲を」

　苦しそうにいう顔に、東羅は眉根を寄せる。

「…………お前を苦しめた奴だろ？」

「それでも、お願いします」

　殺さないでくれと懇願する真白に、東羅は逡巡した後に手を下ろした。

　代わりに、行成の袖を床に縫い付けるように、縦木を突き刺す。

「だから、頭が弱いというんだ」

「……東羅様」

　近付いて見下ろせば、真白は困惑した顔になる。

　ここに鬼が集まっている事もそうだろうが、東羅がいる事が信じられないのだろう。

　胸元の匂袋を握り締めて視線を逸らす様子に、溜め息が漏れた。

「今回はお前の救出が目的なんだ、用は終わったから帰るぞ」

　そういえば、更に困惑する真白に、卯月が横から口を挟んだ。

「鬼の都への襲撃のことは知っています。そちらは心配はいりません、さあ、帰りましょう」

「……その……帰るとは？」

　やはり、夢だと思われているのか。

　舌打ちをした東羅は、真白を抱き上げた。小さく悲鳴を上げた真白は、咄嗟に首に腕を回してしがみ付いて来る。

「東羅様っ？」

「お前がここに残りたいのならそういえ」

　返事を待たずに歩き出せば、息を詰める気配がする。

　微かに震える体に、また溜め息が漏れた。足を止めて、頭に手を添えて肩に誘う。

「何も心配する事はない、泣くな」

「……っふ、ぅ」

　堪え切れずに漏れた嗚咽に、しがみ付く腕に篭る力。

　不安で、辛くて、けれど、それを抱えて一人で戦っていたのだ。変わってしまった行成への戸惑いや、捕らえられた兄への心配がなかった筈がない。

　助けも呼べずに、頑張っていたのだろう。

　それを思うと、怒りが湧いて来る。

　何もしなかった自分と、苦しめた行成に。

「よく、頑張った」

　背中を撫でれば、堰を切ったように泣き出した。

　大声で泣きじゃくる真白をあやしながら、東羅は呆然とする行成を見た。

　視線に気付いた行成は、腕の中にいる真白を見て、言葉にならない声で喚く。それに驚き体に力を込めた真白をあやし、踵を返して歩き出す。

「気にする事はない」

「……でも」

「寝ていろ。目を覚ませば鬼の都に戻っている」

　鼻の詰まった声でもごもごいう真白に、東羅は再度、足を止めた。耳を澄ますと、行成の名前が出る。

「あ？」

「……その……行成様を説得しなくては、鬼の都が襲われてしまいます」

　だから、このまま帰る訳にはいかないと。

　そういった真白に、東羅は歩みを再開する。

「お前が一人で背負う程、鬼は軟弱じゃない。このまま襲撃が来るのだとしても、返り討ちにしてくれる」

「……けれど」

　まだ何かいおうとするのを、軽く背中を叩いて止める。

「……頼むから、少し寝ていてくれ」

「…………東羅様」

　鬼の都への襲撃は、今はいいのだ。真白を無事に救出して、早く都に戻る。それを一番に優先しなくてはならない。

　外に出ると、夜風が体を撫でた。

　それから直ぐに、腕の中の重みが増して、真白が寝たのを知る。その体を抱く手に力を込めた。

「東羅様、直ぐにお戻りを。屋敷の者達が目を覚まします」

「何故、昏睡していたのか分かったのか」

「はい。どうやら、賀茂行成本人が、何かと邪魔をされないよう術をかけたのでしょう」

「……馬鹿か」

「馬鹿なのでしょう。人が集まります、急いで下さい」

　人目に触れるのは好ましくない。

　東羅は、出て来た鬼を見回し、数が揃っているのを確認してから足を都の外へ向けた。

　真白を連れ帰ると、直ぐに宮殿に通された。医者に診てもらっている間に、王に報告をする。それが終わる頃には、すっかり日が昇っていた。

「ふむふむ。死鬼達はまだ、人間の都にいるだろうが、問題はこれからの流れじゃな」

「ええ。このまま都に攻められても、そこは問題はないでしょう。ただ、死鬼や雷鬼が来るとなると話は別です。行方を探し出して、動向を見張らせましょう」

　険しい顔で頷く金代に、東羅も表情を強張らせる。

　雷鬼に至っては、行成の計画を邪魔したいといっていたのだ。何が起こるかは分からない。だが、その事からして、あちらの結束は固い訳ではないらしい。

「死鬼と雷鬼は六十年前からの仲です。今回、死鬼が雷鬼を逃したかったという事から考えるに、あの二人は離れはしないでしょう」

「うむ。それが余計に面倒なんじゃよなぁ」

　離れないという事は、二人が同時に襲って来る事も考えられるのだ。

「何にせよ、人間の帝に文を出すかのう。行成の事じゃ、有能な陰陽師を動けんようにしとるじゃろう。それらを解放させれば、都を覆う負の空気もなくなるかもしれん」

「人間に出回っている、鬼の角の噂は如何致しますか」

「そんな物、全くの出鱈目じゃろう。鬼に被害が及ぶなら儂がその人間を同じ目に遭わせてくれる。そういえばいいじゃろ」

　片目を閉じた王に、金代は苦笑した。そのまま、傍らに座る東羅を見遣る。

「ここはいい。ご苦労だった」

「……いえ」

「真白殿が目覚めたら不安に思うだろう。後は私達に任せて、お前は付いていて差し上げなさい」

「…………失礼致します」

　頭を下げた東羅は、その足で真白が運ばれた部屋に向かった。

　そこには聞きつけた北羅や南羅が真白に付いていた。

「お疲れ様。まだ起きないわよ」

「過労と衰弱が著しいらしい。そっちはどうなったの？」

「王や師匠が何とかしてみるとおっしゃっていた」

「……なら、任せるしかないか。王が自ら動くとおっしゃっているなら、止められないし」

　座った東羅に、南羅が上衣を渡す。それに袖を通した東羅は、青白い顔で眠る真白を見つめた。

　これからだ。真白がどちらを選ぶかは分からない。場合によっては、また、人間の都に戻す事になる。

　……だが、出来れば、ここにいてほしい。

　そう、願ってしまった。
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　夢だと、そう思っていた。もう、自分は死んだんだと。そう思っていたから、一目でも姿を会えた事は嬉しくて。

　──だが、それが夢ではなかった。

　東羅は、逃げるでも無視をするでもなく、助けに来てくれたのだ。

　それが、信じられなくて。また、あの手に触れられた。

　また、あの瞳に映った。話せた。

　それが、どれ程、真白にとって嬉しかったか。東羅は分からないだろう……。

　目を開けば、見慣れない天井が視界に入る。

　瞬きをして、それを見つめていた真白は、ゆっくりと周りを見回した。

　誰もいない室内は、内装からして人間の物と少しの違いがある。

「……ここは」

　まさか、本当に鬼の都なのだろうか。

　眠りに着く前に、東羅がいっていた。目を覚ませば鬼の都だというのは、ただの慰めではなかったのか。

　気怠い体を起こして、茵から出た。ふらつく足を叱咤して簀子に出る。

　空を見上げれば綺麗な茜空が広がっていた。

「……あ」

　どれくらい、寝てしまったのだろう？

　瞬きをした真白は、周りが静かな事に不安を感じて眉を下げた。

「……東羅様？」

　庭の景色を見れば、ここは宮殿だと分かる。

「東羅様？」

　いないのだろうか？

　当惑する真白は、近くの部屋を見にいく。だが、やはり、その姿はなく。それ所か、女房や見張りの者もいない。

　一旦、戻った真白は、茵に正座をした。

「……何かあったのかな……あ、まさか」

　目を見開いた真白は、視線を都の外の方向に向ける。

「……襲撃があったのでは……それで」

　真白は、自分が単衣しか着ていないにもかかわらず外へ飛び出した。

　この対屋が何処にあるか分からないからこそ、砂利を蹴って築地塀へ向かう。それを乗り越えようとしたのだが、普通の屋敷ではないのだ。主を守るその塀は高く、自力では登れそうにない。

「何か足場になる物は……」

　周りを見回していた真白は。

「……何を探してる？」

「あの、……足場になる物を。その、この塀を越えたくて」

「何故？」

「外の様子を知りたいのです。その……人間の襲撃があったのではないでしょうか？」

「ない」

「あ、そうなのです……か？」

　今頃になって、背後からの声に驚いて振り返る。

　そこにはうんざりとした顔の東羅が立っていて。

「ひっ」

　小さく悲鳴を上げて築地塀に縋り付いた真白は、そのまま腰を抜かしてへたり込んでしまった。

「何をしているんだ」

「あ、あの」

　慌てふためく真白の前に立ち、東羅は片膝を着いた。

　夕闇が迫る中、視界が悪くなる世界では、少しでも近付いてくれるのは有り難い。

　だが、そのまま更に近付いて来る顔には困惑してしまう。

「東羅様？」

「お前は、何時もそうだが。何故、体が弱っているのに動くんだ」

「……っえ、そうですか？」

「そうだ」

　即答されては、困ってしまう。眉尻を下げた真白に、東羅が持って来た打掛をかけた。

「半刻でもじっとしていたらどうなんだ」

「だって、誰もいなかったんですよ？」

　何かあったのではないかと心配したというのに、呆れられるとは。……否。最初から、呆れられていたのではないか。

　どういい返したものか分からず、真白は目を伏せた。

「……何故、東羅様は助けに来て下さったのでしょうか」

「何だ？」

「東羅様は、私に近付かない方がいいと思います」

「……」

「……助けて下さった事は、言葉に出来ない程、感謝しています。けれど……それは、それです」

　自分から東羅の元を離れたのだ。本当なら、助けてもらえる筈もない身分だった。

　それが、自分の意思ではなく、強要された事だとしても。

　第一、東羅がいったのだ。幻滅したのだと。

　真白は東羅の膝を見つめる。

　……また、突き放されるのなら、幸せな記憶だけを抱いていたい。

　助けてくれたのが命令でもいい。また、話せた。会話が出来た。触れてもらえた。それも夢ではない。

「……あの……私はどれ程、眠っていたのでしょう？」

　沈黙が下りそうで、話を振れば、東羅は溜め息を吐いて後ろ髪を掻いた。

「三日だ」

「そんなに」

「体にかかる負担が大きかったんだろう」

「……そうですか」

　行成の元にいた時は、今思えば最悪な環境だった。

　起きている間は、着飾られたり、何とか逃げ出そうとしたりと、大おお童わらわで。

　かといって寝ている時が休まる時ともいえなかった。

　疲れていても眠れない夜を、幾つ、過ごしただろうか？

　思い出すだけでも、胸が悪くなるような思い出ばかりだった。

「……分かったなら、心配してないで寝ていろ」

「…………はい」

　心配をしない筈がない。行成は、真白を諦めていない筈だ。また、人間が鬼の都を襲わないとも限らない。

　ここに戻れた事が嬉しくても、心配や不安は尽きないのだ。

　この身一つを差し出せば、行成が襲撃を止めてくれるだろうか？

　今回こそ、止められるだろうか？

　望月が明日ならば、まだ、間に合うだろうか？

　思い詰める真白は、衣擦れの音を聞いて顔を上げた。途端、深い紺色に覆われる。

　何が起きたのか理解するには、そんなに時間はかからなかった。

「と、東、羅様？」

　優しい抱擁に、真白は目を白黒させる。

　だが、何もいわず、何もされずにいれば、不思議と力は抜けて体を預けてしまった。

　日が暮れれば、どんどん気温が下がり寒くなる。その寒さからも守るように温かい体に包まれて、どうしようもなく泣きたくなった。

　衣にしがみ付いて、肩に顔を埋める。

「……残酷な方ですね、東羅様は」

「優しいといった口でころころとよく変わる」

「東羅様は優しい方ですよ」

「……少し、黙っていろ」

「照れていますか？」

　くすくすと笑えば、東羅が動いてこめかみに口付ける。

　行成に触れられた時とは違う、気持ち悪さもなければ心が凍り付くような感情も湧いて来ない。温かくなって、ただ指先が触れ合うだけでも嬉しくなる。

　真白は、下唇を噛み締めた。

「……っ、東羅様は、私によくして下さるから。だから、付け込まれるのですよ？」

　東羅は優しいから、だから、こうやって触れてくれるのだ。

　だが、それは本来、東羅の望む事ではない。

　真白に触れるのは嫌な筈だから、だから、触れてほしくないのだ。

　恋、慕う相手だから。だから、嫌だと思うなら触れてほしくない。心が悲鳴を上げるのだ。

　嬉しいのに。幸せな筈なのに。辛い。苦しい。嫌だ、触らないで──。

　騒ぐ胸に、真白はきつく目を閉じた。

　自分からは突き放せない。だから、このまま離してほしい。

　……そう、願って口にしたのに。東羅の腕は強くなるだけで離してくれないのだ。

「東羅様っ」

　名を呼べば、東羅は真白を持ち上げると自分は座ってその膝の上に乗せた。

「東羅様」

　逃げ出さないようにがっちり捕まえて、東羅は真白の肩に額を付けた。

「……お前を助けにいった時。死んでいるのかと思ったんだ」

「え」

「何の反応もしなかったから、息をしているのを確かめるまで、気がおかしくなりそうだった」

　それが、何時の事かは記憶を辿れば分かる。

　行成に首を絞められた後の事だろう。真白は首を押さえた。

　あの時は、もう駄目だと思った。このまま、死んでしまうのだと思うと、ただ脳裏に浮かんだのは東羅一人だった。

　鬼の都に帰りたくて、東羅の元まで戻りたくて。それが叶わないのは、真白自身が知っている。だから、心は……魂だけは帰りたかった。

「……変な物だな。お前なんて、もうどうでもいいと思っていたのにな」

　東羅の声が耳許でする。背中に回る温かな手。そこから、じんじんと痺れるような感覚がした。

「……どうでも、よいのではないのですか？」

　一瞬、躊躇した後にそう聞いてみる。

「東羅様は、王の命令で私を助けて下さったのでしょう？」

　ああ、王に命令を受けたのに真白を救えなかったら、まずいと考えたのか。

　少し捻くれた考えに行き着いた時、東羅が体を少し離して真白を見た。静かな黄金の瞳に魅入られる。

　やはり、綺麗な色だ。ついつい見惚れてしまう。

「命令だと、思うのか？」

　その返しに、反応が遅れてしまう。

「あ、あの……違うのですか？」

「どう思うんだ？」

「……問い返せばいいという物ではないのですよ？　私が聞いたことに答えて下さい」

　むぅっとした真白の頬を、東羅の手が優しく包む。

「どんな理由があれど、俺が助けた事に変わりはないだろう？　知りたいのか？」

「…………教えて下さると嬉しいのですが」

　確かに、東羅が助けた事に変わりはない。

　けれど、後で変な期待を持たないように、真実を知りたかった。真実も何も、東羅は、好きで自分を助けたのではないのだから。

　真白は小さな笑みを浮かべる。その笑みに、少しだけ悲しい色が混ざっていたことに、東羅は気付いていた。

　東羅は、真白の頬を上げて自分の目を見させる。そうなれば、もう動けなかった。

「俺は、命令など受けていない」

　目を見てはっきりといった東羅に、真白は息を飲んだ。

　唇が、引き攣った笑みを浮かべる。

「……っ、嘘、ではないのですか？」

「何だ、疑うのか？」

「……だって」

　信じられない。東羅は、真白の事をどうでもいいといったではないか？

　肩に添える手が震える。

「東羅様が、理由もなしに私を助けに来る筈がない」

　皮肉混じりにいってしまったのは仕方がない事だろう。

　そんな真白の様子に、東羅は怒るでもなく、いい聞かせるように優しく同じ事をいう。

「俺の意思でいったんだ。信じろ」

「……っ」

　東羅の事は信じているのに、どうしてこの言葉は疑ってしまうのだろう。

　そんな自分が悔しくて、それと込み上げる物を零したくなくて。下唇を噛み締めた真白は、歪む視界の中、必死に東羅を映した。

「お前は、どうして助けを求めなかったんだ」

「……だって。私が行成様の所にいれば、あの方のいいなりになっていれば、鬼の都が襲われないといわれたんです」

「嘘に決まっているだろう」

「っ仕方がないではありませんか……私にはそれしか方法がないと思っていたのですから」

　あの方法しか、鬼の都を守れない、そう思っていたのだから。

「東羅様は怒られるかもしれませんが、私は鬼の都を守りたかった！　人間と、鬼の確執を、これ以上増やす必要も、どちらかが滅びる必要もないんです！　私には何も出来ないと思っていたけれど、私が行成様の物になれば、それで鬼の都が守れるのならば、取るべき手段は一つしかないではありませんか！」

　この身を犠牲にするのだとしても、その道しか選べなかった。

　堪えていた涙は、簡単に落ちて頬を濡らす。

「……私が決めたのだから……っ、助けなんて呼べる筈がありません……何より、誰に助けを求めろというのですか？」

　人間の都で、味方を探す事は出来なかった。

「あんな別れ方をしておいて、……東羅様に助けを求める訳にはいかないでしょう？」

　都合のいい付き合いはしたくなかった。

　また会いたいと願っていながら、会うのが怖くて。ましてや、自分が辛いからと助けを呼ぶ訳にはいかなかった。

　真白は、出来るだけ俯いて泣き顔を隠す。

　東羅から離れようにも、何をしても離してくれないのだ。肩を押したり叩いたりしても、意味がない。

　その内に諦めると、東羅は顔を寄せて眦に口付ける。それに驚いていれば、優しく涙を拭われた。

「……ふ、ううっ」

「泣くな。お前が泣くから、助けにいったんだ」

「っ」

「……それなのにまた泣かれたら意味がないだろう」

「そ、んな事をいったって」

　せめてもと嗚咽を堪えれば、東羅が苦笑をした。

「お前が別れの時にいった言葉は、どんな理由があれ許す事は出来ないだろう。……だが。お前を助けたのは、お前が泣いたからだ」

「……泣かなくては、助けて下さらなかったんですか？」

「それはその時にならなければ分からない。だが、お前の泣き顔がなければ動かなかったかもしれないな」

「……何ですか、それは」

「その顔を見たから、憤りも何もなくなったんだ」

　今度は、先程とは反対のこめかみに口付けられる。

　目を閉じてそれを受け入れた真白は、離れても直ぐ側にある顔を見る。

「助けを呼べなかったのは、お前は何も悪くない」

「……東羅様」

「よく、頑張ったな」

　頭を撫でる手。また、褒められた。それが、どうしてこんなにも泣けるのだろう。

　折角、落ち着いてきた真白は、泣きじゃくりながら東羅にしがみ付いた。大きな手が背中を撫でる。

　これがまた夢でなければいい。

　東羅が優しくて、こうしていられる時間が長く続けばいい。

　時間なんて、過ぎなければいいのに。

　背中に回した手が、くしゃくしゃに上衣を握り締める。そうやって強くしがみ付いておけば、離れないでいられると思った。








○　●　○









　すっかり日も暮れて、気温が下がる。真白が落ち着いてから対屋に戻り、医者に診てもらったのは一刻前。その後、王や金代、北羅達の見舞いがあったが、真白の体を思ってか直ぐに終わった。

　その際にも襲撃を心配するなといわれたが、やはり気になってしまう。

　思い詰める真白に、東羅がお粥を作ってくれたのだが、それも喉を通らない。

　簀子で、丸には少し足りない月を見つめていた真白は、後ろから抱えてくれている東羅に頭を預けた。

　体の前に回る手には、冷めているお粥がある。

「……東羅様、行成様はどうなったのでしょう」

「知るか、あんな奴。……死鬼と雷鬼が、未だに見付からない。上手い事、隠れているのかもしれないが、その助けがなければ襲撃は上手くいかないだろうな」

「……行成様は、ああなってしまう前は、とても聡明な方で。何の取り柄もない私を、疎む事なく接してくれたんです」

　体に回っている腕に力が篭った気がした。

「私のせいでしょうか。行成様が狂ってしまうとは考えもしなかったのです」

「……お前のせいではない」

「ふふ。東羅様は、何時もそういって下さいますね」

　それは有り難いのだが、辛い物もある。今、真白がほしいのは慰めではないのだ。

「ただ、兄上の幸せを願ったのです」

　王が帝に頼んでくれたらしいが、昌隆は牢から出られただろうか？

　体は弱っているだろう。出られたのならば、無理せずに休んでほしい。

　王は、落ち着いたら、雛菊や昌隆と相談してこれからの事を決めるらしい。その結果がどうであれ、真白には好きな道を選ぶようにいわれた。

　人間の都に帰るもよし。鬼の都に移るもよし。

　後者は願っても見ない事だが、東羅といられないのならそれは嫌だ。

　真白は目を閉じた。聴覚が澄み渡ると、東羅が椀を置いた音も大きく聞こえる。

「東羅様」

「何だ」

「私に触れられるのは嫌ではないですか？」

「嫌ならこうしていない」

　外に出ていたい。その真白の我儘を聞いてくれた東羅は、やはり優しい。

　だが、今夜は冷える。打掛だけでは心許なく、こうして寄りかかれて尚且つ暖が取れるようにしてくれたのだ。

「では、嫌ではないと取っていいのですね」

「勝手にすればいいだろう」

「東羅様は可笑しな方ですね。私はどうすればよいのでしょう？」

「知るか。自分で考えろ」

　ぶっきらぼうに答える東羅はしかし、その腕を解かないのだ。嫌ではないのだろう。

「兄上や、雛菊様や、もっと他の沢山の方々が大変な思いをしているのに。私は、今、とても安らいでいるのです。おかしいでしょう？」

「……」

　目を開けて、上にある顔を見上げる。月光を浴びて、真白を見下ろしている東羅の顔がはっきりと見えた。

「東羅様は、どうですか？」

「何がだ」

「分かっているくせに。……本当に何もなければいいのに」

　何も起こらなければいい。

　襲撃もなく、直ぐに昌隆も解放されて。民や帝も健康で末永く幸せになれればよい。

　それが叶うと、証明してほしい。東羅の右手が、真白の髪を撫でた。その感触に目を細める。

「……これは、夢ではないのですよね」

「夢なら、随分と長いな」

「本当に。私が見ている願望ではないのですよね」

「だろうな」

　真白は、髪を撫でる東羅の手を取った。

　自分から触れる事に、全く抵抗がない訳ではない。拒絶されないかと冷や冷やしていて。

　恐る恐る握り締めた手は、東羅によって握り返される。それでやっと安堵して、真白は東羅の指を一本一本なぞった。

「……お前は、人間と鬼のどちらに味方する？」

　同じ質問は、前にされた。真白は、東羅の手を握って顔を見上げる。

「私は、鬼と人が分かり合える事を願います。どちらかを選ぶのは難しい」

「なら、俺とあの陰陽師は」

　強く手を握り締められて、真白は僅かだが目を見開いた。

　行成と東羅、どちらかを選ぶとしたら、それはどちらか。そんな物、考える必要もない。

「東羅様、私、分かった事があるのです。裏切った時にあんなにも東羅様が怒ったのは、矜持を傷付けられたからではないと。私を、信頼して下さったのですよね。その信頼を裏切られたから、あんなにも怒ったんだと」

「…………気が付くのが遅いんじゃないか」

「はい。私も思います。……どうして、こんなに簡単な事に気が付かなかったんだろう」

　自嘲する笑みを浮かべた後に、真白は東羅に向き直り正面から黄金の瞳を見つめた。

「……東羅様、賭けをしませんか？」

「何？」

　不審そうに見つめる東羅に、真白は口を動かす。

「私はもう二度と、貴方を裏切りません。約束します。……そういって、私は貴方を裏切ってしまったけど。今度こそ、私は貴方に約束をします」

「……お前が裏切るほうに、俺が賭ければいいのか？」

「はい」

「……おかしな話だ」

「……そうですね。おかしな話です。けれど、信じてほしくて。貴方が勝てば、私を好きにして下さい。私が勝てば、一つだけ、願いを聞いてほしい」

「何だ？」

「……私が側にいる事を許して下さい。前のようにしてほしいとはいいません。ただ、貴方の視界に入る事や、話しかける事を許してほしい」

　そういえば、東羅は目を見開いた。

　やはり、駄目だろうか？　ここに残るには、こうやって賭けに持ち出すしかないのだ。

　俯きそうになった真白はしかし、東羅に両頬を包まれて固まった。

　東羅は真白の瞳を覗き込む。

「今度こそ、嘘偽りはないな」

「……っはい」

「分かった、その賭けに乗る。だが」

　東羅は、真白の首筋に顔を埋めると、そのままそこに噛み付いた。

「った」

　ぴりっとした痛みに肩が竦む。

「…………絶対に勝て」

「え？」

　小さな声で呟かれたそれは、真白には聞こえなかった。

　東羅は、側に折り畳んでおいてあったもう一枚の打掛で真白を包む。

「東羅様？」

「……もうそろそろ中に入れ、体に障る」

「あ、あの」

　抱き上げようとする動きに、真白は腕を掴んでそれを止めた。

「東羅様」

「何だ？　まだ何かあるのか」

「私はまだ、東羅様の問いに答えていません」

「……」

　腰を浮かせている東羅を見上げて、真白は真剣な表情を作る。

　一陣の風が吹き、木々を揺らした。その音が止んでから、真白は慎重に口を開いた。

「私は、人間と鬼、どちらかを選ぶ事は出来ません。……鬼も人間も、悪い所やよい所があるから、きっと、遠い将来でも分かり合えれば素敵な世の中が作れると思うのです。私はそれを望みます。その時に東羅様が生きていたら、きっと、笑って暮らせる筈です」

　その頃には、自分はいないだろう。たとえ、鬼の都に住んでいても、人間と鬼の流れる時間は違う。

　どうしたって、真白の方が先に黄泉の国へ逝ってしまうのだから。

「……生まれ変わりがあるのなら、私はまた東羅様に会いたい。会って、笑って暮らしていたいと思います。だから、私は貴方を選びます。何があっても、何回、別れても」

　鬼と人は選べない。けれど、誰かと東羅ならば。その問いならば自信を持っていえる。

　何度聞かれても、取るのは東羅の手だ。行成に囚われている時でも、願うのは東羅の幸せで。それを守ろうと無理をするくらい、想っている。

「……東羅様？」

　固まる東羅に瞬きをした真白は、次の瞬間、抱き上げられて慌てて首にしがみ付いた。

　東羅の吐息が耳を擽って、こそばゆい。

「ん、東羅様？」

「お前は、頭が弱いのに時々、凄い事をいうな」

「……そうでしたか？」

　そこまで驚かれる事をいったのだろうか。

　東羅によって、室内に戻される。茵に寝かされ、同じように横になる東羅と向き合った。

「東羅様も、人の事をいえるのでしょうか」

「ここを離れたらお前は寝れるのか？」

「……それは」

「それに、見張っているには丁度いい」

　もう、抜け出したりはしないのだが。

　側に東羅がいてくれるのならよしとして、真白はそのまま大打掛を鼻の下まで引き上げた。東羅がその上から手を添えて、軽く叩き始める。

「さっさと寝てしまえ」

「東羅様、寒くないのですか？」

「お前とは出来が違うからな」

　心配はいらないという事だろうか。それでも気になって、真白は東羅に近付くとその体を大打掛の中に入れた。

「このままの方が温かいですね」

「そうだろうな」

　くすくす笑い、真白は目を閉じた。

　未だ眠れないのだが、こうしていると落ち着く。

　温かくて、安心出来て、心が安らぐ。同じように寝ていても、行成とは違う。

　真白は、小さく東羅の衣を掴んだ。その手は東羅の手に包まれる。

「……お前は」

「はい？」

「何も食べていないのか？」

「いいえ？　動く為には食べてましたから」

「痩せてる」

「……そうですか？」

　自分では分からないのだが。

　首を捻った真白は、今度は東羅の手が肩に触れた事に瞬きをする。

「随分と痩せてる」

「……そうなのですか」

　試しに自分の手首を掴むが、元から肉付きはよくない体だ。やはり、分からなかった。

「痩せたら嫌いになりますか？」

「そんな短絡的な性格はしていない」

　それは嬉しい。真白は顔を綻ばせると、頬に添えられた手に擦り寄った。

「向こうにいる間、東羅様の食事が懐かしくて」

「大した出来ではないだろう」

「とても美味しいと思っていました」

　鬼は手先も器用だ。大した事はないというが、宮廷でもあんな美味な物は出ないだろう。

「すっかり、舌が肥えてしまいました」

　このまま、また帰ったとしても、東羅の手料理が懐かしくて堪らないだろう。

「……そういえば、東羅様の匂いが移ったと聞きましたが、向こうにいる間に来る前と変わった所はないように思いました」

　五感が鋭くなると聞いていたのだが。どういう事かと東羅に問えば、端正な顔は顰められた。

「あの一回だ、ほんの少し変わった程度なんだろう」

「……あ、そうですよね」

　鬼と交わるからこそ、その者やその子供に不思議な兆候が表れる。

　だが、傍目で分かる程の変化はない筈だ。

「だが、お前が気が付かないだけで、実際には変わっているだろ」

「気が付かない物ですか？」

「ああ」

　そうといわれればそんな気もするが、真偽は分からない。

　東羅がいった事を信じるとして、真白は大打掛の中に潜り込んだ。更に温もりが増す。

　不意に、視界の端に見慣れた物が入り込み、真白はそれに触れた。

　東羅の手首にある数珠は、くすんだ瑠璃色で。

「これは」

　王が渡してくれた物と同じ物だろうか？

「……私の物が壊れたから、こうなってしまったのでしょうか」

　片割れがなくなった今、もう使われる事はない。

　申し訳なく思っていると、東羅が数珠を外して真白の手首に嵌めた。

「お前が持っていろ。陰陽師だった北の方の力が篭ってるんだ。何かあった時に守ってくれるかもしれない」

　真白はその数珠を見つめて指先で触れた。

「東羅様はいいのですか？」

「俺はお前とは違うから」

　真白と違い、戦う力があるのだ。

「……この数珠、もう片方があれば、もっと力が発揮されたのでしょうね」

「そうだな」

「王には、申し訳なく思います。北の方との大切な思い出の品を壊してしまって。……けれど、大切なのは心に残る思い出だと王はおっしゃるんです」

　確かに、自分もそう思う。思い出があったから、生きて来られたのだから。

　真白は微笑を浮かべると、東羅の衣を見つめる。そういえば、土産にと持って行った反物は何処にやってしまったか。

　地味な物を見繕ったが、どれも上質な布地だったのだ。母に持って帰りたかった。

　そんな事を考えていると、東羅が真白の耳に触れた。

「もうそろそろ寝たらどうだ。体に悪い」

「……眠れそうになくて」

「いいから目を閉じろ」

　促されて瞼を閉じる。耳朶や首筋や顎を弄っていた指が止まり、衿元にかかる。

　おかしな動きに、真白は目を開いた。

　東羅は見える鎖骨辺りを凝視している。この光景は、何処かで見たような気がした。

　何処で見たのだろうか？

　記憶を辿った時、それがつい最近、見たのだと思い出す。行成も、真白の体を見てこう怖いと思う顔をしていたのだ。

「……これは」

　呟いた東羅は、真白を起こして衿を少しだけ肌蹴させた。

　外気に触れた肌が粟立つ。東羅の指が、鎖骨から胸部に伝い落ちる。

「っ」

「……あの男か」

「あの、東羅様？」

　何をいっているのだ？

　不安になり東羅の顔色を窺うと、皮肉な笑みが浮かんだ。

「これで満足していたのか？　牽制のつもりらしいが」

「……えっと、あの？」

　東羅は、表情を引き締めて、真白を見た。

「何かされたか？」

「え？」

「この体に、あの陰陽師は何をした？」

　胸に当てられた手に、瞬きをした後に真白は困惑した顔になる。

　何をされたかと聞かれれば、答えるのは簡単だ。

「……何故、それを聞くのでしょう？」

　東羅が怒る理由が分からないのだ。

　真白の問いに、東羅は不機嫌な顔になる。

「いいから答えろ」

　釈然としない物を感じながら、真白は行成にされた事を話す。

「触れて、後は……あの」

　これはいっていい物か。真白は口に手を当てて考える。

　真白は淡白な方で、その行為の事を知っていても実際には大層な知識はない。

　故に、東羅や行成の行為がどういう意味を持つのかまでは分からないのだ。

「……痕が何とかと行成様はいっていましたが」

「……」

　剣呑な顔の東羅は、更に衿を肌蹴させて真白の首筋を見た。

「……あの、東羅様？」

「触られただけなのか」

「へ？」

「抱かれなかったのか？」

「──っ！　何を疑っているのですか！」

　触られはしたが、行成は真白を抱きはしなかった。

　自分がいった『落ち着いたら』という言葉を守ったらしい。それを聞かれるのも、また変な物だ。

「東羅様、どうされたのですか」

　変ではないか。衿を直した真白は、東羅により押し倒された。頭を打って呻く。

「東羅様っ？」

「……」

　手首を顔の横で縫い付けられて、驚いて見上げれば、東羅は口を開いては閉じてをしていた。

　そのまま見つめ合っていると、東羅が動いて真白の上に覆い被さる。

「東羅様」

「何だ」

「それは私が聞きたいのですが」

　重みを受け止めながら、東羅の背に手を回して目を閉じる。

　息を吸い込めば、慣れ親しんだ香の香りが鼻腔を擽る。それが、真白を安心させた。

「こうしている時間が好きです」

　囁けば、東羅が動く。

「……行成様といる時は、もう、このまま死を待つだけだと思ったのです。ならば、せめて魂だけはこの都に……東羅様の元に帰りたいと思っていました。貴方の事ばかり、考えていました」

　背中に回した手できつく抱きつけば、東羅の手が背に回り更に密着が出来るようにしてくれた。

「こうして、実際に触れて、話を出来るとは思わなかったんです。だから、嬉しくて。……東羅様が居てくれればもうどうでもよくなってしまう」

　何を怒っているのか分からない。

　東羅は、何が気に食わないのか？

「……痕を着けたら、何か変わるのですか？」

　東羅と行成にされた事を思えば、どうやら楽観出来る物でもないらしいが。

　東羅が少し、体を離して真白を見つめた。

「……お前は自分の物だという事を、手を出す者に知らしめる物だ」

「そうなのですか」

　では、行成はその痕があった事に激昂したのか。だが。

「……行成様が怒るのは分かりますが」

　最初、東羅が真白に痕を着けたのではないか。だから、行成が怒ったのだろう？

　見つめ合っていた真白は、かっと頬に熱が篭った事に狼狽した。自分の物だという証を着けられているという事は、東羅は何を考えているのだろうか。

　真白の体に散らばる赤い印を見て、怒ったのは行成と同じ理由なのだろうか。

　仄かな期待はしかし。

「……下手をしたら痕が残る、それだとお前がこれから困るだろう」

「え？」

「何処で生きていくにしろ、いずれは伴侶を娶る。その時にお前の体を見てその伴侶に追求されたらどうする？　鬼に嫁いだだけじゃない、男に抱かれた事まで話さなくてはならないんだぞ」

　それは、真白を気遣ってくれた言葉なのだろう。

「……私が、女子を娶っても構わないとおっしゃいますか」

「それが幸せだろう。それを、あの男は壊したんだ」

「…………ならば、行成様に責任を取って頂けばいい話です」

　自分が何をいっているのか分からない訳がない。

　だが、東羅がいった言葉に頭が白くなって、口が勝手に動くのだ。

　東羅と添い遂げるのは、真白ではない。それを本人の口から告げられて、そんな事は分かっていても、側にいる事を許してほしいといったのは真白だ。

　それなのに、実際にいわれるのとではこんなにも苦しみが違う。

　真白は、震える手で背中から手を離して東羅の肩を掴んだ。顔が見られなくて視線を逸らす。

「ご心配には及びません」

　押し返そうと力を込めれば、相手の体は簡単に上から退いた。

　真白は寝返りを打ってきつく目を閉じる。

　東羅はこれから、雛菊と添うのだろうか？

　……その方がいい。雛菊は昌隆を想っているかもしれないが、このまま離れた方が幸せになれる可能性は高いのだ。

　自ら好んで辛い道を選ぶ事はない。やはり、落ち着いたら帰ろう。帰って、この都を偲びながら、自分が出来る精一杯の事で兄や母に孝行をしよう。

　鬼の都にいても、きっと辛くなるだけだから。

　奥歯を噛み締めて耐えなくては、瞼の裏で揺らめく感情の奔流が溢れ出そうで。我慢していた真白は、背後から抱き締められて抵抗虚しく一粒零してしまった。次から次へと零れるそれに、真白は「くっ」と声を漏らすと力を込めて東羅を押し返した。

「やだ、離して下さいっ！」

「落ち着け！」

　暴れる真白に、東羅がそれ以上の力で押さえ付ける。

　暫くそれを繰り返していれば、真白の方が疲れて落ち着いた。それを待ってから、東羅が髪を撫でて来た。

「……このままでいいから答えろ。何が気に食わない？」

　そう問われて、真白は下唇を噛み締めた。

　気に食わない事だらけなのだ。

「……東羅様は、どうしてこうやって居て下さるのですか」

　問い、真白は東羅を盗み見る。

　東羅は、真白から視線を逸らさずに見つめていた。

「私の見張りですか？　ここから動きませんから、安心して下さい」

「……何を拗ねてるんだ」

「拗ねてなんていません！」

　何をいうのかと目くじらを立てた真白は、東羅の手を振り払った。

　が、また手首を掴まれる。

「女を娶る事が、お前が幸せになる方法だ。……違うのか？」

「私の幸せは、私が決める事でしょう？　東羅様が決める事ではありません」

「……なら、お前が幸せになる方法は何なんだ」

　真剣な顔に、真白は息を飲んだ。

　黄金の瞳に魅入られる。

「……それを聞いて、どうするのですか」

　手を伸ばして頬に触れれば、東羅は目を閉じた。

「…………伴侶を得て、子を成して。それが本当の幸せならば、私は不幸になるのでしょうか？　自分が居たい場所に居たい人と居る事は、幸せにはならないのですか？」

　東羅は答えずに続きを促す。

「私は、今とても幸せなのです」

　だから、勝手に幸せの定義を押し付けないでほしい。

　出世する事や、子孫を残す事は確かに幸せなのかもしれないが、今、真白はこうしている時間が幸せだと思っているのだ。

　けれども、ここに居て苦しまなくてはならないなら。

「……っ私は、自分の為には強くなれません……辛い事からは逃げ出したい」

　辛い事も苦しい事も、自分の為なら途中で折れてしまうだろう。

　それが、例えば東羅の為なら、自己満足といわれようが耐えられる。誰かの為という理由は、それだけで支えになるのだから。

「私は強い人間じゃないんです。……だから、望む場所に居られないのなら、逃げてしまう」

　その先が辛くなる場所でも。

「一番が手に入らないなら、何処に居ても変わらないでしょう？」

「…………やはり、頭が弱いな」

　苦笑を漏らした東羅が、真白の頭を引き寄せると額に口付けた。

「……っ」

　頼むから、優しく触れないでほしい。

　現実が辛くなる。離れなくてはならないのに、離れられなくなる。

「東羅様、私は」

「……泣かせる気はなかった」

　長い指が涙を拭う。目許に触れる指に目を閉じれば、東羅は更に言葉を紡いだ。

「頭に血が昇れば、何を仕出かすか分からないんだ。俺の側にいたら痛い目を見るかもしれない」

　ああ、だから、押し倒した時にあんな顔をしていたのか。

　真白は瞼を上げて、間近にある顔を見つめた。

「だから、東羅様から離れて、貴方のいう幸せを選べというのですか」

「……その方がいいのは確かだ。俺は、あの陰陽師と変わらない」

「私もですが、東羅様も頭が弱いですね」

　両頬を包んで、微苦笑を漏らせば、眉を顰めていた東羅も似た笑みを浮かべた。

「東羅様は、行成様とは違います。だから、何も気にしないで下さい」

　東羅と行成では、根本的に違うのだ。だから、何も心配はいらない。

　同じ事をされたのだとしても、東羅にされるのならばよい。

「東羅様は気にしなくていい事で悩んだんですね」

　からかえば、不機嫌な顔になる。それにさえ、笑みが浮かんだ。

「……東羅様がおっしゃるような幸せでは、私は満足が出来ないでしょう」

「……」

「……東羅様、私、またの機会にいうといった言葉があるのです」

　この都から離れる前に、東羅にいった。

　それを覚えているのか、東羅は真白に視線で続きを促した。

「……どうか、寝言と思って下さい。覚えていなくていいし、聞き流してもいい。この一回だけ、貴方にいいたいんです」

　真白は、正面から東羅を見つめる。

　頬に添えた手が、緊張に小刻みに震えた。口の中の水分がなくなる。

「……東羅様」

　これをいえば、東羅は真白から離れてしまうだろうか？

　それは嫌だ。離れてしまうのなら、いわなくてもいい。

　だが、口は止まらなかった。心音がやけに耳に入る。口から出てしまいそうだ。

「私は」

　けれど、今、いわなくてはならない。

　真白は大きく息を吸うと、腹を決めた。

「──私は、貴方をお慕いしています」

　瞠目した黄金の瞳に、全神経を研ぎ澄まして反応を伺っていた真白はひゅっと息を飲んだ。

　やはり、驚かれたか。もしかしたら、このまま突き放されてしまうかもしれない。それは嫌だ。

「……ぁ、あの……慕うといいましても、これは敬愛の意味でして」

　慌てて取り繕うと言葉を並べるが、それは詰まってしまう。

　嘘は吐かないといったばかりだ。これから、東羅に避けられるのなら、敬愛だといっていればいいだろう。その方が、いい気もする。

　けれど、本当の事をいえと、心が訴えるのだ。

　真白はもう一度、息を吸うと、暫く止めてから吐き出した。

　東羅は、平常の顔を浮かべているよう勤めていて。真白と視線が合うと、その瞳の奥に困惑を浮かべた。

「……ごめんなさい、東羅様。嫌なら、忘れてしまっていいんです。私は東羅様に恋慕しております」

　賭けには、東羅が勝っていた。

　もう、あの頃には、東羅を想っていたのだから。

　真白は体を動かして東羅から少し離れた。

「不快に思われますよね……ごめんなさい、東羅様」

　どうして、泣きたくない時に限って涙が溢れるのだろう。

　東羅が余計に気にしてしまうではないか。だが、頑張って拭う程、涙は流れて茵を濡らす。

「ごめんなさい……ごめんなさい、っ」

　好きになってしまって。

　泣いて困らせてしまって。

　だけど、突き放さないで。

　話してくれないのも会ってくれないのも嫌だけど、我慢するから。

「……ヒック……側にいる事は許して下さいっ」

　それ以外は望まないから。

　そう涙ながらに続けた真白は、手首を掴まれた事で視線を上げた。

　あっという間に近付いた顔。唇に柔らかい物が触れた。

　息を飲んだ真白は、舌が唇を割って咥内に侵入した事に、咄嗟に東羅の肩を掴んで押し返そうとした。

　だが、その動きを封じるように、東羅は真白の体を抱きすくめると覆い被さる。

　そんな乱暴な動きとは裏腹に、咥内の舌は優しく動き、真白のそれを絡め取った。

「……ん、ぅふ」

　最初こそ抵抗していた真白は、肩に置いた手で衣にしがみ付き、痺れるような感覚に耐えるのに必死になった。

　体全体で感じる東羅に胸が締め付けられ、眦からは涙が零れた。

「ん、んんぅ」

　流石に辛くなって肩を叩けば、東羅が口を離した。その隙に思い切り息を吸い込む。

「は、はぁっ、……東羅様」

　何が起こったのか。それを聞かずとも、直ぐそこにある唇を見れば分かって。真白は、今まで以上に顔を赤くした。

「──っ！　何で……東羅様、私は同情がほしいのではありません！」

　耐え切れずに起き上がって非難した真白に、東羅は手を伸ばして細い手首を掴んだ。

　それは緩い力なのに、どうしてか振り解けない。

「……東羅様」

「俺は、お前がいうような優しい奴ではない。お前が優しいというのは、ただの幻想だ」

「何を」

「お前が泣いているから助けにいくのも、看病するのも、何をするのも。他の奴にはやらない」

「東羅様？」

　何がいいたいのだろう。

　東羅は起き上がると、両手で真白の手を包んだ。その温もりに、胸が跳ねる。

「何の打算もない。お前は信じられないだろう。だが、これだけはいえる」

「東羅様」

「……最初から、お前は自分の為に動かない奴だったな。兄や帝、民の為といって。だが、俺は今でも自己犠牲に愛はないと思っている。それは変わらない」

「……はい」

「だから、これからは誰かの為じゃなく、自分の為に動け」

「……善処します」

「その言葉は信用出来ないな。どうせ何かあれば、簡単に他人の為に動くんだ。……それなら、離れてやられるよりかは、側でやられた方がいい」

「…………え？」

「側にいろ。何者からも守ってやるから」

「……え」

「不満か？」

　瞬きをした真白は、東羅の言葉を口の中で反芻する。

「…………側に、いていいのですか？」

「ああ」

「一生？」

「ああ」

「それは……」

　それは、どういう関係でだろうか？

　東羅を見つめていれば、柔らかな笑みを浮かべた相手は真白の手を取り甲に口付けた。

　思わず、ほぅっと息を吐いてしまう。

「……陰陽師に、因縁以外に怒ったのは初めてだ」

「東羅様」

「それも、たった一人の人間に関してな。手を出されて怒りを覚えるのなら、お前が何といおうがあの時に連れ去るべきだった」

「…………あれは、本心ではありません。行成様が、ああいう風にいわなければ東羅様を殺すといったから」

　今更いっても、ただのいい訳になるが。

「お前は、俺が陰陽師に遅れを取るといいたいのか」

「そうはいっていません！　ただ、陰陽師だって馬鹿には出来ないのです。……それに、あの時は東羅様は怪我が完治していなかった」

　そんな状態で、行成や死鬼を相手にしたら、東羅を喪う事になり兼ねないのだ。

　東羅を戦わせる訳にはいかなかった。

「貴方を、喪いたくなかった。傷付けてしまうけれど……もう埋められない溝が出来てしまうけれど。貴方が生きていればそれでよかったから」

　だから、あんな事をいってしまった。

　目を閉じれば、涸れる事を知らない涙が頬を伝う。

「…………すまなかった」

　静かに謝った東羅が、真白を抱き寄せる。

「……もう、泣くな」

「っ、ふぅ」

　もう、終わった事だ。辛い事も悲しい事も、苦しい事だって、今の幸せには敵わない。

　真白は東羅にしがみ付いてその肩に顔を埋めた。

　離れないように抱きついて、真白は首に回した腕に力を込めた。

「……私は、東羅様と居ていいのですか」

「そういってるだろ」

「……嬉しいっ」

　東羅が笑った気配がした。

　ゆっくりと体を押し倒されて、顔を上げれば、啄ばむような接吻を受ける。

　慣れない事に体が強張ったものの、その行為自体は受け入れて、真白は目を閉じた。

「……は、ぁ…ん」

　触れては離れていた口付けは、その内に深くなり、咥内を舌が蹂躙するようになる。

　不快感はなく、代わりに襲う痺れる感覚が、快楽を引き出した。水音が聴覚を犯す。

　東羅が唇を離せば、お互いの間に銀の糸が引いた。

　はふぅと息を吐き出した真白は、東羅の瞳を見つめて微笑を浮かべた。大きな手が真白の頬を包む。

「……辛くなったらいえ」

「東羅様」

「止める努力はする」

「え、あ」

　東羅の手が、些か乱暴に真白の腰紐を解くと、あちらこちらに口付けながら、胸の尖りを食んだ。

「い、ぁ」

　いきなりの行為に、体が強張る。常ならば経験しない事に、肌が粟立ち拒もうと肩を押してしまった。

　東羅は暴れる体を押さえ付け、頻りに胸の尖りを愛撫する。すると、最初は嫌悪もあった感触が、次第に甘く痺れるような感覚が広がっていった。

「は、ぁん、っ」

　胸を弄る手とは別に、東羅が白い肌に口付けては先に刻まれていた痕を上書きしていた。

　その小さな痛みですら、真白には大きな刺激になる。

　それだけならまだいい。その刺激が、腰に来て熱を溜め始めたのだ。

「や、…ん、東羅様、怖いっ」

　震える声で訴えれば、東羅は顔を上げて真白を見る。

　その手も止まれば、急に物足りなさが襲って来た。

「怖い？」

「ん、っ」

「何が怖いんだ？」

　不満が顔に出ていたのだろう。

　東羅はふっと笑う。それに羞恥で赤くなった真白は、衿を合わせて寝返りを打った。

「おい」

　その体に覆い被さり顔を近付ける東羅に、真白は無視を決め込み目を閉じる。

　中途半端で止めたせいか、先程から感じる変な感覚に困惑もしていた。それを、からかわれていればいいたくない。

　そんな真白の意地も知っているのだろう。嘆息した東羅は、顕わになっていた首筋に舌を這わせた。

「ひぁあっ」

　変な声が出た口を押さえる。

　その手首を掴んで、退けられてしまった。

　別の手が、衿の隙間から無理矢理に入って来て胸を弄る行為を再開する。

「あ、ぁあ」

「何が怖いんだ？」

　抵抗しようにも、力が入らない。この行為は、以前と同じものでも何かが違う。その違いに困惑するのに。快感に襲われて苛まれてしまう。

　真白は眦から涙を流して首を振った。

「や、ぁ…東羅様っ、もう」

「今、止めていいのか？」

「っ」

　伸びて来た手が、中心のそこに触れる。

　僅かに頭を擡げたそれを、東羅は緩く扱き始めた。

「ふぁ、あ…っやだぁ」

　今まで比べ物にならない、直に与えられる快感に、真白は東羅の腕にしがみ付き体に力を込めた。

「あ、ん、ん」

　おかしい。頭に靄がかかる。その中でも、自分がおかしくなるのは分かった。

　丁寧に愛撫を続けられて、芯を持ち始めるそれに、真白は震えながら息を吐いた。

「……まだ怖いか」

　笑みを含んだ声に、真白が弱々しく頷く。

「ぁん、私……こんな…ぁ……」

「何も考えるな。悪くはしないから」

「ああっ」

　顔だけ振り向かせ、東羅は真白に口付けた。

　割り込んで来た舌が、引っ込んだ真白の舌を絡め取り、たっぷりと舐め上げた後、根元から強く吸った。

「んんっ」

　巧妙な愛撫だけではない。

　深い口付けだけでも、蕩けてしまいそうになって。

　真白は潤んだ瞳で、東羅を見つめた。

「……一度、楽にしておくか」

「……え……ああっ？」

　東羅がすっと体を起こして、真白の膝を立たせるとその間に座った。

　東羅が何をしようとしているのか分からない。熱に浮かされている真白は、ぼんやりと、その手付きを見ていた。そんな様子を見て、東羅が厭らしい笑みを浮かべる。

（あ、あ……っ？）

　見惚れている内に、視界から東羅の頭が消える。

　代わりに内腿に感じた、柔らかい物が霞める感触に、一気に我に返った。

「東羅様っ、そんな所に……っひぁあ」

　熱い吐息が、唇が近付き、一拍後には自身が口に含まれる。

「あ、あああ、ん……っ」

　ぴちゃぴちゃと卑猥な音が聞こえて、舐められているのだと知る。

　真白は、甲で口を塞ぐと、声が漏れないようにした。もう一方の手を伸ばす。

　その指先が、硬い角に触れる。それを辿り、髪に着けば、それを弱い力で握った。

　経験した事のない、恐ろしい程の快感。器用な指先は、その先でさえも這って、揉みしだいて来る。

　堪えても微かに漏れる切ない声と、荒い吐息と水音だけが木霊する部屋に、東羅の声が混じった。

「……愛している」

　その言葉に目を見開いた真白は、搾り取るように口を窄め、頭を動かし始めた東羅に堪え切れずに嬌声を上げた。

「……あ、ああああ、っん…東、羅様っ」

　駄目だ、このままでは……。

　東羅の行為を止めようと必死になる真白はしかし、抵抗といえる抵抗も出来ず。

「──────ぁっ」

　あっという間に、その欲望を咥内に放ってしまった。

　視界が白く塗り潰される。息が苦しい。爪先までも痙攣してしまい、ただ荒い息を吐く事しか出来ない。

　呆然としていた真白は、顔を上げた東羅の喉が動いて咥内の物を飲み下すのを見てしまう。

　だからといって、反応を示す力はなく。

「真白」

　頬を包む手の熱に、口許を綻ばせる。

　段々と遠ざかる意識に、気が付いた東羅が目を見開いた。

「真白！　おい、待て！」

　何やら叫んでいるが、元から病人の真白が体力を持っている筈がない。

　そのまま眠ってしまった真白は、東羅の何ともいえない顔を見る事はなかった。
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「それで、朝から東羅は不機嫌なんだ」

　口に手を当てて笑いを堪える北羅に、東羅が睨みを飛ばす。

　朝、起きて早々、真白は昨夜の事を夢ではないかと東羅に確認を取ったのだが。

「病み上がりの真白に盛るなんて、東羅が悪いだろ」

「あ、あの……東羅様は悪くないんです。私が寝てしまったから」

「いや、東羅が悪いから」

「でも」

「真白。真白が庇う程、東羅の肩身が狭くなるんだよ？」

「……ごめんなさい」

「いいんだよ」

「北羅、お前は黙ってろ」

　東羅の険を孕んだ睨みに、北羅が肩を竦めた。

　昨夜の事は夢ではない。だが、東羅は朝から不機嫌なのだ。

　隣に座る東羅を盗み見た真白は、顔を赤くして俯いた。

　東羅を見ていると、どうしても昨夜の事を思い出してしまう。それに。いえるだけで満足だったのに。東羅から「愛している」といわれたのだ。

　静かに悶える真白を見て、北羅が東羅を見た。

「これは……何とかしてあげなよ」

「知るか」

「まだ怒ってるの」

「……」

「うわ。真白、東羅は止めておきな。こんな心が狭い奴」

「え？　そうですか？」

　確かに心は広いとはいえないかもしれないが。

　けれど、そこまでいう程でもないだろう。

　瞬きをした真白に、北羅が大仰な溜め息を吐いた。

「真白がいいならいいんだけどね」

「え？　はい」

「でだ。真面目な話に入るけど。……今朝、見張りから連絡が入ったって。人間の都に動きがあった」

　物々しい空気に包まれた人間の都では、こちらに襲撃をかける支度をしているらしい。

　やはり、行成は諦めていない。このままでは、鬼が狙われてしまう。恐れていたことに真白は口に手を当てた。

「鬼の角が不死の力があると信じた阿呆が、強硬手段を取ったらしい。帝の方は、王の文で様子見を決めていたんだけどね」

「北羅。死鬼達の行方は分かったのか」

「ううん。けど、襲撃する奴等と来るだろうね」

　このまま行方を眩ましている筈がない。特に死鬼の方は、今回の事を引き起こした張本人だ。

　雷鬼も来るだろうし、鬼の都を攻めるのなら、それなりの猛者や陰陽師も来る。その中には行成もいるだろう。

　行成が来るのなら、門を閉めていても意味はない。

　封印をされている門を、簡単に開けてしまったのだ。

「王が、戦える奴等を門の周りに配置させるっていったけど。東羅もいく？」

　北羅が真白を一瞥した後に東羅に聞いた。

「一応、門番は自分の門に立っているよういわれてるけど。真白も狙われているんだ、東羅は心配だったら真白に付いているよう言付けられてる」

　門が破られればそれまで。

　真白にも警備の鬼が付くだろうが、守れなければこのまま東羅とは二度と会えないかもしれない。

　行成の手に落ちれば、何をされるか分からないのだから。

　真白は、東羅を見た。東羅も真白を見る。

「……人間と争ってほしくはありません。何とか、話し合いで解決出来ればいいけど……だからって、鬼の都を守る貴方の役目を奪う気はありません。東羅様、私は大丈夫です。いってらっしゃいませ」

　このまま終わりかもしれないという不安は残るが、東羅を信じていない訳ではない。

　必ず、門を守り通すだろう。必ず、真白の元に帰って来る。

　それを信じているから、笑って送り出せるのだ。

　東羅が、僅かに目許を緩めた。

「待っていろ」

「はい」

　膝の上の手を握り締められる。

　それを握り返せば、東羅の手の力が強くなった。

「だからさ。僕もいるんだけど、何で何時も忘れるかな」

　不満そうな北羅の声も聞こえたが、目の前の黄金の瞳から視線が逸らせない。

　温かくなる胸で、真白は東羅だけを見つめていた。

「東羅様、くれぐれもお気を付けて」

「ああ」

「だからさぁ！　僕もいるんだよ、真白！　僕には!?」

　悲鳴のような声で、やっと、真白は北羅を見た。

「北羅様も、お怪我はしないよう」

「……ああ、うん。何だろうね、このついでだっていい方」

「まさか。皆様の事も心配しています。何事もなく終わって、皆様が無事に帰って来て下されば一番です」

「……真白。その中でも一番は東羅なんだね、分かるよ」

　にっこりと笑えば、北羅は肩を竦めた。

「取りあえず。少しだけなら時間があるし。東羅、午の刻が過ぎる頃には東門にいてね」

「ああ」

「じゃあ、真白。また後で」

　腰を上げた北羅は、そのまま出て行った。

　残された真白は、東羅を見る。

「……東羅様」

「何だ」

「もし。何かがあっても、命だけは大事にして下さいね」

「ああ」

「約束です」

　東羅が微かだが笑みを浮かべた。

「鬼は約束を守る生き物なのでしょう？」

「当たり前だろ」

「信じて待っています。……これが終われば、また、一緒に過ごせますか？」

　東羅次第で、終わっても離れ離れになるかもしれない。

　──それでも、心が真白にあるのならば、少しの距離でも乗り越えられる気がした。

　真白の問いに、東羅は視線を庭に向けた。

「……対屋はそのままだ」

「え」

「掃除をすれば、何時でも使える」

「──それって」

「どうしたいんだ」

「──っ」

　握り締めた手を額に当てる。

　嬉しくて笑みが浮かんで、真白はその願いを口にする。

「許されるのなら、東羅様のお屋敷で、また一緒に過ごしたいです」

　恐る恐るといわなくても、その願いを叶えてくれる事を知っている。

　顔を上げれば、優しい色に染まる東羅の瞳があった。







　願えば願う程、時は早く流れてしまう。東羅が、真白の手を外して立ち上がった。

「……刻限ですね」

「ああ」

「お気を付けて」

「……真白」

「はい」

　東羅は片膝を着くと、真白の頬に手を添えた。それに擦り寄る。

「何があっても、必ず守る」

「東羅様」

「お前が自分を犠牲にしないように」

　東羅を真っ直ぐ見つめ返す。真白が自分を犠牲にする事で、誰かは必ず傷付くといったのは東羅だ。

　自分を犠牲にしないよう、守るといってくれるのも、東羅だ。

　真白は笑みを浮かべて、東羅に頷いた。

「はいっ！」

「いって来る」

　去る熱に惜しい物はある。

　妻戸から出ていく背中を、最後まで見守った真白は、匂袋を握り締めた。

「…………東羅様」

　どうか、無事で──。

　それを願いながら、真白は瞼を閉じた。







　真白の護衛に着いたのは、卯月を始め、王が誇る力がある者達だ。

　東羅達には及ばないものの、鬼の中ではそれなりの強さを誇っている。

　真白は部屋に篭っている事が決められているが、同じ部屋に雛菊と金代が集まる事となった。

　同じく警護が必要な雛菊と、警護の最後の砦に金代が選ばれたのだ。

「雛菊様、具合の方は如何ですか？」

　こうして見れば、雛菊という存在は儚く見える。

　明るい茶色の髪に、額から生える小さな角。鬼の血が混ざっているからか、その容姿は整っている。これでも、鬼の中では地味な方なのだろう。

　細い肩に痩せて柔らかみのない体。簡単に折れてしまいそうな体に、危ない物を感じる。

　こんなにも儚いのに、長い間、行成の元で戦っていたのだ。しかも、追い討ちに真白が昌隆から引き離してしまった。その罪悪感もあった。

　だが、そんな真白の胸の内を知っているのかいないのか、雛菊は柔らかな笑みで「大丈夫です」と答えた。

「もうすっかりよくなりました。真白殿のお陰です」

「そんな、私は何もしていません。……実際に雛菊様を助けたのは、鬼の方々です」

「真白殿がいたから、皆様も助けて下さったんです」

　ものはいいようかもしれない。

　真白が行成に頼み、雛菊を連れて来てもらった。だから、鬼達も雛菊を助けたのだ。

　幾ら半分人間の血が混ざっていても、目の前で弱っている仲間を見捨てられる筈がない。鬼の情は人間よりも厚いのだから。

「礼ならどうか金代様や皆様におっしゃって下さい。私は本当に何もしていないのです」

　自分が雛菊から昌隆を離したのは事実なのだから。

「それでも、貴方に助けられた事に変わりありませんから」

「……雛菊様」

「…………今だからいえますが。昌隆様は、真白殿の事を気にしていました。私が側にいて支えたくても、あれ以来、昌隆様は私よりも真白殿の事ばかり気にかけて」

「……」

「けれど、それは私が力不足だったってだけの話なんです。……だから、真白殿は何も悪くない。短い時間でも、好いた方といれたのは幸せな事なのですから」

「雛菊様」

　その気持ちはよく分かる。側に居られるだけで幸せなのに、その人の役に立てない。それは、何て辛い事だろう。

　側に居ても、その姿を見るのは悲しいし苦しい。それならば、一層の事、離れれば楽になるのではないか？

　……それでも、離れたくない。

「私は、このまま離れた方がいいとは思いません」

　昌隆が今、何を考えているかは知らない。

　だが、選ぶべき選択は何時も一つだ。

　真白か、雛菊か。それを、決めるのは昌隆でも。

「自分から、離れてはいけないと、そう思います。……私がいっても意味はないでしょうが」

　それで幸せになれる者はいないのだから。

　真白はこの鬼の都に残る。昌隆とは別れるしかない。これから昌隆を支えるのは、雛菊なのだから。

「そうだ、雛菊。今までがどうであれ、大切なのはこれからなのだ」

「……金代様」

「ちゃんと話し合いなさい。お前を蔑ろにした事、相手も気に病んでいるだろう。ずっと戦っていたのだ、お前が幸せになれない筈がない」

「……っ」

「泣きたい時は泣きなさい。我慢する事はない」

「ふ、ぅっ」

　涙を溢れさせた雛菊が、顔を覆い泣き崩れた。その背中を金代が撫でる。

　そんな様子を見守っていると、外から金代を呼ぶ声がする。

　見れば、御簾の向こうに卯月がいた。

「お取り込み中に失礼致します」

「何かあったのか？」

「……少々、見て頂きたい物がございます」

　立ち上がった金代に続き、真白も外に出た。

　冷たさを孕んだ風が体を撫でる。卯月が指差す物は、この都を囲むように空を覆う暗雲だった。真白は息を飲んで金代を見る。

「これは……」

「大丈夫です。真白殿、東羅や皆を信じていて下さい」

「…………はい」

　不安を感じて震える真白の肩に、金代が手を添えた。

「さあ、中に入りましょう。ここは冷える、温かい物を用意させます」

「……いいえ、大丈夫です」

　夕闇だけではない。闇の迫る空を見上げ、真白はきつく手を握り締めたのだった。
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　空を覆う暗雲。

　それを見上げていた東羅は、肌に心地よく感じる緊張に視線を前に戻した。

　何処に現れるか分からない人間の軍団。だが、その目的地に選ばれるとしたら、東門の可能性が高いだろう。

　行成は、自分から真白を奪った東羅を憎んでいる筈だ。

　真っ先に潰そうと思うだろう。それは都合がいい。自分も、行成を逃すつもりはないのだから。

「……今回は邪魔も入らないしな」

　この場にいれば非難されるだろうが、許せないのには変わらないのだから。

　東羅は、今はない数珠の感覚を思い出すように、手首を握り締めた。

　あんな目に遭いながらも、真白は行成を見放す事は出来ないのだろう。優しく聡明だったもう一人の兄の姿が、記憶の中で生き続けているのだから。

　それは気に食わないが、真白が選んだのが彼ではなく自分だという事実が少しは気を軽くさせた。

　自分でも驚く程、独占欲は強い。もう、手放す気はなかった。このまま、人間を押し返せば、また安寧とした生活に戻れるのだ。

「東羅様！」

　硬い声に視線を投げれば、鬼の兵の視線の先に、人影が幾つも現れた。

　その数がどんどん増えていく。

「来たか」

　暗雲が空を覆い隠す。月光も差し込まなくなった世界に、その光景は不気味に見えた。

　武装をした武官だけではない。中には陰陽師も何人も混ざっていて。その中には、行成の姿もあった。

「よく、これだけの数を運べたものだ」

　生身の人間が来るには、鬼の助けがなくては不可能だ。

　視線を巡らせた東羅は、人間の集団から離れた場所にいる雷鬼と死鬼を見付けた。

「…………雷鬼達の動向にも気を付けておけ」

　近くにいる鬼にいえば、頷いて数人を見張りに付かせる。

　陰陽師も、武官も、相手にはならない。大群で襲われようが、陥落の心配は全くないだろう。問題は、この場にいる行成と雷鬼に死鬼だ。

　このどれかを無視すれば、門を破られる可能性が高い。

「如何致しますかな」

　厳つい顔の鬼が、腕を組み東羅に問う。

　東門を見張っている鬼の兵の責任者だ。本来ならば、この鬼が指揮を取るのだが、東門は東羅が守る場所だ。指揮は東羅に任せる気らしい。

「……王から何か指示は」

「ない」

「……今は向こうの出方を伺おう」

「うむ」

　動けないのは向こうの人間達も同じなのか。

　武装をした鬼と対峙するのだ。中には足が竦んでいる者もいる。それに嘲笑を浮かべ、東羅は、手に持っていた槍を地面に突き刺した。

「賀茂行成」

　静かな声でも、やけに響く声。それにざわついた人間達を、手を挙げて黙らせて、行成が前に出て来た。

「鬼の角に不死の力があると、本気で信じているのか？　それとも、真白がお前の物だとまだ思っているのか」

「貴様に何が分かる。あの子は私の物。……今、大人しく返すのならば、何もせずに帰ろう。真白一人と貴様等鬼の命、天秤にかけるまでもないだろう？」

「余裕を噛ましている所を悪いが。命が危ないのはお前等人間の方だ。この地を何処だと思っている。鬼の都を目の前に、生きて帰れるか、己の身を心配しろ」

　視線を動かして、集団の中にある異質な雰囲気がある物を確認する。

　それは、一番、後ろの方にいた。守られるように停まっている牛車。その中にいる者が、それなりの身分がある事は分かる。どうやら、見物に来ているらしいが。

　東羅は目を眇めた。牛車から漂うその臭いに、鬼達も気が付いているだろう。

「……鬼の血を使ったな」

　低く唸るようにいえば、行成が笑みを浮かべた。

「死鬼や雷鬼の力でも、これだけの人数を異界に連れて来るのは負担が大きいらしいからな」

「……そんな理由で、我等が同胞を殺したか!!」

　叫んだ鬼が飛び出す。それを止めたのは、腕を組んだままだった責任者だった。

「今は動く時ではない！」

　一喝して、責任者は東羅の背中を見る。

「さっさと話を進めて頂きたい物だ」

「……もう終わる」

　元から、話す事はそうない。行成がここにいるのは、真白を取り戻す為だという事は、最初から分かっていた事だ。

　そして、鬼の都を滅ぼす事で、真白の頼る物も何もかもを潰そうとしている事も。

「残念だが、鬼の都も真白も、お前の好きなようにはさせない」

「それはこちらの台詞だ。真白は返してもらう！」

　先に動いたのは行成の方だった。

　刀印を結んだ行成に、人間達の殺気が強くなる。それを受けて迎撃の構えを取った鬼達は、そのまま足を踏み出す。

　今回は、責任者も止める気はないようだ。

　東羅も、槍を抜いて構える。刹那。

　鈴の音が響き渡った。その場違いな音に、誰もが息を詰める中、鬼と人間の陣営の間に、別の影が現れた。

　風に翻る錦の旗。帝の軍の旗を持つのは、人間の都を見張っていた鬼だった。その隣には、束帯姿の見知った男がいる。

「帝より、正式な勅令を授かって参った！　この征伐に正当性はない、直ちに都への帰京を命じる！　これを破った場合は帝への反逆として、一族郎党に厳罰を科すとの事!!」

　声を張り上げ宣言したのは、東羅は一度だけ見た覚えのある男、梶原昌隆だった。

　昌隆は、そのまま東羅やその背後の鬼達に視線をやる。

「これは、鬼の王と主上からの命令だ。詳しくは王に聞け！」

　ざわつくのは、鬼だけではなく人間も同じだ。

　急に現れた人間が、この場の緊張の糸を切ったのだ。しかも、争いを起こる前に止めてしまった。

　東羅は、矛先を下ろした。

「……そちらが大人しく下がるというのなら」

　納得はいかないが。渋面を浮かべる東羅に頷き、昌隆は行成の方を見た。

「お前には詮議を受けてもらう。これまでの狼藉、許し難い。極刑を覚悟しておけ」

　俯いていた行成は、その言葉に笑う。

「……私は、何も間違った事はしていない」

「行成」

「私は！　自分の物を取り返そうとしただけだ!!」

「真白は、お前を敬愛していただろう。……その感情を裏切ったのはお前だ」

「お前が！　昌隆、お前が自分の幸せの為にあの子を犠牲にして、私からあの子を奪ったんだ!!」

　叫びながら、行成は昌隆に掴みかかった。

「だから、お前には私と同じ思いをさせてやっただろ！　だが、お前はそこから元に戻る事は出来ない!!　させて堪るか!!」

「……私は全てを失っても、雛菊が笑っていられるのなら、それでいい」

「……っ」

　胸倉を掴んでいた手を払い、昌隆は奥の牛車へ向き直った。

「このまま京へお帰り頂きます。今回の鬼の虐殺について、申し開きがございますなら主上自らがお聞き致します。私の忠告を無視されるなら、検け非び違い使しが駆け付ける手筈になっています」

　朗々とした声に、視線は牛車に集まる。

　東羅達には、あの中にいる者が誰かは知らない。身分がある者だとは気が付いているが、だからといって、敬う必要も何もないのだ。

　さっさと帰ってくれるのならそれでいい。錦の旗が出た時点で、人間に戦う意欲はなくなったのだ。諦めて帰ればいい。

「ご決断を。鬼の角に不死の力などありません。虚実を真に受けないようにと、主上もおっしゃっています」

　第一、鬼も不死ではないのだ。そんな力があるのなら、自分達で使用しているだろう。

　異形の物の体を取り込めば常にない力が得られる。そう思うのは仕方がないのかもしれないが、被害に遭う身からしては笑い事にもならない。

　動向を見守る東羅は、車輪が動いた事に構えた。だが、こちらに害を成す訳ではなく、器用に反転すると鬼の都に背を向けてしまった。

「戻る際には、鬼の王がご協力下さるそうだ。後はこちらで片付ける、迷惑をかけた」

　振り向いて、小さく頭を下げた昌隆は、困惑しながらも牛車に続く人間の波に入ろうとする。

　それを止めたのは東羅だった。

「真白には会わないのか」

　自分を犠牲にしてまでも幸せを願った兄だ。こんなに近くに居るのなら、真白も会いたいだろう。

　足を止めた昌隆は、振り向いて東羅に複雑な笑みを返した。

「……落ち着いたら。それまで、頼む」

　その言葉が、どれ程の意味を持っているか、東羅にも分かった。

　昌隆は、錦の旗を持つ鬼に近寄り、何か話し始める。その時。

「もう終わり？　つまんないな」

「……帝の言葉を聞いただけで逃げ帰るか。何の為にオレ様が手を貸してやったんだ？　あ？」

　それまで黙っていた雷鬼と死鬼が、鬼の都へ足を進めた。

　警戒を解いていた鬼達に、また警戒が戻る。

「……死鬼と雷鬼だな。止めておいた方がいい。王が手を貸すことを頼んだのは、主上だけではない」

「あ？」

　足を止めた雷鬼と死鬼が、昌隆を睨む。

「黄泉の国にも手を回したと聞いた。無体を働くのならば、お前等をあちらの国へ送る事になる」

　その言葉に顔色を変えたのは死鬼の方だった。

　死鬼は黄泉から抜け出して来たのだ。連れ戻されれば、どうなるかは分からない。

「……ふん。奴のいう事、全てが真である保障が何処にある」

「それを信じる信じないは勝手だ」

「人間如きが。オレ様に脅しをかけるか」

「その人間の力を舐めるな」

　何時、戦いの火蓋が切って落とされるか分からない状況だが、東羅達が昌隆の味方をするのは、確認を取らずとも分かる事だ。

　雷鬼や死鬼を中に入れる訳にはいかない。

　このまま都を守る為には、昌隆の味方をした方が利口だ。

　鬼の都と黄泉の国は決して仲がよいとはいえない。寧ろ、疎み合っているが、自分達の元からこの不祥事が起こっているのだ。

　王が本当に助力を求めたのならば、何か動きがあるだろう。

　東羅は、昌隆の隣に立ち槍を構えた。

「……やるか？　あ？　お前がオレに勝てる筈がねぇだろ？　昔から、お前はオレに勝てた試しがなかったからな」

　鼻で笑う雷鬼に、東羅は表情を崩さずに視線を定める。

　未だ、何の力もなかった幼少期。会う度に何度も手合わせを頼んだが、あの頃からこの鬼は強かった。

　今も、勝てる気はしない。それでも。戦わない道は選べない。

　この門の向こうでは、戦えない同胞が数多く居る。帰りを待つ、真白が居る。

「……もう二度と。壊させる訳にはいかないんだ」

　守らなくてはならない。

　その力が、今の自分にはあるのだから。

「それに。雷鬼、お前は時間をかけ過ぎだ」

「あ？」

「学習をしないのか？　だから頭が弱いんだ」

　瞬間。図ったように鬼の大群が雷鬼達を囲む。

　今までよりも遥かに多くなったその数に、死鬼が瞬きをした。

「何処に隠れて……まさか」

「そのまさかだ。お前等が東門に現れてから、直ぐに他の門に伝令が回った」

　他にいかなかったお陰で、伝令はそのまま東門の加勢に転じるよう命令に変わったのだ。

　そして、その命令が回ったという事は。

「こんな雑魚の集まり、相手にもなら……む？」

「旦那？」

「体が」

「動かないだろう？　まだ気が付かないのか？」

　門番の集合も、意図されているのだ。

　鬼の中を掻き分けて、それぞれの方角から北羅や西羅、南羅が出て来た。

「結界を担う鬼だ。囲めば、こうやって動きを封じる事も出来る。短時間だがな」

「やっと捕まえた。今度こそ、解けないようきつく封印しなきゃね」

「ここには陰陽師もいるんだし？　さっさとやりましょう」

「人間なんぞの力を借りるまでもない。殺せばいいだろうが」

　自由にならない体に、雷鬼の表情はみるみる内に憎悪に歪む。

「貴様等ぁ」

　雷鬼の力が上がるが、それでも体は未だ動かない。

　今なら、簡単に息の根は止められるだろう。周りを囲む鬼達の手には、凶器が握られているのだから。

　けれども、封印という選択肢を取るのは、決められていたからだ。

　簡単に楽にはさせない。悠久の時を、暗い牢で過ごさせる。それが、雷鬼に科せられた罰なのだから。

「では、簡単に封じ、後はそちらに任せる」

　昌隆が懐から札を出し、刀印を結んだ指で挟んだ。

　祝詞が始まる。抵抗しようとする雷鬼や死鬼には、縄がかけられた。

　間近に居て、昌隆の力の強さはよく分かった。真白が自分の事のように自慢をしていたのも頷ける。これは、将来はかなり有能な陰陽師になるだろう。

　感心していた東羅は、視界の中で動く物を見付けた。

　それを確認する為に振り返る。そこには、忘れていた行成が立っていた。

「……真白は私の物だ……それなのに、何故、私からあの子を奪う……昌隆、お前が鬼なんかと添おうとしたからだ。お前のせいだ」

　気が触れたように同じことをいう行成が東羅の癪に障る。

　弱り果てて、今にも命を奪われそうだった真白を思い出すと、怒りが爆発する。

「ぶつぶつと馬鹿の一つ覚えのように。お前の物ではない！」

　怒鳴った東羅に、行成が一瞬だけ怯んだ。

「う、うるさい！　返せ、あの子を返せ!!」

　叫んだ行成が、近くに居た鬼から刀を奪い、祝詞を唱える昌隆に向かう。

　その間に入った東羅は、行成の手を掴んで捻り上げた。

「……ぐ、ぁっ」

「東羅っ!!」

　北羅の叫び声に、視線を投げて返す。

「問題ない」

「……もう。驚かせないでよ」

「そうよ。何かあったら、あの子が泣くでしょ！」

　からかう南羅を睨んだ東羅はしかし。鈍い痛みに視線を前に戻した。

　見れば、行成が隠し持っていた懐剣が、深々と脇腹を刺している。

「……返せぇぇぇえぇぇぇぇっ」

　叫び散らかし、行成はその懐剣を引き抜いた。

　東羅の手を振り払い、今度は胸部に刺そうとする。だがその刃は、胸に届く前に東羅自身が掴んで止め、側に居た鬼達により押さえ付けられて防がれた。

「離せ、離せっ！　真白が待っているんだ、この鬼を殺して迎えにいかなくてはならないんだ、離せっ!!　あの子は私の物なんだ!!　鬼に等、髪の毛一本だってやらない!!」

「……っ。く……」

「東羅!!」

「北羅、動くな!!」

　騒然とする周りの音が引いていく。

　膝を付いた東羅は、血が流れる脇腹を押さえた。痛みが体を襲う。

　封印が終わるまで、気を失ってはならない。

　そう自分にいい聞かせても、限界は近かった。視界が眩む。傷は深く、出血は多かった。

　いくら頑丈な体でも、そんなに永くは持たない。熱い息を吐き出した東羅には、崩れ落ちないよう支えてくれている者の声も、北羅達の叫び声も、喚く行成の声も聞こえなかった。

　全てが闇に消えようとする。

　……最後に、暗闇の中、都で帰りを待っているあの子が浮かび上がった。

『もし。何かがあっても、命だけは大事にして下さいね』

　──そんな約束でさえ守れない。

　東羅は、自嘲的な笑みを浮かべて、意識を完全に手放した。
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　手首の数珠が、音を立てて割れた。粉々になって落ちるそれに、真白は目を見開き、そのまま外へ視線をやった。

「真白殿、お怪我は」

　雛菊が慌ててそう聞くが、それに答える余裕がない。

　嫌な予感がする。真白は立ち上がると、簀子に出た。

　空は、先程まで覆っていた暗雲が晴れて、美しい望月が輝いていた。

「…………東羅様？」

　胸の前で手を握り締めて、真白は下唇を噛み締めた。

　帰りを待つといった。無事に帰って来るのを待っていると。

　だが、この不安は何だろう？

「東羅様」

　本当に、大丈夫なのだろうか？

　真白に続いて金代も出て来る。

「真白殿、夜風は体に障ります。中で待ちましょう」

「お師匠様、東羅様は大丈夫なのでしょうか」

「……信じて待ちましょう。あれは強い。門を守るという事は、最後の砦も担っているという事。簡単に破られるような生半可な者には勤まらないのですから」

「…………信じて待っていると約束しました。東羅様は強いし、私もそれを知っています。けれど、胸がざわついて」

「真白殿」

「東羅様は無事でしょうか」

「……それを願いましょう。さぁ、中へ。怪我をしているやもしれません。古い物ですからね、壊れても仕方のない」

　促されて真白は中に戻ろうとする。その時。

「金代様！　一大事です」

　女房が駆け込んで来て、跪く。その顔は青褪めていて。

「何事か」

「はい。襲撃に関しては、無事に乗り切れましたが、その後、悶着があったとの事。雷鬼と死鬼を封印まで持ち込みましたが、東羅様が行成の凶刃に倒れ、寸での所で取り逃がしてしまいました」

　今、何といったのだろうか。

　雛菊が口を押さえるのが視界の端に入る。

「……雷鬼達は逃げたのか」

「はい、今、行方を捜していますが……」

「人間は」

「殆どが都へ帰京しております。残りも、梶原昌隆という陰陽師が責任を持って帰すと」

「昌隆様が」

「その陰陽師はまた来るだろう。東羅の容態は」

「それが、危険な状況と……今、こちらに運ばれています」

「分かった。真白殿、大丈夫です。気をしっかり持ちなさい」

　肩を揺すられて、真白はゆっくりと金代を見た。

　息が出来ない。呼吸の仕方を忘れてしまったようで。心音が耳に大きく入る。

　震える唇を動かして、真白は声を漏らした。

「……ぁ……と、ら様は……」

「大丈夫です」

「……っ」

　危険な状態で、大丈夫な筈がない。けれど、金代は少しでも真白の気を軽くしようとそんな事をいうのだ。

　真白は金代にしがみ付いた。その背を、金代が優しく摩る。

「落ち着いて、息を吐きましょう」

　促されて、溜まっていた息を吐き出す。すると、震えが少しだけ収まった。

「そのままゆっくり吸って……吐いて……落ち着きましたか？」

「……はい。取り乱してしまってすみません」

「仕方のない事です。さぁ、落ち着いたら白湯でも飲んで、東羅を見舞ってやりましょうか」

　本当は、今直ぐに駆け付けたい。その気持ちを読み取ったか、金代は暫く逡巡した後に、真白の背を押した。

「いきましょうか。ここに居ても休めないでしょう？」

「……すみません」

「仕方のない事です。さぁ、いきましょう。雛菊はここで休んでいなさい。大丈夫とは思うが、何があるかも分からないのでな」

「…………はい」

　雛菊を残して、真白は金代に案内されるように宮殿の中を歩く。

　騒然としている空気の中、着いたのは端にある対屋だった。そこには北羅がいて、真白を見るなり涙を拭った。

「北羅、東羅は」

「今、運び込まれました。応急処置は向こうでやったんですが、意識が戻らなくて」

　頷いた金代が、真白を見る。

　その視線に、真白は前で結んだ手に力を込めて中へ入った。

　几帳が置かれた室内。女房や医者が出ていくと、真白は茵に近寄った。

　そこで横になる東羅に、座った真白は手を伸ばして体に触れた。

「東羅様」

　呼んでも起きない。頬に手を添えれば、驚く程、冷たかった。

　真白は下唇を噛むと、東羅の手を握り締めた。自分に出来る事は、目を覚ます事を祈るしかない。

「……私が、代われたら」

　それが出来たら、どれ程よいか。

　東羅が聞いたらよい顔はしないだろう。それが容易に想像出来て、真白は苦笑を漏らした。

　真白は目を閉じた。手を握り締めた手に、力を込める。起きていれば、手を握り返してくれるだろうに。

「……寂しい物ですね」

　呟きに反応もない。それは寂しい。

　真白の瞳から涙が零れた。

「──っふ、ぅ」

　手の甲に雫が落ちた。何が起こったのか、真白には分からない。その報告を、金代が聞いているのだろう。

　それを聞くよりも、東羅の側に居たい。起きた時に側にいられるように、離れたくなかった。
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　日が昇って暫く。喧騒も鳴りを潜めてどれくらい経っただろう。

　真白は、東羅の側で丸くなっていた。一晩中、泣いていたせいで、疲れてしまった。

　様子を見に来る北羅や金代が休むようにいうが、それを断り続けていれば、諦めて真白の体に大打掛をかけてくれた。

　几帳の向こうには、女房が交代で控えている。

　重い瞼を閉じて、真白は浅く息を吐いた。

　音といえば、女房の動く衣擦れの音と、微かな呼吸音くらいだ。

　その呼吸音に安心する。真白は、無意識に傍らの温もりに擦り寄った。

　寝ないよう力を込める程、睡魔は真白に襲いかかる。

「……ん」

　もう少し、起きていようと、眉根を顰めて力を込める。

　そうやって踏ん張っていた真白は、床板を踏む音に緩慢に瞼を上げた。

　見れば、王が立っていて、慌てて起き上がった。眠気が吹き飛ぶ。

「そのままそのまま。どうじゃ、容態は」

「……その、変わりはありません」

　起きない東羅を心配するのは真白だけではない。

　王は微苦笑を浮かべると、真白の向かいに腰を下ろした。

「……東羅を刺したのは賀茂行成らしい」

「……っ」

「雷鬼達を封じようとしたお主の兄を守っての事だ」

「……東羅様は、兄上を庇われたのですか？」

「うむ」

「そうですか。それは……っ」

　東羅に礼をいわなくてはならない。何より、自己犠牲に愛はないといいながら、やはり彼は変わったのだろう。

　真白は堪え切れずに笑みを浮かべた。

　その笑みに、王が身を乗り出す。

「そう、その笑顔じゃ」

「え？」

「こういう時なんじゃ、少しでも笑っておれば、東羅が早く目覚めそうじゃろ」

「……そうですね」

「それで起きないんじゃ。勿体ない事をしていると思わんか？　自分の花嫁の笑顔を見逃すんじゃからな」

　そんな物、起きれば幾らでも見せるのに。

　真白は、小首を傾げて王を見た。

「東羅様の花嫁は、私でよろしいのでしょうか？」

　今の真白は花嫁ではないのだが。

　王は扇で口を押さえた。

「……ふむ。だが、これからは東羅とおるのじゃろ？」

「は、はい」

「ならば細かい事は気にするでない」

「……はぁ。あ、あの。行成様はどうなったのでしょう」

　雷鬼や死鬼は逃げ出したと聞いたが、行成がそれに同行している訳ではなさそうだ。

　真白の問いに、王は笑みを消した。

「あの者は今、詮議にかけられておる。帝が今後の事は任せるよういって来たのでな。人間の事は人間に任せる事にしたんじゃ。……まだ、どうなるかは決まっておらぬが」

「……そうですか。その……行成様のした事は、恐ろしいものでしたが……こうなる前の行成様はとても素晴らしい方だったんです。私のせいでああなってしまって」

「そうかもしれんが、結果は本人次第なんじゃ。お主がした事はただの切っかけに過ぎん」

「……王」

「お主が自分を責める事は何一つないんじゃよ」

　伸びて来た手が頭を撫でる。それに目を閉じた真白は、呻き声に慌てて東羅を見た。

「東羅様、東羅様!!」

　手を掴んで揺すると、瞼が震える。

　覚醒の気配に、王が女房に医者を呼ぶように指示を出した。

「東羅様」

　名前を呼び続ければ、東羅の瞼がゆっくりと開かれた。

「東羅様っ」

　黄金の瞳が、真白に焦点を合わせる。

　と、東羅は苦笑を漏らして掴まれている手とは別の手で、真白の頬を包んだ。

「……また、泣いてるのか」

　嗄れた声と、耳に入った言葉に、真白は微笑を浮かべた。

「東羅様のせいでしょう？」

　そう皮肉も込めていえば、端正な顔に笑みが浮かぶ。

　そのまま、また眠りに落ちてしまった東羅に、真白は手を下ろしてその傍らに横たわった。

「ん？　どうかしたのかの？」

　気が付いた王が、真白の顔を覗き込む。

「……安心したら、力が抜けてしまって」

「ほっほっ。後は任せて眠りなさい。……東羅が起きたら、今後の事を話さなくてはなるまいの。お主と東羅と、きちんと祝言を挙げなくてはならんからな」

　慌ただしい物音の後、部屋に医者や女房が入って来る。

　王が腰を上げて、真白の隣に移った。

「そうじゃのう。うむ。……吉日は詳しく調べるとして。なるべく近い内に挙げなくてはの」

　背中を撫でられると、引っ込んでいた睡魔がまた、真白を誘い始めた。

　今度は抗わずに、眠りに落ちる。

「今度こそ、お主が花嫁なのじゃから。安心して眠りなさい」

「ん」

　握り締めている東羅の手に力が篭って、真白は口許を緩めた。



















「ですから！　大人しく寝て下さいと何度いえばいいのですか！」

「寝ているだろうが」

「横になれば何をしてもよいという訳ではありません！」

　叱責をした真白に、茵で横になる東羅が眉を顰めた。

「暴れるな、叫ぶな。傷に障る」

「……っだったら離して下さいませ」

「断る」

「東羅様！」

　問題は、真白の腰に腕を回して離してくれない事なのだ。

　頬を膨らませた真白は、東羅の顔を睨み付けた。

　意識が戻った東羅は、真白も驚く程に早く回復したのだ。三日も寝れば、傷口はすっかり塞がってしまって、こうやって真白を拘束して暇を潰しているのだ。

「東羅様、離して下さい」

「離したら心配で、あれこれ世話ばかり焼くのだろう」

「うっ」

「大人しくしていればいいんだ」

　そういう問題ではないのだが。東羅の腕枕で横になっている真白は、大仰な溜め息を吐いた。

　抵抗を止めれば、東羅の指が真白の髪を弄り始める。

「……雛菊様は、兄上の下に帰るそうです」

「その方がよいだろうな」

「京の負も消えたと、報告が来たそうです」

「そうだろうな」

「……東羅様がおっしゃっていた身分ある人間とは、恐らく左大臣かと」

「ああ、肩書きだけなら立派な」

　東羅達は、人間の政に興味がない。身分に興味もなければ、そこに左大臣が居ようがどうでもいいのだ。

　真白は溜め息を吐くと、体を反転させて東羅に向かい合う。

「……行成様が、帝を殺めてしまったら、院や左大臣が政権を思いのままにしたでしょう。それで苦しんで泣くのは、民なのに。……けれど、そうならなかった。東羅様や王、皆様のお陰です」

　礼をいえば、後頭部に回った手が胸に誘う。

　東羅の胸に額を押し付けた真白は、口許を緩める。そのまま単衣にしがみ付いた。

「……行成様は、島流しになるそうです」

「生温い」

　本当なら、極刑に科せられても仕方のない身だったが、生きて償わせる事を望むという結果になったのだ。

　おまけに、手を貸した死鬼達は行方が分からず、左大臣も知らぬ存ぜぬを通しているのだ。行成一人に極刑を科す訳にはいかない。

　確かに東羅が甘いと怒る事にも頷けるのだ。

「それでも、生きていてくれる事は、嬉しいものです」

　それは、東羅にもいえる事だ。

　本当に、起きてくれた事は嬉しくて。それだけでもう十分だ。

　東羅も真白の髪を撫でながら、複雑そうな顔になった。

「東羅様は怒るかもしれませんが」

「……」

「……雷鬼や死鬼も、何処にいったのか分からないと聞きました。また、鬼の都を襲うかもしれないと。その時に、また行成様が利用されない事を願っています」

　と、手首を掴まれた。東羅を見れば、真剣な顔で真白を見つめていた。

「あの陰陽師の話はもうするな」

「……………悋気ですか？」

　くすくす笑いながら問えば、手の力が強くなった。

「大丈夫です、私が選ぶのは東羅様だけですから。……行成様が利用されなければいいと願うのは、また、東羅様が狙われない事を願っているからで」

　掴まれていない方の手を伸ばして、頬に触れる。

「だって。最期まで側にいたいから……」

　頬に添えた手を、東羅の手が包む。その温もりに微笑を浮かべれば、東羅の腕が真白を包んだ。

　こめかみに口付けられる。それを受け入れた真白は、東羅の背に手を回してしがみ付いた。

「東羅様」

　名前を呼べる事も、触れ合う事も、奇跡のような事なのだ。

　更に密着するように、足を絡めて体を近付ける。その時。

「あのさ。仲睦まじいのはいいんだけど、薬湯の時間だよ？」

　乱暴に妻戸が開けられて、北羅が入って来る。

　顔を赤くして体を起こした真白は、東羅から離れて着衣の乱れを直した。

「真白も飲みな」

「え、でも」

「真白も完治してないでしょ？　東羅を盛らせるならまず真白の体を治せって王からいわれてるよ」

「──っ！」

　何という事をいうのか。

　更に顔を赤くした真白は、それを見られないように几帳の裏に逃げた。

「……冗談だって。出ておいで」

「北羅。雷鬼達は見付かったか？」

　体を起こして薬湯に口を付けた東羅の問いに、苦笑をしていた北羅が首を振った。

「逃げた方向や、目撃情報とか、あらゆる方法で探してるけど。逃げ足が速いんだ」

「……暫くは、鬼の都が襲われる心配はないな」

「うん。人間の都は人間に任せて、僕達はゆっくり休もうよ」

「休む暇はないだろ」

「まぁね。僕も明日から役目に戻らなきゃいけないし。……王が、もし大変なようなら手を貸すって帝にいったらしい。あの方は元から人間とは仲よくやりたいっていってたからね。今回の事は一つの転機だったのかも」

「……」

「僕は、真白と会ってから、人間が皆、憎むべき存在じゃないって思うようになった。まだ、南羅や西羅や、他の鬼は憎む気持ちとか持ってるけど。少なくとも、僕は違うから」

「北羅様」

　几帳から顔を出した真白が顔を輝かすと、東羅が渋面を浮かべた。

「俺は飲んだ、もういいだろ」

「まぁね。じゃあ、僕は出るけど。東羅、睦み事は完治してからにしなね」

　腰を上げた北羅が、去り際に真白の頭を撫でた。

　見送った真白は、恐る恐ると東羅に近寄る。

「……東羅様」

「俺は今も人間は嫌いだ」

「……はい」

「だが、お前は違う」

「っ！」

「それは忘れるな」

「はい！」

　人間が嫌いである事には変わらない。それは複雑だが、それでも、嬉しい物はあるのだ。

　真白は満面の笑みで東羅を見る。

「私も、東羅様をお慕いしています」

「……そうか」

「はい。最初の賭け事をしていた頃から、私は東羅様をお慕いしていました」

「…………待て。それは、俺が賭けに勝っていたという事だな？」

「はい」

「ならば、お前を好きにしていいんだな？」

「…………東羅様。賭けは無効だとおっしゃったのは貴方様でしょう？」

「それとこれとは関係がない」

「よく同じ口からいけしゃあしゃあと。無効は無効です！」

「無効になる前にお前の心は奪っているのだろう？　それを黙っている事が卑怯だと思わないのか」

「誰が卑怯ですか！　賭け事自体を無効だとおっしゃったのは東羅様です。それなのに、ご自分の都合がよくなると有効だとおっしゃるのですか？　あんまりです」

　身を乗り出し、真白は東羅に詰め寄る。

「賭け事は無効です！」

　そういった後に、真白は東羅の手をそっと握った。

「……賭け等なくても、私は、東羅様の花嫁なのです。ならば、好きにしてくれて構いません」

「……真白」

「最初に、そういいましたよ」

　月光の中、今でも鮮明に思い出せる出会った時の衝撃。

　あの時は、ただ、兄の幸せを願って嫁いだ。だが、今は違う。真白は自分の意思で、自分の幸せの為に手を取るのだ。

「東羅様」

　ふんわりと笑みを浮かべれば、東羅が真白の額に口付けた。

　離れた顔を見つめれば、黄金の瞳と視線が絡む。それは簡単には逸らせない物で、暫くしてから目を閉じれば、唇に柔らかい物が触れた。

　こんな幸せが手に入るとは、思いもしなかった。

　種族の違いも、男同士という問題もある。真白が先に天寿を全うしてしまう事も変わらない。

「……東羅様、幸せですか？」

「……ああ」

「よかった」

　先の不安は消えなくても、今、この瞬間をお互いが幸せだと感じられるなら。

　もう、それだけで十分だ。絡めた指に力を込めて、真白はまた目を閉じる。

　感じる物全てが東羅の物で。その幸福を噛み締めるように味わいながら、真白は広い胸に寄りかかった。








○　●　○









　太陽が照り付ける海原。

　船に揺られる行成は、その視線を白い波から遠くにある島へ向けた。

　淡路の島は、日差しを受けてひっそりと佇んでいる。あの島に愛しいあの子が居る訳ではない。こことは違う異界の地の、淡路の近くにある場所にある都。そこに、居るのだ。

　あの憎い鬼の花嫁として。その道を、今度は自分の望む場所だといい選んだのだ。

「……私は、何処で間違えたのだろうな」

　兄のように慕うあの子が可愛かった。愛らしい容姿が、大きくなるに連れて愛しくなり、この手に入れたくなった。

　やっと元服をしたと思えば、鬼の花嫁になったと聞かされて。

　手に入れたい。あの子は自分の物だ。鬼が触れていい物ではない。

　……だが、思えば連れ帰ったあの子は昔のような笑みは浮かべなくて。悲しそうに、辛そうに行成の側に居た。

「……真白」

　鬼だって、同じ感情がある。それをひたすら訴えていた。

　鬼の都に手を出さないでくれと。鬼を襲わないでくれと。

　それを無視した結果がこれか。全てを手に入れたと思っていたのに、全てを失った。

　家も、地位も、名誉も。愛しい存在でさえも。

「……真白」

　もう一目、あの子の姿が見たい。

　行成は京から離れた場所から、もう二度と、出られないのだから。

「真白」

　目を閉じれば、涙が零れた。無口な船頭が舵を操る。波に船が揺れた。その時。

　崖の上に、遠目でも分かる朽葉色の衣を着た者を見付けた。

　こんな場所に珍しい。それを見ていた行成は、その者の隣に立つ紅の髪の鬼に目を見開いた。

「…………ぁ」

　縁に掴まり身を乗り出す。

　顔までは見えない。だが、鬼に寄り添うように立つ者が誰かは分かった。

「真白、真白……っ」

　もう、名前を呼んでも応えはないだろう。

　こんなにも離れた距離。この距離が、自分とあの子の距離なのだ。決して縮まる事はない。

「真白」

　人影が動いて、腰を折る。それを見ていると、涙がしとどに流れた。

　縁に額を押し付けて泣き崩れる。

「……真白」

　頭を上げた人影は、鬼に促されて踵を返す。そのまま木陰に消えてしまった。

　行成は歯を噛み締める。自分が行った事の報いなら、何て酷な事だろう。

　身分や名誉、何を失うのだとしても、あの子さえいればよかった。何を得ても、あの子を失う事は耐え切れない。

　行成は、声を上げて泣いた。空では鴎が鳴いていて。その鳴き声も、何処か悲しく聞こえた。







「…………泣くな」

「だって」

　零れる涙を拭う真白は、手を引いて歩いてくれる背中を見た。

「もう、会う事は叶わないと思うと」

「会わなくていい」

「けれど、やはり行成様の今後が気になる物でして」

「自分があいつに何をされたか忘れたのか」

「……けど」

「うるさい、さっさと泣き止め」

「ううっ」

　懸命に涙を拭っていると、溜め息を吐いた東羅が足を止めた。その背中にぶつかれば、振り向き様に抱き締められた。

「……あいつは、人間以外に、陰で鬼の監視が付く。そんなに心配なら王から近況を聞け」

「東羅様」

「あいつの事で泣くな」

「……っ、ふぅ」

　泣くまいとすればする程、涙が溢れるのは何故だろう。

　真白は身衣にしがみ付くと、下唇を噛み締めた。

　東羅の手が真白の背中を撫でる。

「さっさと泣き止んでしまえ。この場所が安全とはいえないんだ。……もう帰るぞ」

「…………ヒック……はい」

　幸せな生活が待っている。だからこそ、遠い地へ流されてしまうもう一人の兄が心配になってしまう。

　我儘を聞いて、本当は見送りも許されない行成を見送りに来て、こんなにも涙が溢れてしまうのだ。

　何処で間違えたのだろう？

　何処から、狂ってしまったのだろう？

　本当は、皆の幸せを望んでいた筈なのに。

　東羅が、真白の涙を拭う。目が合って笑みを浮かべれば、東羅も笑った。

　それでも、まだ幸せを願う。この先の人生、辛い事ばかりだろう。

　けれど、彼に一つでもよい。幸せが手に入ればよい。

　それを祈る真白の頭上では、小鳥の番が飛び去った。





後日談







「人間の婚礼ってどうやるの？」

「え」

　東羅の屋敷。

　自分の対屋の掃除をしていた真白は、手伝っていた北羅の言葉に目を瞬かせた。

　持っていた角盥を、南羅が取り上げて片付ける。

「そういえばそうね。婚礼について、人間と鬼は違うのかしら」

「…………え、あ、はい。多分」

「多分？」

「まだ、こちらの婚礼を詳しくは知らないので」

　一回目は、東羅が迎えに来ただけで、二回目はまだ行っていない。今、王が喜んで吉日を占っているのだ。

　北羅達は「ああ」と気の抜けた声を出す。

「人間は、殿方が意中の姫君の元へ通い、親が認めてやっと、婚礼を結ぶのです。婚礼を挙げれば、三日は同じ閨で夜を共にして……あ。餅を食べます！」

「へぇ。真白は何でそんなに顔を輝かせるの」

「餅は美味しいと思います」

「……え。真白、餅が好きなの」

「はい！」

「あら。なら、食べ切れないくらいに、東羅に用意させなさい」

「……それは」

　見ても分かるくらいに、真白が落ち込んだ。

　北羅と南羅が目を合わせる。

「……何かあったの？」

「東羅様は最近、忙しいようですし」

「まぁ、門番の役目に戻ってればね。忙しいよ」

「最近は、あまり話も弾まなくて」

「倦怠期かしらね」

「早いね」

「……私、どうすればよいのでしょうか」

「ふん。その貧相な体でも、気を引きたいのなら色仕かけだろ」

　妻戸が開き、脇に円座を抱えた西羅が現れる。

　その言葉に、北羅が顔を顰めた。

「そうやって下世話な方向に真白を引き摺り込まないでよ。ていうか、何してるの」

「……」

「北羅、西羅は西羅で、東羅を気遣って手伝いに来てるのよ」

「なら東羅の場所に居ればいいのに」

「馬鹿ね。掃除をしている時に東羅の側にいたから追い出されたんでしょ？」

「ああ、成程ね」

　掃除中の東羅は、一人で全てを片付けてしまうので、側にいたら邪魔になるのだ。

　真白も例外ではないので、こうして自分の対屋を掃除しているのだが。

「東羅様は綺麗好きですからね」

　宮殿から自分の屋敷に戻るに当たり、こうして掃除を徹底したいのだろう。

「で？　色仕かけなんだけど。真白、東羅と寝てるんでしょ？」

「はい。私が頼んで」

　宮殿でも、室は別々に用意されているのだが、心細くて夜這いよろしく東羅の場所に忍び込むのだ。それで呆れられるのはご愛嬌だ。

「それで？　東羅は手を出さないの？」

「え？　だって、寝てしまいますし」

　瞬間、目の前に居る鬼三人は顔を引き攣らせた。

「うわぁ。それは酷い」

「生殺しね」

「え？　生殺し？」

「東羅が気の毒だな」

「ええ？」

　何か間違えた事をしているのだろうか。

　困惑する真白に、北羅が肩に手を添えた。

「真白。東羅が気の毒だと思うなら、今夜は『私を抱いて下さい』って頼んでみな」

「へ!?」

　顔を赤くした真白に、何故だか非難の視線が集まる。

「だって。同じ男なのに何で男心が分からないのかな」

「確かにそれは酷いわ。可哀相に、東羅は夜が来るのが嫌だったでしょうに」

「……やはり、私が一緒に寝るのが原因なんですね」

「まぁ、そうだな」

「…………そうですか」

　更に落ち込む真白に、北羅達は顔を見合わせた。

「えっと、真白……あのね」

「何をしている」

　北羅の言葉に被せるように、割り込んで来た声。一同が振り返れば、そこには東羅が立っていた。

「真白。終わったのか？」

「え、あ、はい！」

「ならお前等は帰れ」

「はいはい。じゃあ、真白。またね」

「はい！　本日はありがとうございました」

　送ろうと立ち上がると、それは東羅に制された。そのまま去る鬼の背中を見送り、真白は溜め息を吐く。上げられた御簾の外には、白砂が陽光に輝いていた。

　その夜。

　茵の上に座っていた真白は、悶々としたままだった。

　東羅は最近、門の守護に戻ってから大変そうで。それでも、真白の朝餉と夕餉を用意してくれるのだ。

　せめてもと食事は任せてくれといったのだが、断られた。どうやら、東羅が作りたいらしい。なのに、東羅はちゃんと休んでいる様子はない。

　朝、真白が起きる頃にはもう活動を始めていて。夜も、忍び込んで直ぐに、真白が寝てしまうのだ。

「……私、何もしていないっ」

　昼間は、対屋でのんびりと過ごし（それは宮殿でも変わらない）、夜は疲れている東羅の寝所に乗り込み。

　幾ら、自分は彼の側が落ち着くからといっても、思えば東羅は安らぐ間もないのではないだろうか？

「……私っ！」

　今は女の格好をしているが、男なのだ。

　養われる生活をよしとする訳にはいかなかった。

「私も、何か仕事を頂かなくては」

　出来る事は僅かだが、東羅の役に立ちたい。真白は、ぐっと手を握り締めると、決意して立ち上がった。

　大打掛を羽織り、その足で寝所へ向かう。

　暗い通路を歩き辿り着いた寝所では、未だ灯りが灯っていた。

「東羅様、よろしいですか？」

「入れ」

　許可があって入れば、東羅は文机に向かっていた。

　既に茵が用意されている。

「先に寝ていろ」

　真白が来る事はもう予想されていて、珍しくもないからか東羅は一瞥もくれない。

　真白は袖を握り締めると、東羅の直ぐ後ろに座った。

「東羅様、お仕事ですか？」

「みたいな物だ」

　それは、話しかけたら邪魔になる。黙って終わるのを待っていると、東羅が不思議そうな顔で振り向いた。

「何かあるのか？」

「……その」

　真白は息を吐くと、東羅の顔を見つめた。

「私にも、何か出来る事はあるでしょうか」

「ない」

「即答ですか」

「ない物はない、大人しくしていろ」

「……っ」

　手伝いにもならないのは分かっている。だが、東羅の為に何かをしたいと思うのだ。

「私だって男です！」

「は？　だから何だ」

「東羅様のお役に立てなくては、私の名が廃ります！」

　東羅の目が剣呑に眇められた。

「……廃る程、誉れのある名前でもないだろう」

「うっ」

「北羅達に何かいわれたのか？　気にせずに寝ていろ」

　また文机に向かい直った東羅に、真白は下唇を噛み締めた。

「東羅様の朴念仁!!」

「ああ？」

「お休みなさい!!」

　止められる前に寝所を飛び出して、自分の対屋へ向かう。

　悔しくって、それは理不尽だが怒りに変わっていた。

　力になりたくて。真白も色々と考えているのだ。せめて、東羅の疲れが癒えれば。

　真白は妻戸に手をかけて止まった。

「……余計に、疲れさせてしまったかな」

　どうすればよいのだろうか？

　真白が一緒に寝なければ、少なくとも睡眠は十分に取れるのだろうか？

　そう考えると、これからは一人で寝た方がいいのかもしれない。

　妻戸を開けようとした真白は、その手を背後から取られて、驚いて振り返った。そこには東羅が居て、真白の手を掴むとそのまま対屋へ入る。

「東羅様？」

「誰が朴念仁だ」

「う」

　茵に押し倒され、真白は東羅の顔を見た。

　月光に照らされる顔は不機嫌そうで。真白は困惑してしまう。

「……口が過ぎました」

　視線を逸らして謝れば、東羅が真白の前髪を払った。

「そういう事をいってるんじゃない」

「え？」

「何をいわれたんだ？　北羅達の言葉は無視していい」

　東羅が聞きたいのはそれなのか。

　瞬きをした真白は、視線を戻した。

「東羅様が疲れているのは、私と寝ているからなのでしょう？」

「馬鹿か」

　頭が弱いとはよくいわれるが、はっきり馬鹿といわれるのは癪に障る物がある。

　むっとした真白はしかし、東羅から聞かされた言葉に機嫌を直す事になった。

「お前と寝るのは何一つ疲れないし落ち着くだけだ」

　真白は東羅を見つめ、頬を赤くしながら微笑を浮かべた。

「本当に？」

「ああ」

「鬼は嘘を吐かないんですよね」

「人間と同じにするな」

「信じます」

　喉を鳴らした真白は、そのまま目を閉じた。

　下りて来た顔が、唇を奪う。

「ん……そういえば、北羅様達が生殺しだとおっしゃっていました」

「……」

　瞼に口付けた東羅が固まる。

　そっと見てみれば、何やら考え込んでいた。

「……東羅様？　その言葉も無視をすればいいんですよね？」

「……まぁ、そうだな」

「分かりました。では、もう夜も遅いですし、東羅様は嫌かもしれませんが今夜はここで休みましょう」

「……お前は分かっていていってるのか？」

　目を眇めた東羅は、真白の手首を顔の横で拘束した。

「東羅様」

「随分と待っているんだ。お前が嫌ならいえ、止めてやる」

　それが、これからの行為についていっているのは、真白にも分かった。

　今回は最後までやると東羅はいっている。それが嫌なら、逃げるのは今だけだ。

　東羅なりに気を遣っているのだろう。真白を乱暴にしたくはないと、言外にそういわれ、真白は微笑を浮かべた。

「東羅様がどうしてもとおっしゃるなら」

「何だそれは」

「ふふ。私は何の知識もありませんが、これは夫婦の営みなのですよね」

「……」

「でしたら、断る理由もないかと」

「……照れもせずにいわれると、変な気になる」

「何ですか、それは」

　手を解かれて、真白は慌ててその手を取った。指を絡めて、頬に甲を当てる。

「東羅様のいいようにして下さい。大丈夫、私は男なのですから。……簡単には壊れません」

　この事は以前にもいっているのだが？

　真白は口許に笑みを浮かべて東羅にいった。

「……お前は、簡単に凄い事をいってるな」

「そうですか？」

「ああ」

　顔が近付いて、唇同士が触れ合った。

　東羅の舌が上唇を舐め、開けるよう催促する。それに従えば、咥内に舌が侵入した。

「む、ぅん」

　東羅の手を離して衣にしがみ付けば、そのまま抱き上げられた。

　東羅の膝に跨り、腕を首に回す。大きな手が、背中に回った。

　ちゅくっ、と、音を立てて舌が吸われる。

　柔らかな舌に咥内の粘膜を舐められて、真白の腰に甘い甘い震えが走った。

　愛情の篭った口付けだけでも、真白の頭の中は熱にぼんやりと溶けてしまった。

　軽く音を立てて唇が離れる。その際に舌先が真白の唇を舐めた。

　真白は熱い息を吐き出した。その顎を掴んで上向かせていた東羅の親指が、下唇を撫でた。

「真白」

　真白が深い口付けの余韻に浸っていると、東羅は衿の合わせ目から手を滑り込ませた。

「ん、ぁ」

　単衣の衿が、左右に大きく割かれた。平らな胸の柔らかな二つの突起を指で弄られて、また体が甘く震えた。

　真白は愛撫に抗えない物を感じながら、東羅にしがみ付いた。

　東羅の吐息が耳を擽る。

「東羅様……っ」

「お前がほしい」

「え、何？」

「今、お前がほしい」

　胸の突起を二つ、強く摘まれて、真白は痛みのような快感に息を飲んだ。

「ふぁ、あっ」

「いいか？」

「そんな……っ」

　わざわざ聞かなくても、何度もいっているではないか。

「……私は、東羅様の物です」

　愛撫に勃った突起を擦ったり摘まれたりすると、中心に熱が走った。

　全身に広がる擽ったいような、痛いような快感に、喉が絞まりか細い声が漏れた。

「は、ぁ、ぁ」

「なら、もう止めないからな」

　熱のせいで滲む涙。その視界の中で、東羅が獣のような笑みを浮かべたのを見た。

　くっと喉を鳴らした東羅が、もう一度、唇を近付けて来て、唇の間に覗く真白の舌をちゅっと吸った。

「ん…ぁ、っ」

　頬が熱くなり、呼吸が苦しくなる。

　胸を愛撫する力が強くなった。散々、胸の突起を弄り、東羅はその手をすっと下へ向かわせた。

　衣の上から中心に手を置かれて、真白は切ない声を漏らした。

「ん、ああ…っ」

「ここも熱くなってる」

「ゃ、っ」

「大人しくしていたらいいようにしてやる」

　耳朶を擽る声に、肩が震えた。

　雄を手の中に握り込まれて、甘い痺れが背中を駆け抜けた。

「ん、あ、あ」

　東羅の手が、衣の上から揉むように撫でて来る。

　肩を強張らせた真白の項に、東羅の熱い息がかかった。甘ったるく弾む息が、彼の興奮を伝えて来る。

　このままでは、頭がおかしくなりそうだ。

「…ぁ……東羅様、私っ」

　泣きそうな顔で東羅を見れば、東羅が目許の力を緩めた。

「大丈夫だ、任せていればいいんだ」

「ふぁ、ぁあ…っ」

　真白の中心を弄びながら、耳孔を擽る東羅の声が、甘ったるく興奮した物になる。

　真白を丁重な手付きで、横たえる。そのまま、東羅は真白の胸の尖りを口に含んだ。

　上と下を弄られて、真白の声から甲高い声が上がった。

「ひぁ、ぁ、ぁっ」

　自分の物とは思えない声に、真白は思わず手の甲で口を押さえた。

　だが、直ぐにその手は東羅によって外された。

「や、東羅様っ」

「隠すな」

「ん、んんっ」

　手を握り締められ、それに縋るように指に力を込めた。

　首筋から耳の裏にかけて舐められる。

「あ、あ、東羅、様……っ」

　巧妙な愛撫に、はしたなく欲望を膨らませてしまう。

　東羅は嫌いにならないだろうか？

　急に不安に苛まれて、真白は東羅の手を引いた。手の動きが止まり、黄金の瞳が真白を見た。

「……どうした」

「ぁ、……東羅様は、私の事を、嫌いになりませんか？」

「何を」

「だって……こんな、はしたなくて……私の事、嫌になりませんか？」

　喋っている今でも、涙が溢れそうで。そんな真白の様子に、東羅が盛大な溜め息を吐いた。

「安心しろ。お前をそうさせているのは、俺なんだ」

「本当に？」

「ああ。これで嫌になるなら、お前を見捨ててる」

　啄ばむような口付けに、胸に巣食っていた不安が吹き飛んだ。

　真白は花のように顔を綻ばせる。それを見た東羅が、体を起こして懐から陶器の小瓶を取り出した。

　真白が瞬きをしてそれに手を伸ばせば、東羅の手がやんわりと押し戻す。

「それは？」

「南羅に渡されていたんだが」

「え？」

「役に立つとはな」

「え？　……ひゃっ」

　足を左右に割かれ、衣が外されると、真白は真っ赤になって手で隠そうとした。その手は、掴まれて戻される。

「傷を付けたくない、大人しくしてろ」

「え、わっ」

　冷たい感触が双丘の間を伝い落ちる。肌が粟立った。

　体を起こしてそれを見ようとした真白はしかし。長い指が、窄まりを撫でた事に息を飲んで固まった。

「東羅様っ」

「今度はちゃんとほぐさないとな」

「ああっ」

「大丈夫だ、俺に任せておけといっただろ？」

　別の手が、真白の手を掴む。

　窄まりの入り口を弄っていた指が、慎重に中に挿って来た。

　指が、内部を広げると、鈍い痛みのような快感が、窄まりの中にじわっと染みる。

「あ、あ、っ」

　虫も鳴かない夜。静寂の中、真白の切ない声と、二人の熱く弾む息に水音だけが響いた。

　中が指の形に慣れる頃には、痛みも引いていた。

　指先は何かを探るように動いていて。それは、直ぐに見付かった。

「ああああっ」

　今まで以上に、甲高い声が真白の口から上がった。

　目の前に火花が散ったような感覚。これは何だろうか。怯える真白の目の前で、東羅が舌で自分の唇を舐めた。

「ここか」

「あ、ぃや、あ、あっ」

　執拗にそこを攻められて、言葉に出来ない波が真白を苛んだ。

　嫌々と首を振る真白は、東羅に唇で口を塞がれて篭った悲鳴を上げた。

「ん、んん」

　舌が宥めるように咥内を蹂躙する。

　このままでは、本気でおかしくなりそうだ。

　頭の芯まで溶けそうで、とろんとした目の真白に、東羅はそっと唇を離した。

「……もういいか？」

「ぁ、っ」

　何がいいのだろう？

　思考もままならない真白は、中を十二分に解していた指が抜かれて小さく声を上げた。

　東羅は、仰向けに横になる真白の腰をがっちり掴んだ。

「真白、挿れるぞ？」

「ぁ、…んぁっ」

　太い先端が、愛撫でほぐれた窄まりの中に押し付けられた。

「ひぁ、ぁ、東羅様……っ」

　窄まりの肉を割った怒張が、狭い真白の中を広げて貫く。

　その圧迫感に、真白は目を見開いた。目から生理的な涙を流す。

「……っ、は……流石にきついか」

　吐息に混じって呟いた東羅が、痛みに縮こまった真白の自身に触れた。

　それを扱かれて、真白は堪え切れずに嬌声を上げた。

「あ、ぁ、ん、あああっ」

「真白」

　熱を孕んだ声が名前を呼ぶ。

　軋むように首を動かして見れば、そこには真っ直ぐに真白を見つめる東羅の瞳があった。

　その視線の、淫靡に濡れた様にぞくりと震えた。

　それを感じた東羅が、弛緩したのを見計らい、ゆっくりと腰を使い始める。

　段々と真白の喘ぎに快感の色が見え始める頃、東羅の先端が真白の感じる一点を強く突いた。

「あ、ぁ…っ！　っふ、と、ら様…っやぁ」

「……っ、は、蕩けそうだ」

　動きは益々、激しくなる。

　突き込まれて、揺すり上げられて、真白は大きく口を開けて荒い息を吐くが、その呼吸は直ぐに東羅の動きによって遮られてしまう。

　熱い息を吐きながら、喜悦の波にさらわれるのをどうしようも出来ずに頭を振った。

「あ、ん、ぁ…っ！」

「真白」

　名前を呼ばれると同時に、小刻みに突き上げられた。それに、刺激される位置が変わり、新たな愉悦に真白は啼いた。

　熱い吐息と荒い声が混ざり、夜の閨に響く。

　東羅は低く呻くと欲望を引き抜き、また深く、最奥めがけて突き立てて貫いた。

「ん、く…ぁ…っ、ぁ」

　想像もしなかった快楽は真白を捕らえて離さない。

　初めて交わった時は、ただの陵辱だった。痛みしかなかった。それとは打って変わって、今は恐い程の快感に苛まれる。

　抱き寄せる腕、突き上げる腰、秘所を広げられて深く穿たれる。その全てに翻弄されるのだ。

「あ、あ、…とう、ら様っ、ぁ」

　抉られ、引き抜かれ、擦られて刺激される。

　頭の奥まで掻き回された。頭を振って、もがく。体中が炎になったようだ。

「真白、覚えていろ」

　手を伸ばせば、それを強く握り締められた。

　荒い呼吸が絡み合う。絡ませ合った指に力が篭り、そのまま胸を合わせた東羅が甘く囁いた。

「お前は、俺の物だ」

「と、ら様……っ」

　ふわりと微笑んだ真白は、東羅の瞳に情欲の色を確かめて、自分から口付けた。

　離れている間も惜しんで。

　──そうして、また身を絡めて情交に堕ちていった。








○　●　○









「で？　何で急に何か手伝うなんていいだしたんだ」

　朝餉を前に、痛む腰を庇っていた真白は、東羅を見た。

　あのまま気を失い、目覚めたのはつい先程だ。体はさっぱりしていて、東羅が清めてくれたのは聞かなくても分かる。

　その礼をいう前の質問に、真白は視線を膳の上に移した。

「……東羅様に養ってもらうだけではいけないと思ったのです。私も男ですし、やはり働かなくてはと思いまして」

「お前に出来る事はあるのか？」

「う」

「気にするな。……これもこれでいいからな」

　最後の方は聞こえなかったので、真白は東羅を見て小首を傾げた。

「あの、何か？」

「何でもない、さっさと食って今日は一日中寝ていろ」

　それは、真白の体を気遣っていっているのだろう。

　真白は頬を朱に染めて、箸に手を付けた。

「……えっと、でも、何かしたいです」

「ならもう少し肥えてくれないか？」

「え？　何でですか？」

「……壊しやしないかと心配になる」

　言葉の意味を理解するのに時間がかかった。

　だが、それが何をいっているのか分かるなり、真白は真っ赤になって箸を置いた。

「東羅様！　私はそういう事をいっているのではなくてですね！」

「夫婦の営みに必要じゃないのか？」

「それとこれとは話が違います！」

　肩を怒らせる真白に構わず、東羅は立ち上がった。

「時間だ」

「東羅様!!」

　逃げるのかと追いかけようとした真白はしかし、腰の鈍痛に沈んだ。その隙に東羅は出ていく。

「──っ、東羅様ぁっ!!」

　あんまりだと叫んだ声は、本人の耳に入らない。

　外では、葉桜が風に揺れていた。








終　
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